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ベン・トー　５・５

箸休め〜燃えよ狼〜


アサウラ







この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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主要登場人物



佐藤 洋（さとう・よう）


　烏からす田だ高校一年。体力とバカには自信がある。ゲームはセガ派。









槍水 仙（やりずい・せん）


　烏田高校二年。ハーフプライサー同好会会長。二つ名は『氷結の魔女』。









著莪 あやめ（しゃが・あやめ）


　丸まる富とみ大学付属高校一年。佐藤洋と同じ生年月日の従姉。イタリア人の母を持つハーフ。ゲームはセガ派。









白粉 花（おしろい・はな）


　烏田高校一年。小説執筆が趣味な女の子。実は一部ネットでは名が知られた存在だったりする。









井ノ上 あせび（いのうえ・あせび）


　丸富大学付属高校一年。かわいそうな子。二つ名は『死神』。









淡雪 えりか（あわゆき・えりか）


　中学三年生。ペンションを経営している両親をよく手伝っている気の強い娘。現在丸富大学付属高校を目指して勉強中。









禊萩 真希乃（みそはぎ・まきの）


　中学三年生。存在感がやや薄い、運動が得意な娘。一部では有名な狼。二つ名は『ギリー・ドゥー』。









沢桔姉妹（さわぎ・しまい）


　丸富大学付属高校二年の双子姉妹。やや残念な姉の梗と良くできた妹の鏡。それぞれ生徒会長と副会長を担っている。二つ名は『オルトロス』。









加戸君（かど・くん）


　佐藤の残念な友人の一人。家族一同、〝絶対神・マールトミー〟を信仰する妙な宗教に入っている。生真面目が服を着て歩いているような男で、仏頂面かつ無言でいることが多い。しかしいつも賑やかな佐藤たちと一緒にいるのが好き。









あせびの母


　未だに十代に間違われる四十代手前のかわいい人妻。若い頃は怪我や病気が絶えず、入退院を繰り返していた。その時に知り合った病院の跡取り息子である若い医者と恋に落ちて結婚、娘を出産。その後は何故か怪我にも病にも一切かからなくなる。慎ましやかな立ち振る舞いだが、実は目立ちたがり屋で、カメラがあるとさりげなく写ろうとしてしまうお茶目な一面も。
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１章　鳥になった男たち












　　　「グゥワハハハハハハハハハハハ！」











警備のオッちゃん











　　　　　０




　まぁしかし、世の中には知らない方が良いものってのが往おう々おうにして多い。

『彼』は開口一番に、そう言った。

　つまりは天然系アイドルの素顔、何な故ぜか報道されない有名政治家秘書の変死、地球温暖化研究の裏事情、あの鮫さめ島じま事件の真相、そして本当はＳＳセガサターンで出るはずだった二つの超有名な某国産ＲＰＧシリーズがＰＳで製作されることになった本当の理由……等々、普通に暮らしていれば決して知ることのないもの。知ってしまえばそれまで通りの生活が送れなくなる可能性をもたらしかねないもの。

　知らずにいられたらそれでいい。普通は、そうだ。だが、隠された裏の事情はいずれ表の世界に大きな影響を与える。それが良い影響ならば問題ないが、大抵は悪い影響ばかりなのがこの世の常。誰もがいつも、知らない、触れない、気にしない……そうは言っていられない。

　それが起こった時に動くのが我々だ、と『彼』は述べる。しかしそれは当然後ご手てに回る。後手が不利を強いられるのは先手必勝という言葉を持ち出すまでもなく、当然の理ことわりとして知られているが、それを甘んじて受け入れることもまた我々にとっては当然なのだ。

　……だが、今回ばかりは後手には回れなかった。自国日本に、密ひそかに、しかし大々的に別の国の領土が存在し、それが拡大を続けるなど許すまじき事態だった。当初はただのアミューズメントパークの顔をしていたが、すでに今や国としての体てい裁さいを整え始め、数年前には他国との出入り口としてか、海岸線に港湾施設まで建造している有様だ。

　バチカンのように国の中に他の国がある例はいくつかあるし、各国の大使館の敷地内は別国扱いでもある。しかし、これは違う。これはもはや静かなる侵略だった。これ以上行動が遅れればなし崩し的に領土を奪われる。それも日本の心臓部たる東京のすぐ近くを、だ。

　そこでついに『彼』らに出番がやってきた。しかもそれは創立以来初めてとなる大規模な実戦であると共に、当初は誰もが想定していなかった実質的な先制攻撃である。『彼』ら――自衛隊は、その名の通り、軍ではなく自衛のための組織であるが故ゆえにその活動は自国内に限られており、他国での活動は一部の例外を除き、法律上は認められていない。だが、そう、奴らが自らの領土としている場所は公式には日本国内であるがために、これを他国からの侵略行為だとして自衛権の発動は可能であると政府は判断。極ごく秘ひ裏りに行われた、度たび重かさなる検討の末、ついに決行の判断がなされた。陸、海、空の総力を挙げた作戦である。

　陸上の部隊が闇やみ夜よに紛まぎれてまず敵陣地を取り囲み、これと並行し、夜明け直前に空爆開始。これを開戦の狼煙のろしとして続けざまに海上からの一斉攻撃、その直後の混乱に乗じて第一空くう挺てい団だんの精せい鋭えいを先せん遣けん降下させ、密かに建造されていた地下施設攻略の主力となる特殊作戦群の侵攻を援護。またそれらに呼こ応おうする形で海上からも同時に進撃を開始し、海岸線を制圧する。

　またこの時、全国に数万人いるといわれる敵国シンパの行動を抑おさえるために全国の自衛隊が治安維持出動、警察との協力態勢を取り、日本国内を完全にコントロール下に置いて可能な限りの混乱を抑え、同時に外務省は反発必至の近隣諸外国へ牽けん制せいを仕掛ける。

　誰もが予想し得ない自衛隊による自国内での他国への攻撃。それだけで敵の不意を突くことは間違いなく、それが先手となれば尚なお更さらの効果を生み、最初の一撃が総力を挙げてのものとなれば成功は間違いない……そう誰もが思っていた。――あの敵国の秘密兵器群を見るまでは。

　煌きらびやかな電飾に彩られた重戦車の数々、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい『灰かぶり姫の城』、地下バイオ研究所で生成される化け物の群れ、戦意を削そぐために流さるメルヘンチックな音楽……。

　三時間で終わるはずの完かん璧ぺきな作戦は開始一時間で破は綻たんする。多量の流血を強いられる予想外の激戦、国内に広がる混乱、謎なぞの行動を開始する在日米軍、突とつ如じよ日本海近海に出現した国?不明の潜水艦、オホーツク海に展開を始めるロシア軍……政治家たちは事態の収拾と共に己おのれの保身に奔ほん走そうし始める。

　この段階をもって作戦は失敗という判断が下され、現場では撤退行動が至るところで見られ始めるのだが……そんな中にあって『彼』が指揮する地下施設攻略部隊は依然として作戦を実行し続けていた。『彼』らは撤退などという選択を持ち合わせてはいない。敵に屈する訓練など受けてはいない。膝ひざを折りて敵に背を見せる時は死す時のみとされた真の実戦部隊なのだ。何より『彼』らには、いや『彼』らだけには作戦を実行し続ける力があったのだ。

『彼』らは無数の障害を突破し、被害を出しながらも地下施設の最深部へとついに到達する。しかしそこで『彼』らは驚きよう愕がくの真実を知らされ、今後の日本を左右する新たなる、そして決定的な判断を求められるのだった……。

『俺はそこで決断するしかなかったんだ。この国を、仲間を、そして多くの人々を救うために……。苦しい決断だった。だが、俺はやった。やるしかなかった。……そう、俺はアナ――』

　いや、ちょっと待って。僕は電話越しに『彼』――佐さ藤とう家けの大だい黒こく柱ばしら、我が父にそう言った。

「……夢の話だよね？」

「おいおい洋よう、何当たり前のこと言ってんだよ。俺、特殊作戦群じゃねぇっての。おまえ、自分の父親の仕事ぐらいなぁ……はっ！　そうか、おまえ、俺の迫真の語り口についつい夢と現実を混同するぐらい興奮して……安心しろ、そして期待しろ、マイ・サン。こいつには続編もあってな。その名もディズ――」

　――さらば父よ。僕はそう胸の内で呟つぶやきながら携帯を切った。

　せっかくの晴れ渡った秋空の休日、しかもこれから丸まる富とみ大学付属高校の文化祭にみんなで遊びに行こうとしているのに……何が悲しくて親おや父じの『ネズミ帝国攻略作戦―日本震しん撼かん―』とかいうサブタイ付きの夢の話なんぞを聞かねばならんのか。何より親父が続けて言おうとした続編はタイトルだけで即死しかねない危険性を孕はらんでいやがる。日本の前に僕が震撼したわ。

　世の中には知らない方が良いものってのは往々にして多いが、同様に口にしてはならないものも往々にして多いのだ。その中にあっても、今し方親父が口にしようとしたことは最上級にヤバイものの一つに数えられるだろう。聞かされるこちらの身とて危ない。まだ午前中だというのに展開がヘビー過ぎる。

　ふぅ、と僕は息を吐きつつ額ひたいに浮いていた汗を拭ぬぐい、ふり返る。そこにあるのは駅前にある古びた……失しつ敬けい、歴史を感じる個人経営の喫茶店。僕は中に戻ろうとその入り口のドアを開ける。扉に付けられていたカウベルが鳴り、続けて「おっと」と女性の声。扉のすぐ向こうに声の主――槍やり水ずい先輩がいた。彼女も扉を開けようとしていたらしい。

「あー……様子を見に来たんだが、急用か？」

　いつものように彼女は肩口までの髪をワイルドに整え、大人びた、というか少し鋭い目にそれを際きわ立だてるようなクールな化粧。ただ今日の彼女はいつもの制服姿ではなく、ニーソックスにホットパンツ、タートルネックのシャツに薄手のモッズコートをラフに羽は織おっている。ゴツイブーツだけは相変わらずだ。

「いえ全然。むしろ無用な電話って感じです。親父からの電話は大たい抵ていそんな感じなんですよ」

　僕は肩をすかしてわざとらしく言ってみるも、先輩は不思議そうな顔をする。

「そう、か。いやなに、その割には長電話だったな、と思ってな」

　先輩に言われて僕は携帯を開き、通話時間を見てみる。……うん、本当だ。思っていたよりも長い時間親父の危険な夢物語を聞かされていたらしい。どうやら親父の話は、時間を短く感じるぐらいに興味深かったということだろう。……くそぅ、何か悔しい。

　まぁいい、と先輩は呟くと軽く微笑ほほえみ、僕に背を向けて店内の奥へと歩いていく。僕もまた彼女に続いていく。先ほどまで僕らが座っていた席が見えてくるのだが、改めてこれを客観的に見ると、凄すごいな、と胸の内で呟いてしまう。

　槍水先輩が椅い子すに座り、足を組む。

　その彼女が座った席、それは四人掛けのテーブルにさらに隣にあった二人用のテーブルをずらして繋つなげたもの。そこに座っているのは先輩も含めれば実に五人もの女の子である。僕と同級生にしてＨＰハーフプライサー同好会メンバーの白おし粉ろい花はな、僕の従姉いとこの著しや莪があやめ、彼女の学校――丸富大学付属高校の文化祭兼学校見学会に参加するために遠方よりやってきた禊みそ萩はぎ真ま希き乃のと淡あわ雪ゆきえりか、そして先輩である。

　六人掛けとなっているテーブルには空あいている席が一つあり、当然そこは僕の席である。そう、男一人に五人の女の子という、まさに誰もが夢見る『それ何てエロゲＳＮＥＧ？』状態である。

　僕の席が真ん中であることに加え、外見的には皆、美人であることもあり、そのイメージに拍車がかかる。

　もう、アレだ。『フフッ、ほらほら、みんな喧けん嘩かしないで。順番順番♪』とか、言いたくなる。無論こんな喫茶店などではなくベッ……ゲフンゲフン。まぁ、身内の著莪や、白粉のいつものアレを思い出すと一気にそんな気は失うせてくるわけだけど。それに真希乃とえりかは中学生じゃないか、ハハッ、さすがにそれは犯罪の匂においが仄ほのかに漂ってしまう。

　……ただ、淡雪はともかく、真希乃は……うん。初めて彼女と会った川、そこで見た彼女の姿はとても綺き麗れいだったなぁ。競技用水着に包まれた長い四し肢しを持つ体は適度に引き締まり、無駄なく細い、というか、大事なところまで細いのだけれど、それはそれで彼女の長身と合わさると一つの魅力となっていた。服の上からだとわかりにくいが、スタイリッシュ、という言葉の似合うボディラインなのだ。

　どうしました？　と、僕を見て真希乃は口にした。黒いショートカットの前髪がかすかにかかる赤いフレームの眼鏡めがね、その向こうにあるおとなしそうな瞳ひとみが僕を映す。

　気がつくと僕は彼女らを見渡せる位置で立ち止まっていることに気がついた。あ、いや、などと曖あい昧まいなことを言って慌あわてて席に着く。さすがに今、頭の中でハーレム展開を想像した上に、水着姿の真希乃を思い出していたなどいう勇ゆう猛もう果か敢かんな告白は僕にはレベルが高すぎる。

「そろそろ出ようかって話してたところなんだけど、佐藤はどう？」

　隣に座る学校の制服姿の著莪に言われ、僕はチラリと今一度真希乃、そして淡雪を見やる。僕らが喫茶店に入ったそもそもの理由が、この二人が電車に酔ってしまったためなのだ。

　二人は大丈夫だというように頷うなずいてくれる。真希乃は元々乗り物に弱いらしい。淡雪は車中で丸富高校の資料を読んでいたせいで……と言っていたが後者は嘘うそだと僕は思う。多分淡雪は真希乃が変に無理をしないように自分も酔ったと僕らに言ったのだろう。気の強そうな目をしているが、瞳は意外なほど純じゆん朴ぼくな色合いを見せる彼女。根が素直な子なので嘘が下へ手たなのだ。

「そっか。それじゃ行こうか。文化祭はもう始まってるんだっけ？」

　僕が言うと、この中で唯ゆい一いつ丸富高校の生徒である著莪に視線が集まる。彼女は携帯を取り出し、視線をそこに落とした。

「つっても今日は一般公開日だから、特に開会式とかもないけどね。学校見学は一〇時半からだっけ？　少し早く着いちゃうけど、ま、大丈夫か。うん、よし、行こう」

　著莪の言葉を合図にして淡雪たちが鞄かばんを手にし、先輩が領収書を手に取る。僕もまだ注文してから一口も飲んでいないカプチーノを口に運ぶ。ホットだったはずだが指を這はわせたカップは冷たかった。缶コーヒーならともかく、折角の喫茶店での一杯……ややもったいない気持ちと共にそのカップを呷あおる……が、口に入ってくるであろうぬるくなった液体など一滴もない。

「……え？」

　――何だ。今、この何の変哲もない喫茶店で僕の身に一体何が起きているというのだ？　思考が錯さく綜そうする。確かに僕はまだ注文してから一口も飲んではいなかったはず、カプチーノを持ってきてもらったのとほぼ同時に親父から電話があった……ということは僕は親父の話に没頭するあまり、カプチーノ一杯（約一八〇ミリリットル）が揮き発はつしてしまうぐらいの時間、外にいたというのか？　いや、そんな馬鹿なことがあってたまるか。表面の泡及びコーヒー豆・牛乳の脂分によってできる表面の皮ひ膜まくによる揮発抑制効果を無視したとしても何十時間かかるというのだ。そんな時間僕は親父の夢話を聞かされていただなんて非現実的過ぎる。もっとより現実的かつ堅実的な現象が起こったに違いない。となればあと考えられるのは……一つしかない！

　――僕は、今、スタンド攻撃を受けている!!

※詳しくは『ジョジョの奇妙な冒険』（ジャンプ・コミックス）をご覧ください。

　僕は音を立ててカップをソーサーに置くと、全身に緊張を漲みなぎらせ、みんなを見渡す。

「みんな、気をつけろ、今僕たちはスタ……ん？」

　全員が僕を注視していた。淡雪と真希乃は苦笑するような顔で、白粉と先輩はどこか申し訳なさそうな顔で、そして著莪はニヤリと笑っていた。そして、その彼女の上うわ唇くちびるの端には白い泡があるのを僕は見つけた。

「ん？　なに、佐藤？　アタシの顔、じっと見ちゃって？」

　わざとらしい著莪の言葉に僕は状況を正しく理解する。

　苛いら立だちと共に僕は彼女の唇、その泡の部分を指で突っつく。連続でくにゅくにゅと。

　わー、やめろよー、と著莪はまたわざとらしく笑顔で言った。




　優越感というのは劣等感を持つ者がいて初めて生まれる感覚である。実際こうした多くの感覚は比較対象を必要とし、それとの相対的な見方により生まれるものではないだろうか。

　突き詰めていけば不幸な人がいなければ幸せな人もまたいないのではないか、この世は常にゼロサムゲームによって成り立っているのではないか、といういささか暗いイメージが自然と頭に思い浮かぶのは間違いないだろう。だからこそ人は負け犬を捜そうとする。自分より劣おとっている者、失敗した者、問題を抱えている者……不幸な人たち。そういう人たちを見つけては嘲ちよう笑しようし、人々は貪どん欲よくにわずかばかりの優越感を得ようとするのだ。昼時のワイドショーなど、まさにその権ごん化げである。

　そんな世の中に絶望し、ただ無気力に生きる少年の前に少し天然の入った美少女が唐突に現れ、不幸の存在なくして得られる幸せの存在を教える……そう、愛という名の幸せだ。愛とは誰もが、そして誰をも幸せにできる魔法の力なのだとか、そんなことは限りなくどうでもよくって、正直そんな潔けつ癖ぺき過ぎるような綺麗事など今の僕には必要ない。

　そう、僕は今、とてつもない劣等感を有するある人物を前にし、得も言われぬ最高の優越感を味わっていた。たとえ世界中からこんな僕を非難する声が上がろうとも、それはそよ風のようなもの。――むしろ心地良いわ！

「ぅぬぅ!!　おのれ、おのれぇ……!!」

「お勤つとめ、ご苦労様です！」

　僕はわざとらしく彼、丸富高校の校門の前に立つ、憤ふん怒ぬの表情を浮かべるハゲでマッチョな警備員のオッちゃんに敬礼してみせる。もちろん笑顔で、だ。

　オッちゃんは『万引き、痴ち漢かん、飲酒等の行為を見かけ次第、悪・即・斬のもとに切り捨てる。警備局』と冗談なのかマジなのか、判断に困る言葉が書かれたプラカードを手にしているのだが、その長い棒の部分を今にもメキメキと折ってしまいそうなほど堅く握りしめ、顔を歪ゆがませていた。今の彼なら本当に何かしらの秘技を放って人を斬り殺しかねない気迫を見せているのだが、その様は校門に取り付けられるようにして作られた、第四二回丸富高校文化祭と書かれた手作り感溢あふれる華やかなアーチのデザインと相まって、やたらにシュールで、尚なお更さらに僕を笑顔にさせた。

　怒りのせいか、オッちゃんの全身から湯気が上がり、蜃しん気き楼ろうのように彼の周りの光景を歪ませているが、僕は何の恐怖も感じない。それは一般の来場者の方々が彼の威圧感に圧倒されてアーチをくぐれずに困惑していたり、小さな子どもが泣きだしたりするレベルだったが、僕にはオッちゃんから放たれる怒気など、優越感を高めるための増強剤でしかない。

　まぁ、彼の気持ちはわからないでもない。何せ、以前は怨おん敵てきとさえ呼ばれていたこの僕が合法的に、かつ、堂々と丸富高校の敷地に足を踏み入れようとしているのだ。しかも……。

「何というリア充じゆう（現実リアルが充実してる奴）……!!　コイツに限ってそないなことが……!!」

　かわいい女の子五人を引き連れてとなれば、オッちゃんの怒りのボルテージは天てん井じよう知らずに上がるのは自明の理といえよう。

「おい佐藤、何だか警備の人がおまえを睨にらんでいるように思うんだが、知り合いか？」

「まっさかぁ。ささ、先輩、そんなことより中に入っちゃいましょう」

　僕が彼女らを先導するようにしてアーチを抜ける。背中から凄すさまじい視線を感じつつ、僕はどんどん進んでいく。さすがのオッちゃんといえどもこの文化祭一般公開日とあっては僕の進入を防ぐ手だてなどないのだ。

　……まぁ、万が一何かあったら、すでに臨戦態勢に入っている白粉をけしかける気でいたのだけれど、その必要はなかったようだ。

　最後尾にして、いまだ後方――オッちゃんの方を睨むようにして見ている白粉を僕は見やった。いつものようにヘアピンで分けた前髪に、後ろ髪を白いリボンで簡単にまとめた髪型、そしてどの私服にするかで迷ったあげく、これまたいつものように烏からす田だ高校の制服を着てきた彼女。その目元には先ほどまではケースの中で眠っていた眼鏡めがねがしっかりと装着されていた。

　僕は歩みを遅らせ、白粉の横に並ぶ。彼女はどこぞのマッドサイエンティストのような、低く、冷静な、しかし素早い口調で何かを呟き続ける。

「……あの筋肉の感じ、ステロイドを使用して……ただ雰ふん囲い気きからするにステロイドは最後の仕上げとして使った感じ、か。……ふむ、悪くない。当然筋肉は日々のトレーニングにより形勢される天然物こそが至上、しかし、素材の味を活いかした料理ばかり食べていると、時に化学調味料で味付けされた不健康そうな料理に心引かれてしまうのもまた真理……次は薬物汚染問題と合わせて社会に警けい鐘しようを鳴らす感じに……ふむ」

　……うん、何て言うか、こっちもいつも通りだ。ただ今日はちょっと頼もしく思える。

　校門を抜け、校庭を歩いていると校舎の前に屋台が数軒、そしてその近くには学生たちが群がっている屋外特設ステージが見える。バンド演奏の予定でもあるのか、立派なスピーカーを複数台備え、照明装置も立派だ。それに輪をかけるのがステージ後方に壁のようにして設置されている、四つからなる大型の薄型モニターだ。そっちの業界に詳しくない僕から見てもかなりの金がかかっており、かつ、ヘタなライブ会場より設備が良いことが窺うかがえた。真希乃たちのような学校見学の中学生や父母に設備の充実さをアピールする狙ねらいでもあるのかもしれない。

　今そのステージ上では司会と思おぼしき男子生徒がマイクを使って何か喋しやべっていた。その内容を聞いているとどうやら一発芸の大会のようなことをやっているらしい。

　まだ午前中だが、そこの周りだけはもうお祭りの熱狂に包まれていた。

　懐かしいなぁ、あぁいうの。僕も中学の文化祭の時、加か戸ど君、石いし岡おか君、小こ口ぐち君の四人グループを作って参加したっけ。あれは体育館に設置された屋内ステージで行われ、生徒全員が強制見学させられるイベントだった。今、僕らの目の前で行われている一発芸の披露大会同様、特にこれといった規定もなく、舞台の上で何かやりたい人が事前に登録すると五〜一五分程度の時間を貰もらえる、というだけのフリーダムな内容だ。

　高校生ならまだしも、ほんの少し前までは小学生だった田舎いなかの中学生のイベントとなればどういった内容になるか……ご想像がつくかと思う。――そう、カオスである。

　思い出深いのは僕が中二の時の文化祭だ。内輪ネタしか用意してこないために友人たちにしか笑いが取れない漫才コンビなんて序の口、何かの影響を受けたらしい即席結成されたバンドがグダグダな演奏でアニソンを熱唱すれば女生徒を中心にドン引きされたり、それまでクラスで目立たない、暗い、地味な男子生徒が生徒相談室を受け持っている熱血系体育教師にそそのかされて舞台上で無理やりオモシロ人間をアピールをするも、これがまた地じ獄ごくのようにスベる有様は、もはや二〇一二年を待つことなく世界の滅亡が始まったことを見る者に予感させた。

　そんな中にあって僕たちの出し物は比較的真っ当な部類に入っていただろう。実際、その年の出し物で一番面白かったグループとして表彰されたりもしたし、ある種母校の文化祭の歴史に名を残したといっても過言ではないネタであった。

　その内容とは、とりあず舞台上に手当たり次第にいろんなモノ（机、椅子、本棚、服……等々）を並べ、そこに二人が立ち、残りの二人は体育館の舞台裏に設置されている放送室からマイクを使ってアドリブで喋るというものだ。そう、放送室の二人は舞台上の二人にアフレコし、舞台上の二人は強制的にその音声に合わせて動く、という大変サディスティックかつマゾヒズム溢れる企画だった。『打ち合わせなど不要、必要なのは勇気だけ』をモットーに、僕らは若いが故に持ち得た恐怖への無知だけを武器にして、完全ノープランで本番に挑んだのだ。

　僕がご両親共々ちょっとアレな宗教にハマっている加戸君を、石いし岡おか君がいまだにご両親が本物なのか義理なのかよくわからない小口君を操作した。

　基本的には小口君（をアフレコする石岡君）がボケて、加戸君（をアフレコする僕）がツッコむまたはフォローするという、普段の僕らの関係が素直に表に出た格好となった。

　最初、舞台上の二人のぎこちない動きに困惑していた見学の生徒たちも、次第にこの企画の意図を理解してくれたらしく、徐々に笑いのボルテージは上がっていく。当然ボケ担当が残念な石岡君である以上、時折派手にスベることもあったが、そこは長い付き合いの僕が即座に「ふぃ〜、下半身が暑いなぁ」などと言って加戸君を脱がし、フォローした。とりあえず裸になって場を持たせようとする試こころみは出たての芸人よろしくといったところであり、あまり上出来の策とは言えないものの、まるで僕の行動を読んでいたかのように加戸君が薄ら汚れたブリーフを穿はいてきてくれるという奇跡のファインプレーによって助けられた。また客に裸ネタが飽きられる前に終了できる一五分という狭い時間枠もプラスに働いたといっていいだろう。

　石岡君のスベりさえも笑いへと変えた僕たちには、もはや何も怖いものはなかった。全校生徒はもちろん、教師陣さえ抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とう。会場は一体感に包まれ、笑いのビッグウェーブが何度となく打ち寄せる。みんな最高の気分だった。最初は脱ぐのに明らかな抵抗を示していた加戸君に至っては石岡君（小口君）がスベったとほぼ同時に自ら脱ぎ始める始末で、むしろバックの僕が慌あわてるぐらいだった。

　全てがうまくいっていた。みんなが笑っていた。最高の気分だった。……だからこそ、僕はあの時気がつかなかったのだろう。思い出してみれば大爆笑の渦うずである会場の中にあって、唯一笑っていない男がいた……そう、石岡勇ゆう気きである。

　持ち時間ラスト一分となった時、事態が急変した。石岡君が小口君を使って場を一いつ旦たん鎮しずめ、彼をステージの中央に立たせると、クラスメイトの赤あか井いちゃんの名前を叫んだのだ。

『赤井さん、あなたのことが好きです！　ぼくと付き合ってください！』　

　小口君もまたその鬼き気き迫る声に合わせるようにして、ロミオとジュリエットの演劇のように左膝ひざをついて右手を伸ばし、求愛してみせる。石岡君の声、そして舞台で大騒ぎしていたせいで汗だくになりながらも真剣な表情を浮かべる小口君に誰もがマジ告白だということを即座に理解し、場が水を打ったように静かになった。

　――え？　と、声を漏もらしたのはいきなり告白された赤井ちゃんである。彼女は困惑顔のまま席から立ち上がると、照明係が気を利きかせてそこにスポットを当てる。

　……そして、重い沈黙が会場を包み込んだ。

　多分、一昔前に流は行やった青春バラエティみたいなテレビ番組か何かの影響を受けたか、文化祭という非日常の中でサプライズな告白をすることでイベント特有のノリを利用しようと狙ったのかもしれないが、何にせよ、この告白には一つ大きな問題があった。

　そう、このサプライズ告白と今回の企画内容との相性は最悪なのだ。赤井ちゃんは今にも泣きそうなほど困惑していたが、当然だ、告白しているのが石岡君か小口君なのかが彼女にはわからないのだ。おまけに気を利かせたつもりなのか、真剣な表情を浮かべて求愛のポーズを取る小口君の後方では、加戸君が誇らしげにブリーフ一丁で仁に王おう立だちしているという最高にハイな有様だ。僕が女だったら絶対こんな環境で告白なんかされたくないのだけれど、赤井ちゃんは意外とそうじゃなかった。彼女は言った。

　――石岡とだったら死んでも嫌だけれど小口君とならいいよ、と。

　その次の瞬間……小口君は真剣な顔のまま立ち上がり、大声で、よろしくお願いします！　と叫んだ。

　会場から割れんばかりの歓声が上がり、拍手が乱れ打たれた。会場の全員がスタンディングオベーション。赤井ちゃんがステージに上り、小口君の頬ほおにフレンチなキスを一つ。その後ろでは加戸君がブリーフ一丁のまま誇らしげな顔で仁王立ちという最高にハイな有様だ。

　そこで持ち時間終了を告げるベルが鳴り、タイマー設定の幕が自動で下りていく。そこで僕が慌ててナレーションを入れた。

『これで僕たちの出し物は終わりです。しかし、小口君と赤井ちゃんの物語は今始まったばかりなのです。皆さん、ご観かん覧らん、ありがとうございました!!』

　全てが絶妙なタイミング、幕が下りても拍手は鳴りやむどころかむしろ大きくなった。

　当初はただの無む謀ぼうな出し物だった。それが加戸君のブリーフによって大きな笑いを生み、最後には『それまで石岡君に操作されるだけの哀あわれな小口君マリオネツトが愛という名の自意識を持って、自みずからの足で歩きだし、最愛の人と結ばれる』という壮大かつ感動のストーリーまで描かれるという奇跡を起こしたのだ。僕は言葉に出来ないぐらいの最高の満足感に酔いしれ、もうほとんど放心状態だった。僕の隣にいた石岡君なんて放心どころか魂たましいまで抜けきった状態で涙と鼻水を垂たれ流している状態だった。それはどこかセガが正式に初めて他社ハード向けに発売したゲーム、ＧＢＡ版『チューチューロケット』をプレイしている時の親父の顔に似ているように思えたのは、きっと気のせいだろう。

　何にせよ、この出し物の功労者は間違いなく石岡君だ。本当に完全ノープランでやっているため、小口君一人の意志では告白なんて出来やしないのだ。石岡君はきっと小口君の赤井ちゃんへの気持ちを敏感に感じ取り、告白を代弁してあげたのだろう。それを一発本番でやり遂とげ、かつ、大成功を収めたという事実は、類たぐい希まれなるセンスを生まれ持った天才の計算なくしては為なしえない神の御み業わざと言っても過言ではない。

　凄い、何て凄いんだ石岡君。小口君はよく「やっべー、広ひろ部べさんマジでかわいいなぁ。結婚したい」とか言っていたが、アレがただの冗談だということを石岡君は見抜いていたのだ。そして石岡君はよく「この前さ、赤井ちゃんと帰り道一緒になってちょっと喋しやべったんだよね。……そしたら、ちょっと好きになっちゃったかも」とか口にしていたが、きっとあれは小口君の恋心を刺激するためだったに違いない。彼のことだ、僕が最後にナレーションを入れることはもちろんわかっていたのだろうし、加戸君がブリーフ一丁で誇らしげに仁王立ちしているのにも常人には理解できない奥深い意味があったのだろう。

　本当に石岡君は凄い！　そりゃそれだけ神経使えば翌日から三日間寝込んだりもするよね！

「おーい佐藤？　なぁ、おいってば」

　コツン、と僕の頭を軽く拳こぶしが叩たたく。……著莪だ。

「ステージ見たまま何ボーッとしてるんだよ。アタシ、えりかたちを案内してくるからさ、何かこの辺でテキトーに遊んでてよ。それじゃ……ん？　あれは、あせびかな？」

　著莪の視線の先にあるのは、ステージ横に建てられたミキシングコンソールミ　　キ　　サ　　ーなどを設置したテントの中、文化祭実行委員長の腕章を付けた女生徒と喋っている井いノの上うえあせびだ。

　著莪が彼女におーいと手を振れば、それに気づいてあせびちゃんもこちらに手を振ってくれる。そして腕章をつけた女生徒に一言二言告げると僕らのもとに走ってきてくれた。

　彼女は相変わらずの猫耳帽子にマフラー、生地が厚めのニーソという完全季節感無視の格好だ。彼女が纏まとう邪じや気きのない明るさ、そして前髪が軽くかかる大きな目を笑みで細めていると、その小柄さと相まって真希乃たちよりもずっと幼く思えた。

　彼女が走り寄ってくると、いぇーい、という感じで軽くハイタッチ。まぁ、僕からすると低いんだけど。

「洋くん、昨日ぶり〜」

　あせびちゃんとは昨日、一日中一緒にいた。著莪も所属するファミ部の面々と共にゲーム機、ソフト、マルチタップを担かついで病院等を回るという活動にお邪じや魔ましていたのだ。長い入院等で退屈している方々にゲームの楽しさを、そして一人でゲームばかりしている方々に対戦の熱さを伝えようというファミ部恒例の文化祭企画だそうだが、実際にはただ遊びに行ったような……いや、違うな。ベテランゲーマーの方々に勝負を挑みに行った、という方が正しいだろう。

　いやね、何か、みんな滅茶苦茶強いのね。特にあせびちゃんのご両親が営んでいる総合病院は暗黒武術会の会場かと思うぐらいに洒落しやれにならなかった。正直言って多少腕には自信のある僕や著莪でさえ、コテンパンという言葉がピッタリな具合だ。優位に立てたのはバーチャファイターをはじめとしたセガ系のゲームぐらいである。

　特に印象的だったのは原作物――アニメや漫画を原作としたゲーム――はクソゲーばかりという既き成せい概がい念ねんを打ち破る対戦格闘ゲームの傑作、ＤＣドリームキヤスト版『ジョジョの奇妙な冒険　未来への遺産』だ。あれは僕とてかなりやり込んでおり、自信があった。……だが、ヨボヨボの爺じいさんと激戦となり……もう、ね。ＤＩＯ様の『血の召しよう喚かん』を組み込んだコンボとかガチ対戦で初めて喰くらったわ。そりゃギャラリーから技が決まった瞬間、一斉に『ＷＲＹＹＹＹＹＹＹＹ!!』って声が上がるっての。

　話によると何でもあせびちゃんが自分のバイト代で、レトロゲームを中心としたソフトやハードを買い、病院に寄付しているんだとか。それで囲い碁ごや将しよう棋ぎと同じような感覚で貸し出しが行われており、入院期間が長い患者さんほどどんどん腕が上がっていくそうな……。

「あせび、テあンそトこで何してたの？　役員か何かやってたっけ？」

　著莪の問いにあせびちゃんは「それはねー、えへへー」と笑顔でもったいつける。

　うん、一々かわいい。僕にお守りがあれば彼女の頭を撫なで回しているところだ。僕の勇気と根性では先ほどの一瞬の接触――ハイタッチが限界である。

「このステージでね、あと一時間ぐらいしたらわかるよ〜。だから今はまだ秘密なの〜。来てくれると嬉うれしいなぁ。……あれぇ、こっちの人たちは？　こんにちは〜」

　あせびちゃんが真希乃と淡雪の方へ向かってペコリと頭を下げた。

　わぁ〜、この子かわいい〜、と長身の真希乃が少し腰を曲げるようにしてあせびちゃんの頭を撫でる。この子って……いや、まぁ、あせびちゃんも嬉しそうに「えへへ〜」と満足げに笑っているので別にいいのかもしれないけど。

「バ、バカ、真希乃、多分その子先輩！」

　淡雪がはっとして真希乃の腕を掴つかむが、ナチュラルに淡雪も〝その子〟と言っている時点で……うん。本人もすぐにそれに気がついたようで、年上だと言われて驚く真希乃共々慌てふためく。そんな彼女らの様子を見て、僕らは笑った。
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「こいつら何かこのまま放っておくとずっと漫才やってそうだから、あせびに紹介しながら連れてくよ。それじゃ、テキトーにやってて」

　著莪は苦笑いしながら言うと、彼女ら三人を引き連れて説明会会場のある大学の校舎の方へと向かっていった。

　特に先輩も白粉も屋外ステージの方には興味を引かれている様子もなかったので、僕は彼女らを連れて校舎の中に入る。一応校舎前に屋台が数軒あるものの、やはり高校の文化祭、メインは校内だ。ちなみに大学の方の文化祭は来月らしく、その際には大学・高校双方の敷地を広く使って屋台街のようなものになるんだとか。

　僕が先導して中央玄関に入る。何度も訪れた丸富高校だ、迷うことはない。何より初めて訪れた時はここで命をも懸かけたパンツ一丁の逃走劇まで演じており、ぶっちゃけ校舎の隅々まで知っているといっても過言ではなかった。

　玄関では来客者の案内をしている男子生徒が数人おり、彼らから文化祭パンフレットを渡され、上うわ履ばき代わりのスリッパが用意された。

　スニーカーからそれに履き替えていると何やら周りから視線を感じる。一瞬、かつてこの学内において実力行使部隊として投入されたサバゲー部のことが頭を過よぎった。

　他の生徒ならあの時の僕の顔などほとんど覚えてはいない、というか、超高速で走り回る僕の顔などろくに見えてはいないはずだが、あの連中だけはもしかしたらしっかり頭に焼き付けている可能性がある。僕は祖父直伝のブービートラップを駆く使しして対抗したが、それらを力ずくで退しりぞけてこちらを追いつめんとした強つわ者ものたちだ。油断はできない。

　僕はスリッパに履はき替えると同時に全身に緊張を漲みなぎらせ、万が一に備える。……が、そこで向けられている視線は微妙に僕からズレていることに気がついた。視線の主は玄関周りにいた接客担当の丸富の男子生徒及び近くにいた生徒たち。彼らが視線を向けているのは僕ではなく、その後方にいる先輩と白粉だ。

　先輩は当然として、白粉も黙っていればかわいらしいし、他校の制服を着ているせいで変に意識されているのだろう……いや、違うかな。

「佐藤、ちょっと肩を貸せ」

　先輩は両方のブーツの紐ひもを解ほどくと、中腰のまま左手で僕の肩を掴んでくる。

　そうして、ブーツを右手で掴むとグイグイという感じで堅けん牢ろうなる装具から、ニーソに包まれしその眩まぶしいばかりの御お御み足を抜き取った。

　……うむ、相変わらずのエロさだ、見事なまでのエロさだ。何がエロいのかがイマイチわからないものの、無性に、かつ多大にそう感じる。また今回はホットパンツにニーソという組み合わせにおいて発生する、ミニスカとニーソの境さかいから成る絶対領域なるものとは似て非なるエロティック・ゾーンの影響も大きいだろう。より純粋にその優ゆう艶えんなる双そう脚きやくの奥ゆかしさを堪たん能のうできるというものだ。ニーソと素肌の境目のプニっとした部分とかもうどうしていいかわからなくなる。

　丸富の男子生徒もまた僕同様の感想を抱いているのは、彼らの真剣かつ驚きよう愕がくする顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。彼らにとってこの合法的かつ上位階級ハイ・クラスのエロさは未体験の領域ゾーンなのだろう。

　僕はそんな彼女と一緒に来ていることに優越感を覚えると共に、少しだけ嫉しつ妬とというか、何かを惜おしむような気持ちが胸にあることに気がついた。

　……いやいや、別に僕は先輩の彼氏というわけじゃないんだ。そういう感覚を抱くのは自じ意い識しき過か剰じよう、間違いというもの……うん。

　僕はそう自分に言いきかせつつも、少しだけ、人目から先輩が隠れるように微妙に立ち位置をずらしてしまう。……そんなことをしてしまう自分の矮わい小しようさが、少しだけ、情けなかった。

「これでよしっと。……ん？　どうした佐藤、変な顔して」

　両の足をスリッパに履はき替えた先輩が、間近で、少しだけ僕を見上げるようにして言う。普段なら靴底の厚いブーツのせいでほとんど変わらない目線の高さが、今でははっきりとわかるぐらいの差があった。

　普段とは違うそんな彼女の姿に、そして彼女に僕の心の内を見られたような気がして、顔が赤くなったのが自分でわかる。このままギュッと抱きしめたくなる衝しよう動どうを抑え、いえ、とだけ漏らして、僕は先輩から顔を逸そらす。……他校まで来て僕は何をやっているんだ。

　中央玄関からすぐのところは少し開けた作りになっていて、大きな窓や長椅子、丸富の学校パンフレットやチラシ等が入っている棚や太だ宰ざい治おさむをはじめとした名作本が詰まった本棚が品良く並んでおり、ちょっとした休憩所といった造りだ。

　先輩は文化祭パンフレットを開きながら長椅子に座ると、周りから注目されて落ち着かないのか、何だかもじもじとしている白粉が彼女の右隣に座り、僕はその反対に座った。すると先輩がさも当然のようにして足を組む。その足先で揺れるスリッパの様とか、押しつけ合った太もも同士の具合とかがやたらに素晴らしいのだが、先ほどのこともあり、僕は出来るだけそちらに意識を向けないように彼女が持つパンフレットに集中した。玄関でスリッパ出し兼パンフレットの手渡し係の生徒や、通り過ぎていく人がチラリチラリと白粉や先輩を見ていくのも、僕は出来るだけ気にしないよう努めることにした。

　できるだけ違うこと……そう、それこそ文化祭に頭を向ける。先輩たちとどこを回ろうか、彼女らと何を食べ……あっ。

「そういえば先輩、今日は普通に買い食いしてもいいんですよね？」

「ん？　あぁ、当然だ。別に今日は強化合宿というわけじゃないんだ、あの時と違って我慢することはないぞ。……では、最初はどこにする？」

　あ、あの〜、とそれまで口数の少なかった白粉がおずおずとした様子で小さく手を挙げる。こういう時に彼女が積極的に声を出すのは珍しかった。

「実はちょっと、行きたい所、というか……呼ばれてる所がありまして」

　呼ばれてる？　と、僕と先輩は声を重ねた。失礼ながら交友関係が狭そうな白粉が丸富に知り合いがいることは初耳だったし、意外だった。先輩も同様らしく、興味深そうにしてパンフレットの学内地図一覧を白粉の前に向ける。

「どこの出し物だ？　なに、どうせ時間はあるんだ、そこから行ってみよう」

「あ、そ、そうですか？　それじゃ……そこです」

　そこ？　と、また僕と先輩は声を重ね、白粉が指さした場所を見る。

　白粉の指先は先輩が広げたパンフレットではなかった。休憩所の窓……ではなく、その向こうにある中庭だ。

　意識していなかったせいか、今まで気がつかなかったが、中庭には上品なテーブルクロスがかけられたラウンドテーブルと椅子が並んでおり、喫茶店のオープンテラスのようになっていた。休憩所の端にはガラスの扉があるので、そこから出られるようだ。

　僕は立ち上がり、その扉に手を掛ける。鍵かぎはかかっておらず、簡単に開いた。

　温かくてサラリとした初秋の風が室内に流れ込み、僕の体を撫でていく。その風にはかすかに、紅茶の香りがした。

　風に、そしてその心地よさに僕は目を細めた。かすむ視界。一度瞼まぶたを閉じ、再び開いた時、そこには頭を下げる長身の男性の姿。

「お帰りなさいませ。たった今、お迎えの準備が整ったところでございます。ささ、どうぞ、こちらへ」

　そう言いつつ手を伸ばし、顔を上げたのは初老の男性。その細身な体にオーダーメイドのようにピッタリな執事バトラースーツ。そして、トドめとばかりに丸い片眼鏡モノクルだ。まさに絵に描いたような執事バトラー……なのだが、役職以前にどう頑張ってみても高校生には見えないのだけれど……。

　何より、この男、今までどこにいた？　ガラスの扉だから初めから外の景色が見えていたのに、どこにもこの男の影なんてなかったぞ。僕が風に目を細めた、その一瞬で肉薄し、一礼したというのか。……ここが戦場なら僕は確実に息の根を止められていただろう。

　僕が目前の男に脅きよう威いを感じていた、まさにその時だった。聞き慣れた、しかし、ここでは聞くはずのない声を僕の耳が拾う。

「あら、佐藤さん。ごきげんよう」

　その上品な鈴の音のような声は、執事の手の先の方から聞こえた。

　見やれば、そこにいたのはティーカップを持つ我が烏からす田だ高校生徒会会長の白しら梅うめ梅うめと、丸富大学付属高校生徒会会長と副会長の沢さわ桔ぎ姉妹しまい。しかもそのうち二人は、中世ヨーロッパの貴婦人を思わせるドレス姿だった。

　……果たして、僕はどこからツッコむべきなのだろう。




　丸まる富とみ大学付属高校の文化祭には他の学校にはない特殊な、しかし大きく見ればある意味昔ながらのシステムが存在するらしい。それは『協賛店システム』と呼ばれるもので、学校周辺の商店街を中心とした店々に協賛してもらうことを許可する、というもの。これにより屋台街を作る同大学の文化祭にも引けを取らないクオリティを高等部文化祭で実現すると同時に、地元との親交を深め、かつ、各クラス・各サークルごとに協賛してほしい店との交渉をほぼ独力で行う必要があるために、学生のビジネス意識喚かん起きを促うながせるのだという。この交渉には学生がただ甘えるのではなく、店側に対して協賛することのメリットを必ず提示した上で、相互の利得獲得を目指すとかなんとか……僕にはこの辺で話についていくのが億おつ劫くうになった。とりあえず、大学の経済学部の生徒・教授陣を中心とした指導・サポート組織があることからしても生徒の勉強の一いつ環かんであり、同時にかなり本格的なシステムであるということが窺うかがえた。やはりランクの高い学校というのはこういうところからして違うのだろう。

「それでわたくしたち生徒会が協賛を依頼したのは――」

　ドレスに身を包み、僕のテーブル正面に座る沢さわ桔ぎ梗きようは得意げに言うも、ここで言葉を切る。彼女の視線が僕から、そのやや横に向けられた。

　その時、ふっと、僕に影がかかる。見やれば執事バトラースーツを見事に着こなした沢さわ桔ぎ鏡きようだ。先ほどの初老の執事が着こなしていたスーツはまさに絵に描いたようにビシッとした堅い印象のものだったが、鏡のものはシルバーアクセサリーなどをさりげなくつけ合わせ、ややカジュアルだ。だがそれでも下品さや軽々しい印象がないのは鏡の纏まとう凜りんとした雰ふん囲い気きのせいだろうか。かわいい、というより、カッコイイというイメージである。

　彼女は一礼して僕の前にティーカップを静かに置き、また一礼して去っていく。

「要するに、アレですわ」

　生徒会の出し物は『貴婦人と使用人さんのカフェ』。本来はフランス語だか何だかのややっこしい名を持つ本格執事＆メイドカフェだかの協賛を得、中庭を占領してのオープンカフェをやっているんだとか。本来のお店のサービス同様に、普通にお茶を飲むのも良し、別料金を払ってドレス（女性限定）を着て楽しむも良し、さらには今回だけの特別オプションとして執事とメイドさんの仕事を体験出来るという、誰に需要があるのかイマイチわからないサービスまであるのだという。

「お店にとっても宣伝及び、執事・メイドのバイト人材確保が狙ねらえるため、こうしてわたくしたちに協賛していただけた上、今回は特別料金でお茶をご提供……というわけですわ」

　僕がチラリと歩き去っていった鏡の方を見やると、最初に僕を出迎えてくれた初老の執事と何やら喋しやべっていた。彼はそのカフェの店長なんだとか。

「……大体話はわかったんだけど、ただやっぱり一つわからないのは何で白しら梅うめがいるわけ？」

　僕が言うと、純白のドレスに身を包んだ白梅がファーのついた扇せん子すで口元を隠し、目元だけで笑ってみせる。その一挙一動がやたらに気品に溢あふれていて、普段の彼女とはだいぶ違うような、でも同じような……。

「そのお店というのが、実は偶然にもわたしの母のプロデュースしたものなんですよ。それに沢桔さんたちとは知らない仲でもありませんし、ドレスの着付け等にご協力でもしようかと思いまして。母の服は着脱の難しいものが多いんです」

「しかも今回、白梅さんが特別にご自宅から持参してくださったドレスも多く、我が生徒会の出し物はより完かん璧ぺきなものになったんですのよ。本当、友情というのは素晴らしいですわ」

　ですわよねー、と口にしながら梗は微笑ほほえんで白梅を見、白梅もまた梗を微笑んで、見る。白梅のその目が、どことなく無む邪じや気きな子こ羊ひつじを見る狼おおかみのそれのように見えたのは僕だけだろうか。

「ただ、いくら衣装を持ってきてもお客が来ないのではどうしようもないので、こうして沢桔さんとサクラをしているんですよ。ですから白おし粉ろいさんと槍やり水ずいさんにもしばしご協力を……あら、噂うわさをすれば」

　白梅がまた扇子で口元を隠し、その目を妖よう艶えんに細める。その視線の先では店長に案内されるようにしてやってくる二つの影。

　思わず僕も彼女らを見やり、うおっ、と声が出る。無論悪い意味ではなく、感かん嘆たんして、だ。

　いつもと違う大きなリボンと純白のドレスの白粉と、黒いドレスを纏う槍水先輩だ。

　白粉は少し恥ずかしげな顔をしていて、その様はまるで人形のようにかわいらしい。先輩は……うん、何だろう。彼女のドレスは白梅たちが着ている本格的なものより、やや飾り付けが多く、少しゴスロリ寄りの印象だ。それはそれで先輩によく似合っており、さらに彼女が両の手を握り拳こぶしにし、顔をこれ以上ないほど真っ赤にしてて、俯うつむき加減で……何て言うか、驚くほど、かわいらしかった。

　辺りを見渡せば、まぁ先輩が赤くなる理由もわかる。この校舎はコの字型をしており、その中庭ともなれば全ての校舎の窓から見下ろすことができるのだ。そう、まだオープンしたばかりのはずだが、すでに各階の中庭側の窓ならどこを見ても人影が見て取れ、デジカメや携帯カメラを向けている人たちも少なくない。こんな注目の中、非日常的なドレスを着て、平然とお茶を飲んでいる白梅と梗の方がおかしいのだ。

　白梅の隣に白粉が、そして僕の隣に先輩が座る。ちょうど丸テーブルを挟んで三対二で座るような形だった。

　鏡が引いた椅子に座る際、先輩はさりげなく僕に体を寄せた。一瞬、え？　と思ったものの……どうやら単に僕を盾たてとして少しでも人目を避けたいらしい。彼女は用意されたお茶にも手を付けず、顔を真っ赤にしたまま俯き続ける。

　そんな彼女を、校舎窓から見下ろすギャラリー同様、僕は思わず見つめてしまう。恥ずかしさから瞼まぶたをギュッと閉じているさまなど、普段の先輩からは想像がつかない。貴重な姿だ。

「槍水さん、お綺き麗れいですわよ。さぁ、顔を上げてくださいまし」

「えぇ、沢桔さんの言う通りですよ。……そうですね、髪をもう少し柔らかい印象にすればさらに……そうだ、鏡さん。わたしが持参してきた、あの――」

　白梅が鏡を呼ぶも、それを遮さえぎるようにテーブルをドンっと叩たたいて先輩が顔を上げた。

「おい、白梅！　ほ、本当に客が来るまでだぞ！　来始めたらすぐにやめるからな！　絶対に約束は――」

「安心してください、約束は必ず守ります。同好会とはいえ、他校との交流、そして協力……それは評価に値あたいします。きちんと部費増額を検討させていただきます。ですから、槍水先輩も一度『やる』と言った以上、しっかりと約束を守ってくださいね」

　協力したら部費増額という言葉に釣つられた先輩は、テーブルの上で両の手を握りしめる。多分、先輩の中ではお茶を淹いれたりする裏方か何かだと思っていたのだろう。まさか衆しゆう人じん環かん視しの中でドレスを着てお茶を飲むサクラが仕事だとは夢にも思わなかったはずだ。

　……しかも、多分感づいたのは僕だけだと思うのだけれど、白梅は部費増額という言葉を用いていたが、決して『する』とは言っていない。あくまでサークルを『評価』し、増額を『検討』すると言うに止とどめている。いつもより優ゆう雅がなご様子の白梅様ではあるが、締しめるべきところはきちんと締めていらっしゃった。

　先輩は純粋に増額されるものだと信じているようだが……うん、まぁ、黙っていることにしよう。言ったらすぐに着替えちゃうような気がするし。

　僕も……もうしばらく今の彼女の姿を見ていたかった。

　先輩はできる限り周りの目を意識しないようにか、校舎の反対側の方に顔を向ける。そちら側には芝しば生ふがしばらく続いた先にグラウンドがある。何か作業している人々は見て取れるが、距離があるのでさすがにこちらを注視している人たちはいないようだ。

　しばらく白粉と槍水先輩の姿について話をしていると店長がやってきて、お写真の準備が出来ました、と告げる。そして現れたのは大層なカメラを持ち、『写真部』の腕章をつけた黒スーツの若い男たちだ。

　これに慌あわてたのはやっぱり先輩だ。やめろ、よせ、そんな話は聞いてない、と抗議するも、着々と撮影の準備が整っていくとさすがに黙ってしまう。諦あきらめたらしい。

「これも当店の特別サービスですわ。写真部とのコラボにより、一般の方には一〇〇〇円以上の注文でお好きなスタッフと、衣装を着た方には無料で、それぞれの思い出を形に。今回はせっかくですから全員にしましょう。鏡きようも一緒に。もちろん佐さ藤とうさんも――」

　梗きように一緒の撮影を勧すすめられるも、これは固こ辞じした。さすがにこれだけ気合いの入った衣装の彼女らと並んで私服の僕が写るのはちょっと違う気がしたのと……休憩所から身を隠しつつ、僕を見つめて手招きしている著しや莪がを見つけたせいだ。

　休憩所に戻ると、窓際には人ひと集だかりが出来ていた。男女混合で十数人。耳を澄まさなくとも「すげぇ」とか「マジでかわいい」とかいう声が聞こえてくる。

　……少し、誇らしく感じるのは、何な故ぜだろう？

　休憩所と中庭を結ぶ扉の前では生徒会の人間がレンタル衣装を注文する客を更衣室へと案内しており、いまだ中庭には先輩たちしかいないが、客は結構入ってきているようだった。

　鑑かん賞しようする人たち、客として衣装を注文する人たち、噂うわさを聞きつけて窓へ駆け寄ってくる人たち……そんな人たちでざわめく休憩所の中で、著莪は静かに窓まど枠わくから顔を半分だけ出して先輩たちの様子を窺うかがっていた。

「よっ、結構遅かったね」

「そりゃずっとここから隠れて見てたからね、佐藤、おまえ早く気づけっての。……しっかし、アレは……白梅様までいるのは予想外だ。今朝、生徒会が衣装を運び込んでいるのを見かけた時、デザインに見覚えのあるドレスがあったから嫌な予感はしたんだよなぁ」

　……そういえば、コイツも以前、白梅の家に拉ら致ちられて、何かされた後にドレスを着させられていたっけ。

　僕もまた著莪と並んで、何枚も写真を撮とる先輩たちを無言のまま眺める。アングルを変えたり、ポーズを変えたり、とまるで何かの撮影会のようだ。

　時折、助けを求めるように先輩が僕の顔を見てくるので、その都つ度ど僕は苦笑する。普段はおどおどしている白粉でさえ、隣に白梅がいるせいか、多少恥ずかしがっている様子はあるものの落ち着いているというのに……あの二人、今日ばかりは立ち位置が逆である。

　一ひと頻しきり撮影が終わった頃、ドレスや執しつ事じ、メイドの衣装に着替えた一般客の姿がチラホラ現れ始めた。使用人の方は鏡や店長が仕事内容や挙動の指導をする様子が見て取れる。

　最初、金を払ってまで働くサービスなんてどこに需要があるのか、と思ったが、一生懸命に、しかし楽しそうにしている彼らを見ているとその答えが見えたような気がする。これはある種のＲＰＧロール・プレイング・ゲームなのだろう。ロールプレイ、つまり何かしらの役を演じることを楽しむのだ。

　ある意味、実家暮らしの時はほぼ毎日見ていた光景なので、僕には馴な染じみ深いものがある。……母である。友人たちからは僕の母はただのネトゲ廃はい人じんだと思われがちだが、実は違う。いや、そうでもあるのだが、より正確にいえば母はネトゲを活用したＲＰＧ中毒なのだ。ややっこしい話だが、母は『ハンドルネーム：ネネというキャラをなりきりプレイするネトゲ廃人の一四歳の女子中学生』をロールプレイしているのだ。そのため、中学校でのテストの時期などになるとゲーム時間を著いちじるしく減少させるし、授業がある平日の昼間はプレイをストップするという徹底具合である。以前、夜中にトイレに行こうとしたら、そろそろ四十になろうという母の部屋から『今日、中学校で先生が〜……あっ、ち、違います、魔ま導どう学校で師匠マスターが！』というキャピキャピした声を聞いた時は周到かつ卓たく抜ばつなる母の演技力に総毛立つ恐怖を覚えたし、僕との日常会話の中で「だからネネはね」とかいう言葉がナチュラルに母の口から漏もれた時は本気で家を出ようと考えたほどだ。

　それの簡易版が今、目の前で行われていた。いや、実際にはもっと簡単に執事、メイド、お嬢様のコスプレを楽しんでいる感じなのかも。……どちらにせよ、母もこれぐらいで止めてくれていれば息子として楽なのだが……。

「はっ！　マズイ、感づかれた!?」

　著しや莪がはサッと窓枠の下へ身を隠すものの、時すでに遅し。白梅が僕らの方を見つめつつ鏡の名を呼び、何か呟つぶやく。鏡が落ち着いた足取りで休憩室にやってきた。

「著莪さん、お嬢様からあなたも――」

「いや……遠慮する。マジで、全力で」

　恐る恐るという様子で著莪が顔を出し、窓の外を見やると白梅が微笑んでゆっくりとこちらに手を振っていた。何だか怖くなるぐらい優しそうな笑みだ。

「あ、そうだ！　佐藤、あせびとの約束があったじゃん！　アレに行かなきゃね！」

　えっと？　と、僕が首を捻ひねると即座にローキックが飛んでくる。

「ほら、ステージの、一時間ぐらいしたらって言ってたヤツだよ！」

　あぁ、でもまだ早くない？　そう言おうと僕が思ったと同時に再び著莪からローキック。

「ちょっ、まだ僕まだ何も――」

「うっさい！　今何となく言わんとしたことが伝わったわ！」

　そんな僕らのやりとりを鏡はいつもの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きのまましばらく黙って眺めた後に、

「では、お誘いは嬉しいものの外せない用事があってお嬢様のところにはお伺うかがいすることができない、ということでよろしいですね？　伝えておきます」

　と、著莪の言い分を丁てい寧ねいにかみ砕き、かつ、勝手にまとめてくれる。……多分、彼女は姉との日常でこういうことには慣れているのだろう。よくできた妹さんだ。

　鏡が戻っていくのを見送ると、著莪がホッと一息。

「よし、今のうちに離れるぞ。急げ、佐藤」

「そこまで毛嫌いすることもないだろう。それにホラ、以前のあの姿だってよく似合って、というかむしろ本場っぽかったというか――」

　またローキックが飛んでくる。彼女らしくなく少しばかり頬ほおに朱しゆが差し込んだところを見ると、あの時は本気で堪こたえたのだろう。まぁ夜とはいえあの姿で町を歩いたんだものなぁ。

「いいから行くぞ、佐藤。ここは危険過ぎる、アタシ的に」

　白梅たちに背を向けて去っていこうとする著莪に、僕もまた仕方なくついていこうとした……時だった。先輩が僕らに向かって、声を上げる。

「お、おい、待て、佐藤！　おまえが行ったら部費が、ここまでやって――」

　白梅の目が細まり、僕たちから先輩の方へと向けられる。

「別に佐藤君はいなくてもいいですよ。……むしろいない方が……えぇ。ご安心を」

　そんな、と絶句し、哀あい願がんするような目で先輩が僕を見てくる。その様子からするに彼女には多分、部費がどうこうというよりは、恥ずかしいから一人でも知り合いを近くに置いておきたい、という気持ちがあるのだろう。ただ、それはどこか捨てられた子犬のような目をしており『置いていかないで』と言っているようでもあり……心が動く。

　著莪には悪いが、今の先輩たちをもっと眺めていたいし、何より先輩にあんな顔をされるとさすがにここを離れるわけにはいかな――。

「ほら、行くぞ佐藤」

　襟えり首くびを引っ掴つかまれた僕はそのままズルズルと著莪に引っぱられ、休憩所をあとにした。




「だから悪かったって。アタシだって焦あせってたんだよ。またあの格好を……って考えたらさぁ。もう佐藤そんな顔するなって。こうして奢おごってやってるんだからさ。……はい、チェンジ」

　僕は屋外ステージの人込みの中で、著莪とそれぞれの食べかけのクレープを交換した。最初僕が食べていたのはストロベリー＆ブルーベリーで、今受けとったのは白はく桃とうだ。齧かじりつく。

　やや厚い生地に包まれているのは生クリームとその名の通り、白桃を薄くスライスしたもの。文化祭の出し物――要はにわか仕込みの素しろ人うと高校生のものだと思っていたが、これがなかなか悪くない。どうしても技術を必要とする生地だけは不慣れな印象が拭ぬぐえないが、それとてやや厚いだけで、むしろ僕のようなガッツリ喰くいたい男には食べ応えがあっていい。

　そして何より中身が、いい。メインと言ってもいいスライスされた白桃は実は半冷凍状態で、シャーベットのような歯触りだ。口内に入ると同時に本来のジューシーさを取り戻し、白桃の上品な香りがフワリと口内から鼻び孔こうへと広がった。控ひかえめな主張をする甘味と、ほんのかすかに感じる酸味の芳ほう醇じゆんな味わいが生クリームによく馴な染じむ。

　僕はここで初めてその白桃とはやや趣おもむきの異なる甘さ、香りに気づく。どうやら白桃のジャムらしきものが軽くかけられているらしい。それを考慮してか、生クリームはかなり甘味が抑えられているという気の回りようで、ボリュームがあるくせに重過ぎるということがない。実際、僕と著莪はペロリと食べ終える。

　屋外ステージは今、吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏が佳か境きようへと入っていた。女学生たちだけで奏かなでる落ち着いた曲調のそれ。ステージ後方の大きなモニターには曲に合わせたような美しい山や川の映像が流れていた。彼女らは演奏を終えると部員を募集していることと、そして午後三時からメイド服に着替えて『貴婦人と使用人さんカフェ』にて演奏する、という宣伝をして場を去った。

　……沢さわ桔ぎ姉し妹まいは一体どれだけあのカフェを本格的にしたいんだろう……。

「さっきあせびに確認したけど、この後だってさ」

　著莪の言う通り、ステージ上のセッティングのための短い間を置いて、いよいよあせびちゃんが関係しているという演目がスタートする。どうやら事前に取っていたアンケート結果を司会者とアシスタントが発表する、という類たぐいのもののようだ。基本的に丸富高校関係者か、地元の人間でないとわからないようなネタがしばらく続く。当然、僕にはイマイチよくわからないのだが、著莪は笑っていた。

　唯ゆい一いつ僕も笑えたのは、女生徒に訊きいた『理想の相手に求める要素』のところだ。

「集計だとこんな感じですけど、変わった回答だと……え〜、あ、これいいな。沢桔梗、何かと有名な我らが生徒会長ですね」

　司会者が言ったと同時にステージのモニターが沢桔梗のバストアップ写真に切り替わる。

「彼女の書いた要素、これがまた……経済力、包容力、そして総理大臣！」

　理想高過ぎるでしょ！　とアシスタントがツッコむと一気に観客たちが沸く。そして本当はそこに入るはずだった〝別の要素〟を知っている僕もまた、他の人たちとは違う意味で笑った。

　そんなこんなで集計結果やら面白回答の紹介やらで進んでいくのだが、気がつくとステージの周りにいる観客がかなり増えていた。最初とは比べものにならないぐらいの人数。しかも何故かステージを囲む観客とは別に、少し後方にいる連中は準備体操などしているのだが……何故だろう？　しかも一向にあせびちゃんの出番がないまま「次が、あ、最後の項目ですね」という司会者のセリフが出てしまう。

　あれぇ？　と、一瞬思ったものの、最後のアンケートが『かわいい女生徒』だということで納得した。通常この手のものでは顔があまり知られていない一年生はよほどの有名人でもなければランキングには入らないが、美人・綺麗といった括くくりではなかったせいだろう。

　下位から順次発表されていき、名前が呼ばれるたびにモニターにはその人物の、今回用に撮影したらしい、雑誌のグラビアページのような、綺麗な背景にてポージングを取った写真が表示されていくのだけれど……嫌な予感がするのは僕だけだろうか？

『そしていよいよ第一位の発表です！　男女双方からの票を集めての堂々たる第一位、その名は――一年、井いノの上うえあせび！』

　おぉー!!　と歓声が上がると同時にステージ後方のモニターには、屋上で撮影したらしい、落下防止用の背の高い金属ネット、青空と町並みをバックにした笑顔のあせびちゃん……なのだが……。

　――あった、と著莪がやや青ざめた顔で呟く。僕もまたワンテンポ遅れてそれを見つけた。

　ステージには名前を呼ばれたあせびちゃん本人が男女双方からの歓声を受けつつ上がってきて、司会者から感想等を訊かれたりしているのだが、そのせいか、なかなか僕ら以外に感づく人がいない。だが、しばらくしていると観客の女子生徒の中から「……あれ？」という声が上がる。そして徐々にそれまでの盛り上がりが薄れていき、ざわめきが起こる。

『さて、それではいよいよ恒例の、第一位の井ノ上あせびさんから――え？　何？　写真が、え？　何？　……変な手？』

　司会者が観客の声に感づき、そしてふり返ってモニターに映し出されているあせびの写真を見る。彼の目線の先にあるもの――それは屋上の金属ネットを掴つかむ謎なぞの無数の手。しかも手のひらがこちらを向いているのだ。そう、その写真を意図的に作ろうとするなら屋上の金属ネットの外側に、誰かをぶら下げないといけない。

　先ほどまでの盛り上がりが嘘うそのように場が静まり、司会とアシスタントもモニターを見つめたまま固まってしまう。唯一あせびちゃんが笑顔のまま、何が起こったのかわからないというように首を傾かしげていた。かわいい。

『……え、えぇ〜っと……お、おいおい！　放送部の谷や田た部べちゃん、無駄なＶＦＸ活用すんなって、もうしょうがないヤツらだなぁもう！　こことかいい感じに半透明にしやがって手が凝こり過ぎだっての、手だけにさ！』

　いろんな意味でヤバイと判断した司会者が機転を利きかせて、その場を凌しのごうとする。明らかに声が固いわ、顔が青いわ、何よりギャグが見事なまでにスベっているわで、かなり酷い凌ぎ方だったが、観客は無理やりにこれを笑い声で援護した。

　……人間って、本気でヤバイって時だけ変な連係を取るよね。

　モニターはすぐさま風景写真に切り替わり、司会者が先ほどの一件はなかったことにしようとするかのように、明るく場を繋つないだ。

『さぁ！　はい、え〜なんだっけ？　あ、そうだ。今年もやるぞ！　気合いはいいか！』

　おおおぉぉぉぉおお！　と獣けもののような声が観客の中から起こる。気がつくと先ほどよりも、さらに人が、主に男が増えていた。さりげなく警備員のあのオッちゃんまでいて拳を空に向かって突き上げている。

『さぁ、人気投票恒例、第一位の女性に手作り料理を食べさせてもらおうのコーナー!!　今回は何と井ノ上さんに手作りお弁当を作ってきてもらいました!!　その調理の様子を今朝、撮影してきておりますので、まずはこちらをご覧ください！』

　モニターにあせびちゃんの家らしい立派な玄関が映る。彼女に案内してもらう形で玄関から彼女の部屋へまず移動し、部屋の中を軽く紹介……するのだが……途中の廊ろう下かの隅っこに何か黒髪の長い女性が白い服を着て立っていたような……。

　先ほどの手の一件があったせいか、僕ら以外にも感づいた人がいるようで、観客の中からたまに「え？」という声が聞こえたりもするが、その多くが「かわいいー！」などという野太い男たちの声にかき消されていた。

　あせびちゃんのゲーム機が大量に転がっているファンシーな部屋を紹介した後、ようやくキッチンに場が移る。そして途中の廊下でもまた先ほどの黒髪の女性が間違いなく映っていた。もう何ていうか、ちょっと前のホラー邦ほう画がで流は行やった、井戸から出てくる人みたいだった……。

　あせびちゃんがかわいい猫のエプロンをつけて料理を開始する。何でも親戚から貰った美お味いしい梅干しをたくさん使用するのだとモニターの中で彼女が言った。そして何かのメロディを口ずさみ、体を左右に揺らしながら料理を開始。小さな踏み台に乗って、包丁をリズミカルに使う。手て際ぎわが良い。

「ちゃら〜ん♪　ちゃらぁららーらーらーらーらーん、ららぁらーらららん♪　てってってーてってってー、てってってーてってってー、てってってーてってってー、てってってーてってってー、てぇ♪」

　――と、その時だった。観客の女生徒が悲鳴を上げた。僕もまた、思わず声が出そうになる。料理しているあせびちゃんの横に、先ほどの長い黒髪の女性が……!!

　その時、ポンポンと肩を叩たたかれる。著しや莪がだ。

「あれは、大丈夫」

　あれ？　と僕は再びモニターに視線を戻す。

「「ちゃら〜ん♪　ちゃらぁららーらーらーらーらーん、ららぁらーららん♪　てってってーてってってー、てってってーてってってー、てってってーてってってー、てってってーてってってー、てぇ♪」」

　……何か、二人してハモって歌い始めた。しかもあせびちゃんの横に立って一緒に体を左右に揺らしながら料理しているし。

　その時になって初めて僕の脳のう裏りに、あれってひょっとしてリアルな人間なんじゃないのか、という当たり前の考えが過よぎった。何て言うか、普通に姿がはっきり映っていたりするし……何よりその顔があせびちゃんによく似ているのだ。もちろん猫耳帽子は被かぶっていないものの、どこか薄はつ幸こうそうな笑顔を浮かべ、長さこそ違うものの、右目を軽く隠すような髪型、黒く、しっとりとした艶つややかな黒髪……身長はあせびちゃんよりわずかに高いぐらいで、彼女と同じように踏み台に乗って手を動かす様などホントそっくり。……ひょっとして、お姉さん？

『井ノ上さん、こちらの方は？』

『あ、これはね〜、あっちのお母さんだよ。手伝ってもらったの〜』

　若ッ！　学校の制服着てたら高校生にしか見えないレベルだ。ってか二人して踏み台に乗って料理している姿がやたらにかわいいぞ！　

　――うっ、何だ、この高鳴る胸の鼓動は！　……まさかついに僕も人妻を視野に捉とらえる時期に到達したというのかっ!?　今まで「……人妻はまだ早いな」とか思っていたが、ついに……!!

　いや待て待て、普通に考えて人の家庭を壊すようなそんな真ま似ね……だが待て。あせびちゃんと結婚すればあの人が義母として……みんな幸せになりつつのエキサイティングな……。

「……佐藤、今おまえ、かなり下品なこと考えてるだろ」

　ニヤリと笑う著莪が僕の肩に顎あごを乗せるようにして、耳元で囁ささやく。その瞬間に僕は全身に冷や汗が吹き出て「な、何をバカな」と呟くのが精一杯だった。

「……なんやて!?　ってことはあせびちゃんと結婚したらあの人がオレの義母に……マニアックさがさらに増すやんけ！　たまらんわ！」

　ぐわははははっ、と、警備員のオッちゃんが己おのれの坊主頭を撫なでながら笑う。周囲の女性からは、「うわぁ……」とか「……最低」とかいう呟きが漏れるが、当の本人は気にする様子はない。

　そんな彼を見つつ、僕もまた引きつったように、ははは……と、乾いた声で笑った。周りを見回すと、僕と同じような笑い方をする男が少なからずいるのは何故だろう。そいつらと目が合うと、お互いにすぐに逸らした。たまたま迷い込んでしまったエロ本コーナーで偶然にも知り合いと出くわしてしまった時のようだった。

　モニターの映像は高速で早送りされ、あっという間に二段式の楕だ円えん型の容器に入ったお弁当が完成、そこで映像が終わる。

『こちらにその実物があります。では、ご本人に紹介していただきましょう』

　ステージ上にはいつの間にか机とお弁当が用意されていた。あせびちゃんがマイクを受けとると、小型カメラを持ったアシスタントが弁当を撮る。

『ちょっと豪華な感じにしてみました〜』

　彼女の作ったお弁当は小さいながら確かに豪華なデキだ。二段の内の一段を松まつ茸たけご飯と付け合わせの黒砂糖を使用しているというアサリの佃つくだ煮にで埋め、二段目は食感が楽しそうな湯がいたタコを細切りにして叩いた梅との紅白の和あえ物もの、それとは対照的な黒ゴマで和えられたコンニャク、蟹かにとタケノコの二種類の天ぷらと、そして一見しただけでは何なのかがよくわからない黒っぽいナルトのような形をしたメインディッシュと付け合わせのキュウリのスライス。

　それに加えて弁当とは別容器の小さい透明カップにはスイカと柿かきを使用した、上下で層を作る二色のゼリー。その境目は黄と赤が入り交じって黄たそ昏がれのよう。それは夏と秋、季節の移り変わりを表現しているようで、どこか見た目以上に美しいと見る者に思わせる。

　あせびちゃんの人柄を知っている僕のような者からすると、このお弁当はちょっと意外だった。今回のイベント用という意味もあるかもしれないが、素材が豪華という以上に手て間ま暇ひまのかかる料理が多い。もっととんでもないものか、簡単なものが出てくるかと思っていたのだけれど、なかなかどうして、かなり本格的なお弁当だ。

『それでね？　このメインディッシュは、梅肉と刻んだ大おお葉ばをうなぎの蒲かば焼やきで巻いたものなんだよ〜。コッテリのうなぎとすっぱい梅が合わさっておいしいの〜』

　なるほど、そうかあのナルトみたいなのはうなぎと梅か。コッテリ系と酸味のある梅はなかなか良さそうな相性じゃないか。……ん？　アレ、でも、確か、うなぎと梅って……。

「なぁ著莪、僕の記憶違いかもしれないけれどうなぎと梅って確か……」

　声をかけた著莪は腕を組み、まるで強敵を前にした漫画の主人公のように引きつった笑みを浮かべていた。

「……それだけじゃないんじゃないかなぁ。あの弁当、食べ合わせが悪いって言われている食材のオンパレードだ。うなぎと梅、タコと梅、天ぷらとスイカ、アサリと松茸、キュウリとコンニャク、蟹と柿……。うなぎとか、ただの迷信のやつもあるけど、作ったのがあせびってことを考えると……あの弁当は、危険過ぎる！」

『みなさんの中には早速準備体操を始めてらっしゃる方もいらっしゃいますが……この後はご存じ、今年度一番かわいい女生徒の手作り弁当争奪戦が行われます!!　みんな、弁当が喰いたいかぁー!!』

　おおおぉぉぉおお!!　と、男女に関係なく観客たちが声を上げた。よく見れば校舎の方からも窓を開けて声を上げている連中までいた。

　そんな中、興奮とは別の感情を胸の内に秘めて沈黙する僕と著莪。

「……佐藤、マズいぞ、コレ。ヘタしたら死人が出る」

『それは参加希望の方はステージ横のテントのところで受付を行いますので、皆さん奮ふるってご参加ください！』

　司会者の声によって観客たちが次々にテントの方へと向かっていく。中には案あんの定じよう、あせびちゃんの弁当狙いというよりは単なる文化祭のイベントとして参加しようとしている女生徒の姿も少なくない。

「……佐藤、どうする？」

　著莪に言われ、チラリとステージ上のあせびちゃんを見やる。純じゆん真しん無む垢くな笑みを浮かべていた。その手元には彼女がお母さんと一緒に手間暇かけて一生懸命作った立派なお弁当。

　あせびちゃんが僕の視線に気がついたのか、こちらを見て、手を振ってくれる。僕もまた小さく振り返した。

　あんな楽しそうに笑う彼女の前で『その弁当は危険だ、人に食べさせてはいけない』などと言えるわけがなかった。かといって年に一度の文化祭……それを存分に楽しんでいる生徒たちの笑顔を曇くもらせるようなこともまた、僕には出来ない。何も知らない一般人が、彼女の弁当を食べた直後に昏こん倒とう、ヘタしたら即死……。公衆の面前で地獄変相なんぞ、ヘタをしたら文化祭自体が中止になる可能性も否定できない。

　だが、僕なら、どうだ。この優良なる肉体を有し、強大なる精神力を有するこの僕なら……少なくとも学外に出るまで堪こらえることぐらいなら、可能ではないのか。そして僕と同じような血を有する著莪もまた……。

　どんな悪人だって、目の前で溺おぼれている人がいたら助けようとするだろう。それが僕のような高こう尚しような人間なら尚なお更さらだ。今、目の前にいる彼らを……見殺しにはできない。

『では井ノ上さん、参加希望の方々に何か一言』

『えっとぉ、一生懸命お母さんと二人で作りました。絶対においしいと思うので、みなさん、頑張ってください』

　――僕は、無数の人々を救うため、この争奪戦に参加を決める。

　正体を明かせない正義のヒーローの孤独が、今の僕には痛いほどよくわかった。




　争奪戦は三回戦仕様になっていた。あせびちゃん○×クイズ、障害物レース、スポーツチャンバラである。あせびちゃんに関するクイズは著しや莪がの協力があるので無事にクリアできそうだし、障害物レースとスポーツチャンバラも僕の類たぐい希まれなる体力をもってすればなんとかなるだろう。……まぁそれらを乗り越えたとしても、得られるのは危険物指定されてもおかしくないような地獄直行弁当――否いな、あせびちゃんの手作り弁当だ。きっと彼女は自分の弁当のために一生懸命頑張る僕の姿を喜んでくれるに違いない。笑顔を向けてくれるに違いない。僕がこの争奪戦に参加する理由はそれだけで十分だ。……うん、多分。

　七〇人ほどいた参加者は○×クイズで半数程度に減っていた。クイズの内容は簡単な常識問題や、笑いを取るためのものや、あせびちゃんの好みに関するものなど多た岐きにわたっていたが比較的簡単だ。

『えー、当初の予定より随ずい分ぶん多く残ってしまっていますが、最終問題です。えー、ラストはプライベートをちょっとだけ垣かい間ま見るいい問題ですよ。《井いノの上うえあせびさんの携帯電話、その最後の着信記録は男性である》、さぁ○か×か!?』

　ステージ前に集まる僕ら参加者、そしてそれを遠目に見守る観客・落第者たちから「ざわ……ざわ……」と何かの漫画みたいなざわめきが起こる。そりゃそうだ、こんな問題、彼女本人でもない限り勘かんに頼るほかにない。

　僕は助けを求めるように著莪を見やる。さすがの彼女もボサボサの金髪をポリポリと掻かきながら何かを思い出す……というか、何かを考えるような仕草をするだけで、先ほどまでのクイズのようなキレの良い解答が返ってこない。

「うーん、ムズイなぁ。あせびって学内外問わずに知り合い多いからなぁ。よし、しゃあない。アタシが○、佐藤が×、それで行ってみよう。どちらかは残る」

　僕は頷うなずき、そのように行動する。大体半分になるかと思ったものの、不思議と僕と同じ×の方が人は多い。三〇人ぐらいだろうか。男が多い。

　その中にはあのオッちゃんもいて、×陣地の中央で腕を組み、微び動どうだにしないその様は、まるで○か×かで悩んだ様子など微み塵じんもなく、確信を持ってそこにいるのだと僕に感じさせた。

「そう、そうや……我が校の良心であるあせびちゃんが、文化祭の日の朝に男なんぞと電話するわけがないんや……」

　……あぁ、そうか。そういう願望から×には男が多いのか……。

『はい、ではここで○×の移動は終了。正解は直接井ノ上さんの携帯で確認しましょう！』

　司会者が、有線でステージモニターと接続されているハンディカメラを手に言うと、あせびちゃんが手にしている携帯の画面を映す。彼女がキーを操作し、通話記録が映し出される。落胆の声と野太い歓声が同時に上がる。僕もまた叫んでいた……驚きよう愕がくのあまり。

　モニターに映し出された着信履り歴れき。それは四〇分ほど前の時刻と共に発信相手の名前が出ているのだが、そこにあった名は『あやめちゃん』だ。

　僕は目を見開いたまま、スタッフによって撤てつ収しゆうさせられている○を選択した連中を見やる。人込みの中にあってもその金髪ですぐに見つけた。著莪あやめは、僕の方を見つつ笑顔で親指をビッと立てた。

「あとは任せたぞ、佐さ藤とう洋よう！」

　彼女の表情、そしてふざけたようなその口調から自分がハメられたことにようやく気がついた。四〇分前といえばこの企画のちょっと前……はっ！　あのクレープを買っている時だ！

「おまえ、わかってたな！　わかっててわざと!?」

「そんなわけないって。アタシの後に誰かと会話している可能性だってあったんだし、たまたまだよ。何より二人して残る必要もないじゃん。世界を救うのは佐藤一人で十分。……そんじゃ、アタシはちょっと小腹が空すいたんでたこ焼きでも食べてくるわ。頑張れよ〜」

　彼女は軽薄そうにそう言うと、本当に背中を向けて校舎の方へと行ってしまうのだった。

　しまった、と思った。著莪の奴やつ、この僕が責任感の強い正義のヒーロー的な素質が有り余っていて好感度一〇〇％確実な性格上、ここでリタイアできないことを読んでいたな!?　ク、クソなんという策略！　あの時、最後の質問について著莪に尋ねた際にアイツが頭をポリポリと掻いていたのを見たのに、何故あそこで気がつかなかったのかっ!?

　辺りを見回せば三〇人ぐらいが残っていた。半数以上は生徒だが残りは多分、丸まる富とみ大学の人もいるのだろうが、一般の人たちだ。中には中学生ぐらいの少年から警備のオッちゃん、さらには四〇歳ぐらいのデカイ一眼レフを首から下げた人まで多た岐きにわたる。彼らは一様に残留できたことを喜んでいるようだったが……本当は地獄道を歩んでいることを知らないのだ。




　何やら妙に長い休憩時間を取らされた後、クイズ残留者には何な故ぜか軍ぐん手てを片方だけ渡されて、グラウンドに移動させられた。そこには平均台やらネットやら、最近では不衛生とのことからあまり見ることのなくなった粉に顔を突っ込んであめ玉を取るヤツとか、ハードルとか……いろいろある。距離はグラウンドを一周しての約四〇〇メートル、ラストの一〇〇メートルは何もない平坦な道の純粋な徒競走というコースだが、何故かコースの両側には謎なぞのポールが幾本も突き刺さっていたり、ポール間をワイヤーで繋つながれていたり、さらには明らかに何か掘り返したような跡まで見て取れた。

　司会者がそれら障害物をフリップで一つ一つ説明していくのだが、最後の平坦なコースに説明が及んだ時、参加者からざわめきが、そして観客からは笑いが起こった。

『最後の一〇〇メートル、一見何もないように見えますが実は我が校のサバゲー部の協力により、多種多様なブーワビートラッナプが仕掛けられております！　何が起こるかは行ってみてのお楽しみ！　当然のことながらトップで通過しようとする人が一番危険で、あえて二番手三番手で進み、先行く選手に露つゆ払はらいさせるという戦略もアリなのです！　サバゲー部からの声明では《我が部は現在トラップについての研究を深めており、このような場を与えていただき……》あ、いらねぇや、コレ』

　観客たちの笑い声の中、僕もまた笑っていた。いや、ほくそ笑んでいた。恐らくサバゲー部の連中は以前の僕との戦いで敗れて以降、同じ失敗を繰り返さないためにトラップについて学んでいたのだろう。これはとんでもない幸運だ。ならば、間違いなく、僕が仕掛けたブービートラップを第一に研究しただろう。……つまり、読めるはずだ。

　何より僕にはちょっとした山を持っている父方の祖じ父いさんがいたせいで、仕掛けるのは元より避ける方にだって慣れているのだ。まぁ〝いた〟というと死んでいるみたいだけど全然そんなことはなくって、年に一度はベトナムにいる古い友人に会ってくると言って何故か線香を持って旅行したり、僕や著莪に遊び半分にブービートラップの仕掛け方と発見の仕方、そして山林で遭そう難なんした時の対処の仕方をはじめ、現役時代は北ほつ海かい道どうの冬戦教トーセンキヨーとかいう自衛隊の部隊にいたらしいのでそこで学んだ技術なのか、一生役に立たないであろう、痕こん跡せきを残さずに山を進む方法や、敵を追跡する方法トラツキングなんぞを教えてくれる元気一杯でややアレな祖父さんである。

　おまけに山が比較的大きいため、不法投棄業者がちょくちょく来るらしく、それに対処するために山の武装強化に余念がなく、現在ではちょっとしたブービートラップの展覧会状態だ。私有地を示す看板から一歩山に踏み入れば確実に命に関かかわるワンダーランド。例のネズミ帝国が夢の国だとすればこっちは黄よ泉みの国だ。負けちゃいない。

　僕が知る限りで車十数台が大破、炎上、爆ばく散さんし、数十人が病院及び刑務所送りになっていた。噂うわさによると不法投棄業者の間ではかなり有名で「あの山に投棄することができれば日本国内で投棄できない場所はない」と言われる伝説的な名所となっているらしい。

　トドメに何故かブービートラップには引っかからない熊くまや猪いのししまで出る、そんな国内有数の危険地帯に子供の頃からちょくちょく遊びに行っているので、にわか仕込みのトラップ技テ術クごとき、どうということはないのだ。おまけに先月など著莪と二人で遊びに行って本物の猪に追いかけられても逃げ切れたように、体力は衰おとろえるどころかむしろ増強している。

　もはや僕の一位突破は確実だ。

『……で、本当ならばスタートしていただくところなのですが、実は予定では十五、六人程度と想定していたため、コース幅に余裕がありません。運営委員会の方と協議しました結果、ここで特殊ルールを導入します。本来ならば上位二名が三回戦、つまり決勝戦へと進んでいただくはずでしたが、二名ではなく一位突破した一組だけにします。そうです、二人一組になって、手押し車でこのコースを進んでいただきます！』

　な、なんだってぇー！　と、参加者から示し合わせたかのような声が上がる。

『組む相手はみなさまでお選びください。能力に優れた相手で突破を狙うも良し、能力に優れぬ相手と組んで決勝で有利になるようにするも良し！　レース開始は五分後です。さぁ皆さん、二人組を作ってください!!』

　うわあぁぁあぁぁぁあああぁ!!　と、頭を抱えて悲鳴を上げる者が幾人か。……多分、二人組になって、ということに何かしらのトラウマがある人たちなのだろう。

「手押し車っちゅうと、アレか。運動会やら筋トレやらでやる、一人が相手の足首を持って、持たれた方は手を使って歩いていくっちゅう……一人が相手の足を……はっ!!」

　警備員のオッちゃんが何かに感づいたような声を上げていきなり走りだす。その先にいるのは……丸富の女子高生。僕もここではっとした。一人が足を持って……しかも相手がスカートを穿はいていようものなら……!!

　僕もまた女子高生のもとへと走っていくが、その様子で感づいたらしい他の参加者も一斉に女子高生に向かって走っていき、ちょっとしたハーレム状態になる。みんな、あのかつての小こ口ぐち君のように、求愛のポーズを取ったりして自分と組んでくれと声を上げた。

　……まぁ、結論から言うと、レースがスタートする前に十人ほどが棄き権けん。二人組を作るのを諦あきらめた方々と女生徒だ。さすがに何の利益もないのにサービスシーンを提供するのは嫌だったらしい。残念だ。

　残された僕たちは舌打ちしつつも都合の良さそうな相手を探す。司会者は決勝戦を見み据すえるのもアリだと言っていたが、手押し車でこのコースを駆け抜けるとなると難易度は一気に跳ね上がる。それ故ゆえに決勝よりもこのレースで一位を取ることを第一に考えるべきだった。

　身体能力に秀ひいでた相手……誰か、誰かいないのかっ!?　クソ、あの男たち野球部か？　部員同士で二組作り、すでにスタートラインに並んでいやがる。あの顔、随分と自信ありげじゃないか。普段からやっているとでもいうのか。

　残り一〇秒でスタートです！　という司会者の声にさらに焦あせりが募つのる。もうやむを得ないと判断してか手近な連中同士で組む奴らまで現れた。マズイ、このままでは……!!

　その時、誰かが僕の肩を叩たたく。大きな、堅い、手。……僕はこの手を知っていた。辺りに『ゴ　ゴ　ゴ　ゴ　ゴ……』の文字が見える気すらした。

　じわりと全身に汗を滲にじませつつ、僕はふり返る。

「……わかっとる。お互いに望まん選択や、しかし、勝ち残るにはこれがベストや」

　そう、警備員のオッちゃんである。彼は苦々しい顔をしつつ僕の目を見み据すえていた。

『三、二、一……それでは障害物レース、スタート!!』

　すでに組み終わっていた連中が一斉に動き出す。それまで一人だった奴らも近くの奴を半ば押し倒すようにして無理やり二人組を作ってレースを開始する。

　そんなスタート地点で、僕とオッちゃんは微動だにせずに互いの目を見合っていた。

　オッちゃんは僕の解答を待ち、僕は己の心の解答を待っていた。確かに、よくよく考えてみればこの人ほど身体能力に優れた相手はいない。かつて幾度となく僕の前に立ち塞ふさがってきた番人スプリガン、何度となく僕を窮きゆう地ちに追いこんできた紛まぎれもない強つわ者もの……。しかし、コイツと手を組むというのか。それを許容できるのか。

　迷っている間にスタート地点には僕とオッちゃんの二人だけになり、司会者や観客たちもレースの先頭集団の方に意識を向け始めていた。

　もはや僕に選択できるのは棄権か、このオッちゃんと組むか……その二つだけ。……きっと彼とて苦く渋じゆうの選択だったはずだ。今朝、実状はどうあれ、リア充じゆう全開の様子を見せつけた相手に、自分と組め、というのは、きっと想像を絶する苦悩が伴ともなったはずだ。

　それでもあえてやったということはそれだけの可能性を僕に見出したということだ。そして僕と組めば絶対に勝てると、彼は思ったのだ。

　その信頼は嬉しくもある。だが、同時にそんな暑苦しいものは払いのけたくもある。

　クソ、と胸の内で吐き捨てながら、僕は迷う。そもそもなんでこんな辛つらい決断を僕が迫られないといけないのか。見知らぬ女子高生と組んで、相手の足を揉も――掴つかみつつ、サービスシーンを一番いいポジションからじっくりと堪たん能のうするということだってありえないことではなかったはずなのに……。いや、そもそも何故僕は勝ったとしても大して得のないこんな過酷なレースに参加してしまったのだろう。もうどうでもいいじゃないか。人々の笑顔を守るなんて、僕には荷が重すぎる。大丈夫、僕なんかがやらなくたって……いや、僕には何の責任もないのだ。やる義務なんてないんだ。……逃げたって、いいじゃないか。逃げる僕を非難する人は誰もいない。いるとしたら言ってやる、だったらおまえがやればいい、と。何故僕なんだ。何故僕じゃないといけなかったんだ、何故僕たちはセガを支えてあげられなかったんだ、何故人は戦争を忘れられないのだ、何で蛍ほたるすぐ死んでしまぅん？　何故、何故、何故……。

　……何か、途中から何を悩んでいるのかがわからなくなってきた。僕はオッちゃんから目を逸そらしてレースの先頭集団を見やる。彼らはすでに二〇〇メートル近く進み、ハードルにさしかかっている。さすがにハードルをジャンプで越えることはできないので、手で押し倒しながら進み、上位の四組が激しいデッドヒートを繰り返していた。

　……もう、ダメだ。もう、どのみち今から組んだとしても、勝てない。

　僕は肩に置かれたままになっていたオッちゃんの手を払――。

『仲良く頑張って〜』

　天使の声が聞こえた。僕とオッちゃんはハッとして司会者、そしてその横に並ぶあせびちゃんを見た。人々が先頭集団に視線を向ける中、あせびちゃんだけは、僕らを見ていた。彼女はマイクを下げると、生声を僕らに投げかける。

「……洋ようくんたち、やめちゃうの？」

　あせびちゃんは首を傾かしげ、不安げな表情をしているように見えるのは……僕だけだろうか。そしてその目は、洋くんに食べてほしいのになぁ、と言っているかのようにさえ見える。

　……決断の時だった。すでに出遅れまくっているこの状況に加え、パートナー候補はかつて僕にバッテリーチャージせんとした男のみ。普通に考えたら棄権すべきだ。だが……。

「ズルイなぁ、女の子にあんな顔されたら……やめるわけにはいかないじゃないか」

　僕は肩に置かれたオッちゃんの手を、払わなかった。そしてオッちゃんの目を見る。お互いに苦々しい顔をして、頷うなずく。そして二人してあせびちゃんを見、親指をビッと立てた。

　あせびちゃんはパッと笑顔を浮かべ、同じく親指を立てて返してくれる。

　僕はこの絶望的な状況下でもなおその死神――じゃない、女神の微笑ほほえみに勝利を確信する。

「僕の罠を見み極きわめられる目と、アンタの体力。負けるはずがない」

「そうや、その通りや。逆転するで、ヒロシ。さぁ、オレらのショーの始まりや」

　僕とオッちゃんは今一度互いの顔を見、頷き合った。

　今、この日本に、最強のタッグが誕生したのだ。

「さぁヒロシ、これを嵌はめや！　出発するで！」

　オッちゃんはそう言って、二回戦の最初に配られた軍手を僕に渡してくる。

「……僕が、下なのか？」

「当たり前やないか。ジブンの方が軽いやろ。それともオレの足持って走れるんか？」

　オッちゃんの下半身に目をやれば、丸太のように逞たくましい太ももを始めとして、鍛きたえまくった彼の足は足首までもがかなり太い。果たして僕の手で掴つかむことができるかはちょっと怪しい。かといってその足を脇に抱えるとしても……スラックスはピッチピチ、今にもはち切れんばかりで手を掛けられるような箇所もない。そして何より、スラックスに如によ実じつに浮き出る彼の臀でん部ぶのラインとか、ポケットに単一電池でも入れているのではないか？　と疑問を持ってしまうような股こ間かんの膨ふくらみを見つめながら競技をやるのは……確かに、いろんな意味で、辛つらい。

　僕は仕方なく両手に軍手を嵌めて四つんばいになる。……そして、そこで気がついた。今、僕はとても無防備であるということに。

　オッちゃんが僕の後ろに立った瞬間に全身に電流が走ったかのような危機感が襲ってくる。かつて二度も僕のケツに単一電池をねじ込もうとした男が、四つんばいになった僕の後ろに立っている……まさか、本当に電流が!?　そもそも奴の股間の盛り上がり具合は……本当に単一電池を入れていたんじゃ……!?

「……安心せぃ。今はおまえにねじ込むより、レース、いや、あせびちゃんの弁当が最優先や。さぁ行くで、ヒロシ!!」

　彼に大きな手で足首を掴まれた瞬間、一気に安あん堵ど感かんが湧わいてくるも、直後にレースをしている間中、彼に無防備なケツを晒さらし続けなくてはならないことに気がついて、再び危機感に襲われる。一位になるかならないか以前に、彼に変な気が湧わく前にゴールしなくてはならない。僕の中でより明確にレースへの意欲が湧き起こる。

　僕は鞭むち打うたれた馬がごとく、一気に走り出す。オッちゃんもまた僕の両足をガッチリと保持し、左右にブレさせない。そしてグイグイと僕を押してくる。

　……信じられないぐらいに、走りやすい。

『ん？　おおぉーっと、ここにきて最後までもたついていた二人がスタート！　速い、速いぞコレは！　しかし先頭グループはすでにブービートラップゾーンへ突入してしまう、追い上げなるかぁー！』

　僕とオッちゃんは二人で一匹の獣けものであるかのように疾しつ駆くした。僕は掌しよう底ていを放つようにしてジャンプして平均台に昇り、跳ねるようにしてクリア、続けて地面に広がっていたネットを一気にくぐる。立った状態のままになるオッちゃんが引っかかるかとも思ったが、その剃そり上げたようなテッカテカの頭はネットに引っかかることなく、スルリと通過する。

『凄すごいぞ、これは凄い！　信じられないような速度で最後尾から二人が追い上げ始めていく！　この年の差コンビ、勝負をひっくり返す気だ！』

　ネットを抜けた僕らを待ち受けていたのは、白い粉の入った箱。あめ玉拾いだ。

「オッちゃん、このまま真まっ直すぐに走り抜けるぞ！」

「何やて!?　よぅ見ぃ、横に審査員がおる、あめ玉を取らんとクリアにはならんのや！」

「僕を信じろ！　それとも信じられないような相手にアンタは組もうと言ったのか!?」

　一瞬の沈黙。オッちゃんの逡しゆん巡じゆんが僕の足を握る彼の手から伝わってくるようだった。

「……わかった。信じるで、ヒロシ。このオレを幾度となくコケにしてきた相手とはいえ……いや、そうであるが故に信じるんや。今は一いち蓮れん托たく生しよう。紛まぎれもない強敵やと思うが故に、ヒロシ、おまえを信じるで!!」

　よし、と僕は声を上げる。僕たちは粉箱に向かってさらに加速する。もはやちょっとした徒競走並の速度だ。途中、モタモタしていた二組を追い抜く。

　走り込む僕らに対して、粉箱の近くにいる人たちはルールを理解していないと思ったのか、必死にあめ玉を取れ、と叫んでいた。

　――わかってるっての。しかしわざわざ顔を粉に突っ込んであめ玉を探す必要はないのだ。

　僕らは最後発。すでに一〇組以上が粉に顔を突っ込んだせいで、粉箱の中は荒れる海を表現したかのように起伏の激しいものになっていた。場所によっては箱の底すら見える。

　……そして当然、残されているあめ玉もまた、見える！

　粉箱、接近。もはや言葉はいらなかった。僕とオッちゃんは手と足で繋がり、互いの意識が伝わっていた。人間同士とはいえ、人じん馬ば一いつ体たいとはこういうことを言うのだ。

　低く粉箱ギリギリで僕は飛んだ。そしてオッちゃんもまた、飛んだ。顔だけは粉箱へ向け、宝石のような色合いを示すあめ玉へ向けて口をとがらせる。僅わずかに捉とらえきれない。ならば、と、思いっきり吸う。粉と共にあめ玉が僕の口の中に飛び込んでくる。それを前歯でガッチリと押さえ、空中で審査員に向けた。

　彼らは驚嘆しつつもＯＫのサインを出す。それを確認した僕はそのままあめ玉を噛かみ砕くだいて飲み込む。甘酸っぱいレモン味。

『し、信じられません！　もはやＣＧかワイヤーアクションでも見ているかのようだ！　だが、先頭集団はもうトラップゾーンも半ばに……あ、二組落とし穴に落下！　おっとここでまさかのドラゴン花火の噴射が始まって足止めだ！　……こ、これは、行くのか、行けるのか!?』

　次に僕らの前に立ち塞ふさがるのは無数のハードル。他のグループは押し倒したようだが……僕らがそんなチンタラした真ま似ねをするものかよ。

　僕らには、可能なのだ。普通に飛ぶぐらい、造作もない!!

『な、なにぃ〜!!　飛んでる、先ほどの粉箱の時のように、マッチョと少年が一心同体となってハードルを次々に跳び越えている!!　まるで新種の生物を見ているかのようだ！　さらに一組を抜いて最下位から七位に上がった！　残りは落とし穴の二組とトップを行く四組だけだが……これは間に合わない!?　トップ組はトラップゾーンをほぼ終えている!?　ここまでか!?　あ、一組が今ワイヤーで吊つり上げられました！』

　司会者の声にオッちゃんに緊張が走ったのがわかった。僕もまた行く先に目を凝こらして、焦あせりを覚える。トップ集団の三組はすでにゴールまであと一〇メートルを切っていた。僕らと彼らの差は実に八〇メートル以上。トップ集団はゆっくり歩くような速度、僕らは軽いダッシュの速度だ。そこだけ見れば圧倒的に僕らに利があるが、このままでは――！

　僕はさらに腕に力を込めるが、加速は微々たるもの。それでもなお力を込めて手で地を叩く。焦りのせいか、それとも酸欠のせいか、視界が歪ゆがみ始め、さらに「……キ、キキ……キー……」という甲かん高だかい音が聞こえてくる。耳鳴りだ。……こんなにまで、体を潰つぶれんばかりに酷こく使しして、それでも追いつけないというのか。負けるというのか、この僕が。

　僕とこのオッちゃんが、コンビまで組んでおきながら、負けるというのかっ!?

「ヒロシ、このままでは間に合わん！　ルール上、グレーゾーンに踏み込むことになると思うが、恐らくいけるはずや。……この勝負、オレに賭かけてみる気はあらへんか？」　

　僕は後ろのオッちゃんをふり返る余裕などない。

　だが、彼の手から伝わってくるもので、彼は一か八かの賭けに出ようとしている、そしてそれが決まれば間違いなく勝てると確信しているのだと知れた。

　耳鳴りが酷ひどい。キーキ、キキ、という、まるで鋭い風の音のよう。それだけが聞こえる。観客たちのざわめきが遠い。そんな中にあって、オッちゃんの声だけが、明めい瞭りように、そして勝利への光を伴って聞こえてくる。

「――どぅや？」

　答えなど、決まっていた。このままでは負けるだろう。しかし、だからここで一か八かの賭けをする……というわけではない。

「さっきのあめ玉で、アンタは僕を信じた。僕がアンタを信じないわけがないだろう？」

　勝利する確率の問題ではなかった。たとえオッちゃんの賭けの勝利確率が一〇％であろうが一％であろうが関係なかった。僕は確率ではなく、彼を、オッちゃんを信じる！　信頼する！

「オッシャ！　罠わなの見極めは任せた、走るのはオレに任せぃ!!　行くぞ――ぅおおおおおりゃあああぁぁぁああああ！」

　雄お叫たけびを上げた途端、オッちゃんは僕の足首を離した。バカな、と僕が驚く前にオッちゃんの手が再び僕の足を掴む。足首ではない、僕の太もも、いや、足の付け根だ!!

　僕の体が一気に持ち上げられ、手から地面の感覚が消え、代わりに加速感と、そして僕の股またぐらに――オッちゃんのダイナミックなアレの感触が――!!　こ、これは……。

「キキ……キ――」

「……え？」

「キタ――――――――――――――――!!」

　耳鳴りが叫ぶわけがない！　僕らの隣をいつの間にか眼鏡をかけた化け物――じゃない、白おし粉ろい花はながドレスのスカートの裾すそを持ち上げながら高速で並走していた。

「衆人環視!!　アクロバティックなボディポジション!!　太マッチョと細マッチョの融合!!　な、なんと、神こう々ごうしい!!　これはもしや新世代の幕開けかっ!?」

　怪しげなクスリでも使用したかのように、ぶっ飛んだ声を上げつつ、化け物みたいな笑顔で白粉花が並走し続ける。

　僕の耳鳴りは、こいつが遠方から声を上げながら走り寄ってきていたせいかっ!?

「白粉！　ち、違う、違うんだ、コレは……とにかく向こうへ行け！」

　僕たちはまさに短距離走がごとくに加速していた。実質的に僕の体はオッちゃんに持ち上げられ、手は宙に浮いているため、オッちゃんが荷物を抱えて一人で走っているようなものなのだ。先ほどの手押し車よりも、当然圧倒的に速い。速い……が、しかし……。

「オッちゃん！　こ、これはダメだ、いろんな意味でダメだ！　ってか嫌だ、やめてくれ！　アンタの逸物イチモツが走るたびに、こう、左右に動くのが嫌いやって言うぐらい僕の股またぐらに伝わってきて……もう負けよう、負けでいいから！　負けでいいから、頼む、やめてくれぇえええぇ!!」

「アホぬかせぇ！　ここまでやって今更漢オトコが辞やめられるわけがあらへんやろ！　それより体仰のけ反ぞらせぇ！　さぁ勝ちにイクで、二人でイクんや！　ラストスパートや!!」

「何かもう言葉がアッチのアレにしか聞こえないんだよぉ――――――!!」

「な、ななななんという!?　こ、これは本当に現実!?　ありがとうございます！　あたし、胸が熱くなるどころじゃないですよ佐藤さん!!」

「うるせぇぞ白粉！　オッちゃんももういい加減やめろ、も、もう、もう僕は！」

「佐藤さんここは我慢です！　二人で昇り詰めるんです！　一人で先にイクなんて――！」

「だからうるせぇって言ってんだろ！」

「ヒロシ！　ギャラリーなんかどうでもええ!!　それより前を見んかい！　コースはおまえに任せてんで!?　二人して罠にかかりたくあらへんやろ！」

『な、なんと!?　何だあの加速は!?　最後尾から七位に上がったあの組が凄すさまじい速度でラストスパートをかけている！　凄すごい、いや、凄まじい!!　足持ちが一人で走り、もう一人がコース上の罠を読み、避けていっているぞ!?　あ、よく見ると並走する少女まで現れて……あっと、なんと、グラウンドを囲んでいた観客たちの一部までもが彼らと並走を始めたぞ!!　こ、これは一体……!?』

　……今、世界を終わらせることのできるボタンがあったとしたら、僕は躊躇ためらわずに押していただろう。身も心も蹂じゆう躙りんされ、さらに衆人環視の中で辱はずかしめられている。それなのに的確にトラップを見極め、コースを指示してしまう日本人特有の生き真ま面じ目めさが嫌になる。死にたい。

　しかも何だ、まるで白粉を筆頭にしたかのように、コースの外とはいえ、僕らと並走する、この無駄な数十人の人々は……。

　――二人ともイけぇ！　――奇跡を、ボクたちに奇跡を見せてくれ！　――勝て、勝つんだ！　――日本のために！　――未来のために！　――走り抜けぇ――――!!

『一体何が起こっているというのかっ!?　会場を包み込むこの意味のわからない感動と興奮は何だというんだ!?　わかりません、全てがわかりません。しかし……一つだけわかることがあります。今、我々は奇跡の目撃者になろうとしている！』

　お、おぉ……と白粉が感嘆の声を上げる。

「何という一体感！　さすが佐藤さん！　あたしの目にくるいはなかった！　ついにガチムチが大衆の心を掴んだんです！　人々に受け入れられたんです！」

「だから白粉、てめぇは向こうへ行っていろ!!　っていうか、止めろこの状況を！」

「ふんぬぅ！　ぬぅ！　おいヒロシ、暴れるんやない！　コラ、クソ、これでどないや！」

　オッちゃんが僕の足を掴む手に力を入れ、こちらの動きが取れないように腰に、というか、アレに、より一層強く密着させる。白粉が「ぅひょーッ!!」と癪しやくに障さわる声を上げた。

　司会者の声と、僕らについてくる数十人の足音にトップ集団の三組がふり返る。三組ともがいろんな意味での危機感を覚えたようで、罠に注意するのをやめ、一気に速度を上げ始める。

　トップを行っていた一組が、ゴールまであと一〇メートルとなった時……事件は起こった。サバゲー部の仕込み罠、最後の一発だ。――炎が吹き上がった。何かしらの混合液を地面の下に仕込んでいたのか、高校の文化祭とは思えぬ――まぁ、僕の今の状況もそうなのだけれど――凄まじい勢いの火柱がコースの行く手を塞ふさぐ。

　トップ三組があまりの火の勢いによろめき、崩れる。

『……コレ、やり過ぎじゃ？　あ、触れずに？　責任は向こう？　ＯＫ。――凄まじい炎です！　我々は一切認知していないサバゲー部の罠！　これは凄い！　もはやこれは燃え尽きるのを待つか炎を迂う回かいするしかないぞ！　あ、早速持ち直した三組が炎を避けるように大きく迂回を始めた！　この間に我らがガチムチは果たして追いつけるのか!?　いや、しかし、これはさすがに無理か!?　ここで終止符ピリオドが打たれてしまうのか!?』

　……なんだよ、我らがガチムチって……。

　僕の股またぐらに逸物イチモツを押しつけながら走るオッちゃんとてさすがに息が上がり始めていた。速度はこれ以上上げられない。そもそもオッちゃんの体温は上昇し、僕の足の付け根を掴んでいるその手にも汗が滲にじんでいた。限界が近いのを感じる。だが、諦あきらめは一切感じられない。

「ヒロシ！　イクで、フィニッシュや！　オレらはイクんや、終止符ピリオドの向こうへ!!」

　……もう、彼の言葉が完全にアッチの言葉にしか聞こえないよ……。

　何かさぁ、全すべてがどうでもよくなってきた。……ホント世界とか滅べばいいのに。

「……もう、好きにしろよ。……チクショウ」

　先頭の三組が炎を大きく迂回しているのを尻しり目めに、僕ら――いや、オッちゃんは真っ直ぐに炎に向けて突き進んだ。彼のやらんとしていることは手に取るようにわかるが……もう、何か本当、いっそこのまま身も心もあの炎に焼き尽くされたい。

　……しかし人間、そう簡単には死ねない。本能が死を防ごうとする。目前に炎が迫った時、僕は無意識に両手で自分の頭をガードし、息を止めた。オッちゃんの手に力が入る。

「イクでぇええぇええ!!　ふんぬぅおおおおおおおおおぉおぉぉぉぉぉぉぉおおおお!!」

　オッちゃんの雄叫びと共に僕の体――主に股こ間かん――が凄まじい力で押し上げられる。そして僕らは空へ。炎の中へ。

「｢｢｢｢ＧＯゴーッ!!　ガチムチ!!　ＧＯゴーッ!!｣｣｣｣

　観客たちの歓声の中、僕とオッちゃんは一つになり、そして――鳥になった。

『炎の中をガチムチが飛んでいる!?　こ、これは、フェニックスの降こう臨りんだぁぁぁああ!!』

　全てがぶっ飛びそうな気分、熱さ、状況……いや、実際に飛んでいるんだけどさ。

　一瞬の灼しやく熱ねつの後に僕らを包み込んだのは、浮遊感と心地よい秋風。そして、落下感。僕もオッちゃんも全ての体力を使い果てていた。受け身など取れず、僕たちはただ慣性によって進み、重力に引かれ――二人繋つながったまま、落ちた。ゴールテープの向こう側へ。

『ゴ、ゴ、ゴ――――――ル!!　チームガチムチ、いや、ガチムチームが奇跡を起こしてのゴールだぁあああぁあぁ!!　何て凄いんだ、私も目から汗が……。観客の皆さんから割れんばかりの拍手が湧き起こっています！　井ノ上さんも拍手喝かつ采さいだ！』

　周りの盛り上がりとは対照的に、僕の気力はもうマイナスのゾーンへと突入していた。

　……もう、燃え尽きたよ。真っ白に、さ……。

　パトラッシュ……僕、何だか疲れちゃったよ……すごく、股間に不快感があるんだ……。

　何かね、最後の方、オッちゃんのアレがね……うっすら何かこう……興奮か、こすれる刺激に反応したのか知らないけどさ、ちょっとアレがアレな感じになってたみたいでさ……もう、もうさ、もうね……わかるよね、パトラッシュ。泣いてもいいよね。

　地に伏した僕らを白粉をはじめとした大勢の人たちが取り囲み、喝采する。皆が口々におめでとうの言葉を投げかけてきた。

「……ヤった、ヤったんや、ヤりきったんや！　ついにオレらはヤったんや!!」

　汗だくで、荒い息で、オッちゃんは上半身を起こすと、みんなに見せるようにその逞たくましい両腕を空高く掲げて勝利の歓喜に身を任まかせていた。

　僕はその様子を地に伏したまま、呆ぼう然ぜんと見上げ続ける。目尻からこぼれた一筋の涙は勝利の歓喜だったのか、それとも陵りよう辱じよくされた悲しみだったのか……それすら今の僕にはわからない。

　僕は全てが夢であればいいのに、と切なる願いを胸に抱く。

「……おかしいよ。普通、こういうのって、ひょんなことから男女で組むことになってさ……男の方がついつい興奮しちゃって、彼女が怒るんだけど競技の最中だからやめるわけにいかなくて……っていう世の青少年に夢や希望をさ、サービスシーンな展開にさ……」

「佐藤さん、それは男女差別というものですよ。いけません、差別は」

「……チクショウ。なんで……なんで僕が……こんな目に……」

「おぉ、まさにこの姿は辱はずかしめられた後じゃないですか！　こ、これはエロい！　――あぅ！」

　しゃがんで僕の顔を覗のぞき込んできた白粉の後ろ髪を僕は掴み、引っ張った。

『感動的なゴールでした。さぁ、決勝戦は彼らによるスポーツチャンバラの一騎打ちです！　二回戦でもはや一心同体となった彼らが、今度は武器を持って雌し雄ゆうを決するのです！』

「さぁ佐藤さん。立ち上がってください！　次は決勝戦らしいですよ。股間を合わせ、比ひ翼よくの鳥となりて空を舞い、不死鳥となりて地に舞い降りし男たちが、今度は決別を――あぅ！」

　再び白粉の後ろ髪を引っ張り、僕はこれを支えに立ち上がった。

　……そう、そうなのだ。まだ決勝戦があるのだ。こんなところで寝ているわけにはいかない。最強のパートナーが最大の敵となって僕の前に立ちはだかるのだ。寝ている場合じゃない。

　――勝たなくては。そう、勝たなくてはならないのだ。こんな辱めを受けたというのに、ここで諦めるわけにはいかない。あの苦労は、あの恥ち辱じよくは最後に勝つためにあったのだ。全てを無駄にはするな、立ち上がれ、ヨー・サトウ！

　……ちなみに確か僕の記憶が正しければ白粉の言った〝比翼の鳥〟というのは一いち眼がん一いち翼よくの、二羽がくっつかなければ空を飛べぬという中国の伝説上の鳥である。比ひ喩ゆとして仲の良い夫婦に対して使われるものであり……うん、それだけで軽くイラっとくるよね。

「ヒロシ、オレらはお互いによぅ頑張った。……せやけどな。次の戦い、容よう赦しやせんで」

　そう言ってニヒルな笑みを浮かべながら、オッちゃんが手を差し出してくる。僕は白粉の後ろ髪を左手でグイグイと連続で引っぱりながら、右手で彼の大きな手を握る。周りから再び歓声が上がった。

「僕もだ。僕とて、全力で戦ってやる。手加減なんかしない。必ず僕が勝ってみせる。勝って、そして必ずあせびちゃんの……あ」

　――その瞬間、僕は重大な見落としに気がついた。




『――ではついに優勝賞品、今年度『一番かわいい女生徒部門』第一位、井いノの上うえあせびさんの手作りお弁当の授与です！　もちろん一口めは井ノ上さんに直接食べさせてもらえます！　では井ノ上さん、お願いします！』

『はぁ〜い。それじゃ！　はい、あ〜ん♪』

　僕はあせびちゃんが箸はしで、例のナルトのようなうなぎ料理を摘つまむのを呆ぼう然ぜんと口を開けて眺めていた。一体どんな味がするのだろう、そんな漠ばく然ぜんとした想いを胸に、人ひと集だかりの向こう、校庭の特設ステージの上にいる二人に視線を向け続ける。

　あせびちゃんとオッちゃんだ。

　僕は校庭の特設ステージから少し離れた玄関の前の段差に腰掛けて燃え尽きたボクサーのように――実際に燃えかかったのだけど――脱力していた。

「もう萌もえ尽きたって感じですね。ヤられ切ったというか、何て言うか、このあと泣きながらシャワーを浴びる姿が簡単に想像でき――あぅ！」

　ドレス姿のまま隣に腰掛けていた白おし粉ろい、その後ろ髪を素早く引っぱる。一刻も早くいつものおとなしい彼女に戻ってほしかった。一々何か言う度たびに僕の方を不気味な笑みで見つめながら口を開くのがとても不快である。

　再びステージに視線を向ける。小柄なあせびちゃんと、図体のデカイオッちゃんは遠目に見たらもはや美女と野獣……いや、幼女と太マッチョで、どことなく犯罪の香りがする、そう思ってしまうのは僕の心が汚れているせいなのだろうか。

　そんなことを考えながらオッちゃんがとろけそうな笑顔でうなぎを頬ほお張ばるのを見る。

　ゴクリと飲み込んでからオッちゃんがマイクを奪い取って大声で興奮気味に言う。

『うまい！　めっさうまい！　うなぎの蒲焼きと梅がこんなに合うやなんて今まで知らんかったわ！　もう今の一個でご飯何杯でもいける！　しかもパリッとした骨のおかげで食感もえぇわぁ。単体でツマミとしても――』

　……一瞬、ステージ上、そしてステージ前に集まっていた人々の頭の上に〝？〟の文字が浮かんだように見えたのは恐らく、僕だけではあるまい。

『あれぇ？　骨なんて入ってないはずだよ〜？　だって市販のうなぎの蒲かば焼やきで……あっ』

　――やはり、きたか。僕は思わず白粉の後ろ髪を掴む手に力が入る。

『……うなぎを丸めるために爪つま楊よう枝じ使って……あ、あ、一緒に食べさせちゃったよ〜！』

　あせびちゃんのその言葉と雰ふん囲い気きに、ヤバイ、という空気が一気に人々の間に広がる。食べさせた直後ならまだ〝かわいらしい失敗〟として笑いになるが、すでにその爪楊枝はうなぎの身と共にオッちゃんの胃袋の中だ。……っつぅか、オッちゃんも気づけよ。

　うわ〜ん、と今にも泣きそうな顔をするあせびちゃんだったが、意外にも、そしてある意味では僕の期待通り、オッちゃんの大きな手が彼女のフワリとした猫耳帽子の上に置かれる。

『なぁに、心配いらんで！　オッちゃん見ての通り鍛きたえとるからな！　爪楊枝の一本や二本どうということはあらへん！　むしろ食物繊維となってオレの快かい便べんの力になってくるはずや！　食感も良ぅなって最高やないか！』

　グワァハハハハ、と食事の話に下ネタを交まぜ込むという大変アグレッシブなテクニックを使いつつ、オッちゃんは豪快に笑う。その様子にあせびちゃんは「ホント〜？」と不安げに、しかし、嬉うれしそうに微笑み、観客たちにもどこかホッとしたような気配が漂う。

　しかしそこはさすがのあせびちゃんだ。笑顔のまま、追撃の手を緩ゆるめない。

『使った爪楊枝、プラスチック製なんだけど、大丈夫なら良かった〜♪』

　うわぁ……という嫌な空気が漂い、オッちゃんの笑顔が少し引きつった。

　まぁ、何というか、世の中には知らない方がいいものってのが往おう々おうにして多いよね。

『それじゃもっといっぱい食べて〜。はい、あ〜ん』

　嬉しそうに微笑むあせびちゃんは〝この目の前のオッちゃんはプラスチックを分解できる能力がある〟とでも判断したのか、無む邪じや気きに再び爪楊枝が刺さったままのうなぎをオッちゃんの口元に持っていく。……確実に食べさせようとしていた。

　オッちゃんが笑みのまま数秒固まっていたが、覚悟を決めたのか、再び豪快に笑った。

『嬉しいのぅ！　一口だけやと聞いておったのに、二口めまで！　こりゃオッちゃん、嬉しすぎて昇天しそうやわ！』

　オッちゃんは再びプラスチックの爪楊枝ごと口の中に。今度はマイクを持っているので時折、パリポリという嫌な音がスピーカーから流れた。その食べっぷりに嬉しくなったのか、あせびちゃんは次から次へとオッちゃんに食べさせ始める。

　オッちゃんは、著しや莪がが〝食べ合わせが悪いとされる食材のオンパレード〟と呼んだ弁当を次々にその胃の中へと落としていく。観客たちにも何かよくわかんないけど、オッちゃんが笑っているならそれでいいか、という雰囲気が生まれ……大団円、でも多分違うけど今はこの優しい見せかけだけの嘘うそに騙だまされていたい……そんな群集心理が働いたように妙に曖あい昧まいで、フワッとした感じの雰囲気のまま、この企画は無事に終了を迎えた。

　……全て僕の予想通り。そもそもこのあせびちゃんの弁当争奪戦、途中から僕は目的を見失っていた。あせびちゃんに悲しい想おもいをしないでもらうため、そして文化祭を頓とん挫ざさせないため、正義感溢あふれる僕は自みずからを犠ぎ牲せいにするつもりで参加していたが、よくよく考えればそんなことをする必要などなかったのだ。いや、あせびちゃんや文化祭がどうでもいい、というわけではなく、僕の代役をこなせるだけの優秀な人材がすぐ近くにいたのだ。

　彼、そう、逞たくましい肉体を有するオッちゃんならばあせびちゃんのヤバイ弁当を食べたとしても人前でぶっ倒れたり、あせびちゃんに苦情を叩たたきつけたりはしないだろう。二回戦終了時、僕はそう判断し、決勝戦のスポーツチャンバラを開始一〇秒でわざと負けたのだ。

「……これでいいんだ。そう、これで、みんな幸せになった」

「彼は己おのれに向かってそう呟つぶやいた。あえて自ら身を引くことによって愛する人へ幸せを送ったのだ。誰からも賞賛されない、誰も彼のその姿を知らない……それでもいいのだ。これは自分が望んだ結果なのだから。彼は微笑み、遠くから心と体を重ねた愛いとしき男を眺めていた。下腹部の疼うずきと共……あぅ」

「……変なナレーションを入れるな」

　ステージ前にいた人々が散会し始める。どうやらしばらくステージ企画はないようだ。携帯を見てみるとすでに午後二時近く。僕らはなんだかんだと三時間近くやっていたらしい。昼を過ぎていたせいで空腹ではあったが、それ以上に疲ひ弊へいしていて、動きたくなかった。白おし粉ろいに頼んで適当に何か買ってきてもらおうかとも思ったが、今この後ろ髪を離すことに微妙に不安を覚えたのでやめた。それに、今のこのドレス姿のまま、一人でパシリに行かせるのはさすがに酷こくな気もする。

　実際、いくら文化祭とはいえ、かなり気合いの入ったドレス姿の白粉はやたらに目立つ。散会していく人たちの中からチラリチラリと僕と白粉に視線が向けられるのもそのせいだろう。

　白粉もまたそれらの視線に感づいたらしく、顔に浮かんでいた邪じや悪あくな笑みは薄れ、いつもの自信なさげな表情が戻ってくる。

　眼鏡めがねを外し、少しでも視線から外れようとするかのように、僕の方へと体を近づけてきた。

　――これからどうする？　――中庭にあるカフェに行ってみようぜ。――カフェ？　――ホラ、あそこにいるような……チッ、彼氏付きかよ、リア充じゆうめ。

　僕と白粉は、はっとして互いの顔を見やる。確かに文化祭で男女二人が並んで座っていれば誤解される。しかも、僕は彼女の後ろ髪を握ったままで、傍はたから見ると肩を抱き寄せているように見えるのかもしれない。僕は慌あわてて手を離そうとするのだが――。

　――バカ、おまえ、さっきのレース見てなかったのかよ。あの人は真のガチムチだぞ。女になんか興味ないって。――あ、それもそうか。

　白粉の顔にシャァ〜、とか聞こえてきそうな邪悪な笑みが再び浮かんできたので、今一度お下げを引っぱると、あぅ、と声が上がった。

「……っつぅか白粉、おまえ、戻らなくていいのか。サクラだろ」

「あ、それはもう大丈夫みたいです。もう人が結構来てましたし、それに――」

　――それより、あのカフェ、一〇〇〇円以上注文したらそこでメイドさんとかと写真撮とってもらえるらしいぞ。しかもさっき天然ドジッ子眼鏡メイドとリアルツンデレメイドが追加されたという報告が。――バカ、何故それを先に言わない！　行くぞ、グズグズするな！

「――というわけでして」

　白粉曰いわく、説明会を終えた真ま希き乃のと淡あわ雪ゆきが歩いているのを槍やり水ずい先輩が見つけ、半なかば強引に自分のスケープゴートとしてカフェに提供したんだとか。ようやく自由の身となった先輩と一緒に白粉も私服――彼女の場合は制服だが――に戻ろうとして席を立ったところ、凄まじい漢オトコの気配を感じ、全力疾しつ走そうでグラウンドに向かったそうな。

「……おまえ、いつからそんな特殊能力を……。白しら梅うめの奴は何も言わなかったのか？」

「着替え希望のお客さんが多くって、梅うめちゃんは途中から着付けに回ったので特には……あ」

　白粉は申し訳なさそうに俯うつむいて苦笑していたのだが、急に顔を上げると再び眼鏡を装着して僕を視みてくる。その目は、鋭い。

「時に佐藤さん。後こう学がくのためにお訊ききしたいのですが、やっぱり走行中の刺激に自然と勃――あぅ！　以前読んだドキュメンタリー本の中でノンケの著者がとあるサウナに潜入取材をしたんですが、その気ケがなくてもやはり人間、相応の刺激を受けるとやっぱり――あぅ！　……ま、まだ何も言って――あぅ！」

「言わんでもわかるわ！　っつぅか言わせるか！」

「……ほぅ。つまりあたしが言わんとしたことを察せられる程度の自覚が……あぅ！」

　一度引っぱってから、僕は邪気を放つ彼女の後ろ髪から手を離し、仕方なく立ち上がる。体はまだ休んでいたいと訴えるが、白粉にこれ以上セクハラされるよりはマシだと僕は自分に言いきかせた。

　とりあえず著莪に恨うらみ言ごとの一つでも言って、飯めしでも奢おごらせにゃこのむかっ腹も空腹も収まりそうにない。僕は携帯を開き、彼女の位置をＧＰＳで調べる。……チッ、すでに学校を離れているのか。これは……自宅かな？　帰ったらしい。

　……ん？　ってことは先輩は今一人で見て回っているのかな？

「白粉。先輩、どこに行くか言ってた？」

「先輩なら著莪さんと一緒ですよ。今日、淡あわ雪ゆきさんと禊みそ萩はぎさん、著莪さんの家に泊まっていくそうなので、それで先に二人で部屋を掃除しに。確か、槍やり水ずい先輩も泊まっていくって言ってたような。……あたしも呼ばれているんですけど、今夜はちょっと執筆したい気分なのでお断りしようかな、と。何せインスピレーションは生もの！　特に制作意欲はまさにサバのように鮮度が落ちやすいものですから、湧わいた瞬間こそ書き時！　思いついたら吉きち日じつ、善は急げですよ！　今夜中に新作を――え？　あ、あの？」

　僕は白粉の言葉にガバッと彼女に覆おおい被かぶさるようにして両手を伸ばす。後ろ髪が狙ねらわれたかと思ったのか、白粉は防御体勢を取ろうとするも、今回の僕の手は彼女の後ろ髪ではない。強く握ったら壊れてしまいそうな薄布越しの彼女の双そう肩けんを掴むと、前後に激しく揺らす。

「……白粉、その話は、本当か？　嘘うそじゃないんだな？」

「え？　あ、はい。ほ、本当です、本当ですよ！　えぇ、必ずです！　より素早い動きのために半ば強引に合体させられての手押し車を強要されるサト……サイトウ刑事の痴ち態たいを鮮やかに描いてみせ――!!」

「そっちじゃねぇよ！　お泊まり会の話だよ！」

　白粉は困惑しつつも頷く。その様子に僕は自分の人生が完全な勝ち組であることを確信した。まさか、まさかここに来てこんなチャンスが到来するとは!!

　白粉の意外に大きい瞳に映る、僕の顔がほくそ笑む。どこか先ほどまでの白粉の笑みに似ている気がしたが、気にしない。

「……そうかそうか。うん、そうか。白粉、いろいろとありがとう。それじゃ頑張ってね」

「えぁっと……？　は、はい。ガンバリマス？」

　白粉にとってはイマイチ状況が理解できていないようだが、それでいい。構わない。どうでもいい。僕は彼女から手を離し、それじゃ、と挨あい拶さつすると、白粉は僕の方を気にかけながら中庭のカフェへと戻っていった。

　彼女の後ろ姿を眺めつつ、僕は両手を握りしめる。

　――そうか、そういうことか。どうりで説明会を受けるだけなのに、淡雪たちが妙に大きな鞄かばんを持ってきているなと思ったら……なるほど！

　しかも何だ、あせびちゃんの弁当争奪戦に参加したことで、精せい根こん尽つき果てて寮に戻る体力がないと訴えれば自然と僕も著莪のマンションに泊まれるはずだし、何よりそこは親しん戚せきの家、従姉いとこの部屋マンシヨンだ。この僕が泊まってはいけない道理はない！　何より著莪には僕をスケープゴートにしたという負い目もあるだろうから、多少嫌な顔されても何とかなることは請け合いだ。

　ともかく部屋に侵入……じゃなくて入室してしまえば白粉がいない以上白梅の監視もないはずだから……あとはもう大人の階段を駆け昇るだけ！　……いや、もちろん相手の同意を得た上で、だよ？　うん、そう、無理やりとかそんな野や蛮ばんで最低なことはしないのだよ。

　……だってねぇ。一つ屋根の下どころか、一つのマンションの部屋で五人の男女が一緒にいたら、そりゃエロスの本能から自然とくんずほぐれつな感じに……ムフゥ。

　ただまぁ複数人だし、中学生が二人もいるし、いきなりそこまで駆け昇るのは性急かもしれない。ならば、あえて時間を遅らせて訪問することで女同士ということで油断し、あられもない姿でいるであろう彼女らをじっくり拝おがませていただくという感じでも……ヌフゥ。

　何にせよ、もはや奇跡のハーレムエンドまでもはや時間の問題だ。

　世の中はまさにゼロサムゲーム、ならば個人の人生においても同じことが言えるのではないだろうか。僕は伝えたい。世界中で悩み、苦しんでいる人たちにこの理論を伝えたい。苦しいのは今だけだ、諦あきらめちゃいけない。今その苦しい時期を乗り越えたらきっと抱えきれないぐらいの幸せが君を待っているはずだから。未来を諦めないで、未来を信じて。あと少し、もう少し、一緒に頑張ろう。大丈夫、君の苦しみは必ず救われるから。努力は、頑張りは、いつか必ず報むくわれるから。

　……たとえ中年のオッちゃんに股間を押しつけられて、今もなお僕の股またぐらにダイナミックな彼のモノの感触が残っていたとしても……それでも人生を諦めてはいけないんだ。

　明るい未来は、幸せは、救いの手は……そしてサービスシーンは、もう、すぐそこまで来ているんだ。だから、頑張ろう。あと少し、もう少し。さぁ、顔を上げて。もうすぐ君の苦しみは終わりを告げる。そしてもうすぐ幸福が君の名を――。

「洋ようく〜ん」

　そう、そんな一切の邪気を持たぬ、幼子のような声で、君の名を呼び……。

　僕はその声に立たち眩くらみのような目眩めまいを覚え、その場にしゃがみ込む。落ち着け、ヨー・サトウ。今夜、子どもからの脱却を約束されし勇者よ、まだ何かが起こったわけではない。

　ただちょっと名を呼ばれただけだ。あの聞き覚えのあるかわいらしい、井ノ上あせびという名をした……《死しに神がみ》に。

「……このタイミングで来るか。だが――！」

　今まで散々苦しみ抜いてきた。たかだか試練の一つや二つ増えたところでどうということはないはずだ。負けるな、諦めるな、立ち上がれ！　凄まじく嫌な予感がしたとしても、そんなものは信じるな。信じるのは明るい未来だけで十分だ。

　僕は疲労だけではない体の重さを感じつつも立ち上がり、声の方を見やる。屋外ステージ前を行き来する丸まる富とみの生徒や一般の人たち。その中に鞄を肩からかけたあせびちゃんが手を振りながら、こちらに小走りにやってくるのを見つける。彼女の後方では腕章をつけた人たちが走り回って何か声を上げていたりしたが、僕の視界にはあせびちゃんの笑顔だけが明めい瞭りようだった。

　僕のところまでやってくると、はぁはぁ、と息を切らしたあせびちゃんは鞄を下ろす。どうしたの？　と声をかけると彼女は、えへへ〜、と得意げな顔で僕を見てくる。無邪気な、幼子のような、思わず抱きしめたくなるような、そんな笑みだ。

「洋くんにね、お疲れ様って言いたくって。あっちのお弁当のためにあんなに頑張ってくれて、嬉しかったよ〜」

　……まぁ、あせびちゃんのお弁当のためではあったね。うん。

「まぁ、最後負けちゃったけどね。いやぁ、あんなにおいしそうなお弁当食べられなくて残念だったなぁ。あはは」

　すっと彼女の小さな手が僕の手を掴んでくる。いきなりのそれに驚きと……若じやつ干かんの恐怖を覚えつつ、彼女に引かれるがままに近くのベンチに腰掛ける。隣に座ったあせびちゃんが鞄の中から巾きん着ちやくで包まれた何かを取り出した。

「あのね、それでね、洋くんにね。コレ、プレゼント〜」

　そうして、巾着の中から出てきたのは珍妙な容器だった。円柱状の容器にそれより幾分小さい円柱状の容器が三つくっついているもので……そう、それはまさに傍はたからみるとネコの肉球を模したデザインで、よく見れば蓋ふたにはネコの足跡模様が入っているという凝こりようだ。

　その容器からは凄くおいしそうな匂においがし、僕はいろんな意味でゴクリと生なま唾つばを飲んだ。

「あっちのお昼ご飯用って思って持ってきたんだけど、洋くん、食べていいよ〜。オジサンが食べたのより小さいけど、中は一緒なんだぁ」

　カポ、カポ、カポっと音を立てつつ容器の三つの蓋ふたが開けられる。そこには確かにあの梅を巻いたうなぎをはじめとした料理が綺麗に収まっていた。

　僕は慌あわてて辺りを見渡し、救援を求めようとしたが、知っている顔は誰もいない。

　せめて白粉がいてくれれば……クソ、こういう時に限ってアイツはいないのか！

　その時、ふと遠くの方からサイレンが聞こえてくる。火事……じゃない、消防車ではなく、救急車だ。それがいきなり校庭に突っ込んでくると急停車し、救急隊員が飛び出してくる。二人が素早く担たん架かを準備し、一人が腕章をつけた学生と何か喋しやべり始めた。

　――患者はどこです？　――こちらです。急に倒れて……。我が校の警備をやっている方なのですが……。

　じわり、と粘ねん度どの高い嫌な汗が僕の全身から滲にじみ出てくる。

　あせびちゃんを見ると、彼女は「何かあったのかなぁ？」と無邪気に言っていた。

「あの、今、コレ僕が食べちゃうとさ。あせびちゃんのお昼が……」

「あっちはいいよ〜。屋台とかで何か食べるから気にしないで〜」

　……クッ！　何という優しさだ！　人の善意ほど振り払うのが難しいものはないというが……。しかしだからといって負けるわけにはいかんのだ！

「……ねぇあせびちゃん。ホラ、僕負けたわけだからさ。それなのに食べるっていうのはちょっと卑ひ怯きようっていうか、ね？　他の負けた人たちに悪いというかなんというか」

　箸の準備をしていたあせびちゃんの表情がいきなり曇くもり、え？　という声が漏もれ、彼女の被かぶっている帽子のネコミミがいきなりシュンとしてしまう。

　あぁ、チクショウ……彼女にこんな顔をさせたくないがために頑張ったはずなのに、何でこうなる!?

「……そっか。そう、だよね」

「ご、ごめんね？」

「ううん、いいよぅ。大丈夫。あっちこそ、ごめんね。あ、気にしないでよ〜。……ただ、頑張った洋くんに食べてほしいなって、ちょっと想おもって……」

　――神様、あなたは何て酷こくなことをするのです。彼女にこんな悲しそうな顔をさせるなんて……いやまぁ、させた張本人は僕なんだけど。

　あぁクソ、どうしたらいいんだ！　できれば安全に今夜著莪のマンションに突撃したい。しかしだからといってあせびちゃんに悲しい想いをさせていいのか？　それは彼女の善意を無む下げに断ってまで――一人の少女にあんな顔をさせてまでするべきことなのか？

　そもそも女の子から僕に食べてもらいたくて、とそこだけ聞くと何かやたらにエロい感じに聞こえることを、今までの僕の人生で言われたことがあったか？

　……あぁ、あったか。昔、著莪が料理を作って強烈にしくじった際の残飯処理をさせようとして……いや、そんなことは今はどうでもよろしい。

　目の前で人が、それも女の子が悲しんでいる。それを見過ごせるのか、僕は。

　チクショウ、目の前に広げられた小さくてかわいらしく、何よりもおいしそうな弁当に腹の虫が騒ぎ始めやがった。食べたい。今すぐこれを口に、胃に、収めてしまいたい。味わいたい。そんな力強い衝動が湧き起こる。

　普段のスーパーなら力強い加か護ごにほかならぬそれが、今は憎らしい。

　きっと海で遭難した人が真水を欲する時はこんな気分なのだろう。飲みたい、水は周りにいっぱいある、しかしそれは海水で、飲めば飲むほど命を削る……頭ではわかっていても、体は求めてしまう。

　……しかし待てよ、今の僕の状況は似て非なるものじゃないか？　食べたとしても案外大丈夫という可能性は否定できないのだ。それに仮に体調を崩したとすれば尚なお更さらに著莪のマンションに泊まっていく理由ができるというものじゃないか。

　それに、だ。目の前で女の子が悲しんでいる……そんな時に何もしないような奴は男じゃない。そんな奴にハーレムエンドを迎える資格は与えられない！

　ハーレムエンドとは全ての女の子を幸せにできる選ばれし男だけの特権なのだ！

　何より女の子を泣かせて手に入れる男の幸せなどあるはずもないじゃないか！

　……僕は、意を決した。

　箸はしをしまおうとしていたあせびちゃんの手に、僕の手を被せるようにして、止めた。

「……やっぱり、食べていい？」

「で、でも……？」

「目の前でこんなおいしそうなお弁当広げられたら、我が慢まんできないよ。……二人だけの秘密ってことで、どうかな？」

　パァッとあせびちゃんの顔に明るさが戻り、悲しげなそれが一気にいつもの元気一杯な彼女のそれになる。まるでサプライズのプレゼントを貰もらった子どものよう。ついでに、一体どんな原理なのか、彼女の帽子のネコミミまで元気を取り戻していた。

「うん！　いいよ〜。あっちと洋くんだけの秘密〜♪」

　はい、と、箸を渡してくれる。……これで、完全に退路は断った。あとは喰うだけだ。

　――聞こえますかー!?　……ダメだ、これは酷ひどい。一体何があったんです？　――実は文化祭の企画で障害物レースを。――普段運動しない人とかならわかりますが、この人の体からすると考えにくい。もっと具体的な原因があるはずです。――実はこの人、勝つために火の中に飛び込んだりいろいろしていて……。――なるほど。――あぁ、綺麗なお花畑やぁ〜。お、川の向こうで美少女が手ぇ振っておる……ぐぅわはは……たまらんのぅ、今行くさかい、ちぃと待っててなぁ〜……。――幻げん覚かくを見てる？　薬物の疑いもある。血液検査の準備を病院に要請。とりあえずこのままじゃマズイ、運び出すぞ。

　……僕は箸を持ったまま、瞼まぶたを堅く閉じた。

　退路を断つのは、あと数秒待ってからにするべきだった。

　……これが後悔というものか。昼食の前菜にするには苦い味だ。

　いや、ダメだダメだ。ネガティブに考えちゃダメだ。良い方に考えろ。オッちゃんが喰った弁当より量は少ないし、彼のように勢いで爪つま楊よう枝じまで食べたりしなければきっと大丈夫だ。

　そう、大丈夫なのだ。信じろ、自分を。自分の強きよう靱じんな胃を。そして明るい未来を、幸福な未来を、今こそ信じるんだ！

「い、いただきます！」

「めしあがれ〜♪」

　猫の肉球型弁当箱は、中心の手のひらと指の三つの部分で分割ができるようだ。そのまま食べた方が画えになるのかもしれないが、いささか食べづらいので四つに分割する。

　まずは軽いジャブとして指肉球の一つを手に取る。それにはタコと叩いた梅干し、黒ゴマとコンニャクの二つの和あえ物ものが区分けされて収まっており、まずは前者に箸を伸ばす。

　茹ゆでられているらしいタコの身は細く、小さく、短たん冊ざく状じようになっており、白いその身と皮の赤、そして梅干しの赤と合わさって紅白で何ともおめでたい見た目だ。それを少量摘つまんで口に運べば、最初に梅の酸味が口内を刺激した。しかしそれはツンと突かれるような刺激ではなく、どこか優しく、まろやか。そんな梅肉をまとまったタコの身は丁てい寧ねいに刻まれているせいか、あのやたらにしつこい歯ごたえはなく、シコシコとした歯触りを楽しめばすぐに飲み込めるほどだ。……梅の酸味、そしてその身を噛むことで止めどもなくツバが湧き出てきて、食欲を促うながす一品である。

　続いてこちらも短冊状になっているコンニャクとゴマの和え物を食する。まろやかでコクのある甘いゴマの味の中でコンニャクが躍る。先ほどのタコと梅の和え物とは違い、こちらは包み込むような味わいが……と、その時、ふと、あることに気がつく。料理ではなく、その収まっている容器に、だ。肉球弁当箱の指の部分、二つの和え物は一つの容器に収まっているものの、味わいが違い過ぎるためアルミホイルの容器で分けられている。これは普段の弁当では見ないことだ。スーパーで買う弁当はほぼ電子レンジの使用を前提としており、そのためアルミホイルのようなものは使用されていない。ある種、手作りのお弁当では当たり前のそれが、〝狼おおかみ〟としてスーパーマーケットに生きている僕にはちょっと、珍しかった。

　おいしい？　とあせびちゃんに首を傾かしげて訊きかれるので、僕は頷うなずいて答える。彼女はえへへ〜と、また嬉しそうに微笑んでくれて、僕の方こそ嬉しくなる。女の子の笑顔は世界を幸せにする魔法だ……と、ちょっとキザなことが頭に思い浮かんだが、白粉の先ほどまでの邪悪な笑みを思い出し、一部例外を除いて、とアサリの佃つくだ煮にを摘つまみつつ頭の中で付け足した。

　佃煮は黒砂糖を使っているということで、普通のそれよりも素そ朴ぼくで大らかで、そして力強さを感じる味。これもうまい。醤しよう油ゆの塩気も当然あり、ほっかほかの白米にこれを載せたら、きっとうまいんだろうなぁ。

　……さて、と。いつまでも逃げ回ってばかりはいられない。いい加減、メインディッシュであるうなぎに箸を向けなくては。確か梅とうなぎの食べ合わせが悪いというのは迷信だとか聞いた気がするけれど、あれだけ有名だし、何よりあせびちゃんの手料理だ。油断はできない。

　肉球弁当箱の手の平の部分、その一番大きな部位の半分ほどを四つ、それが鎮ちん座ざし、埋めていた。ちなみにキュウリのスライスで区分けされたもう半分は松茸ご飯だ。主食としては量が少ないが、本来あせびちゃんのお弁当であることを考えるとこれぐらいでちょうどいいのかもしれない。

「それはねー、あっちのお母さんのアイディア料理で、作り方を教えてもらったんだぁ。おいしいよ〜」

　あせびちゃんの手の温もりが伝わってくるような小さなうなぎ巻きを、僕は箸で摘み上げ、まず観察する。それは見た目を大事にしたのか、カットしたうなぎの蒲焼きの身の方を外側にし、皮側に梅肉を包み、丸め、爪楊枝で止めている。簡単といえば簡単だが、複数個作るとなると結構面倒な料理だろう。ただお弁当にうなぎの蒲焼きを入れることを考えると、こっちの方が食べやすいだろうし、何より収まりがいい。

　よし、と僕は覚悟を決める。腹に力を入れ、いざ、勝負！

　口に入れ、爪楊枝を指で引き抜く。甘じょっぱい蒲焼きのタレを感じつつ、柔らかなその身を咀そ嚼しやくすればうなぎの脂あぶらがぶわっと広がる。二つのそれが合わされば当然、コッテリとしたパワフルな味となって口内を席巻するのだが……それでこの料理は終わらない。そう、梅肉がいる。怒ど濤とうの勢いで僕を翻ほん弄ろうするコッテリとした蒲焼きの味わいを、咀嚼することで束そく縛ばくを解かれていく梅の酸味が追いかける。まるで横暴になりがちな豪ごう傑けつをたしなめる良妻のように、うなぎの一歩間違えると重くなりがちな、そのコッテリ感を梅の酸味がうまくコントロールしていた。しかも凄いのはただ一方をその味で押さえこんでいるのではなく、合わさることでより互いの良さを高め合っているということだ。蒲焼きの重みと力ある味わい、梅干しの単調ながら裨ひ益えきな酸味……互いの足りないところを補い合い、良いところを伸ばし合う。先ほど僕はこの二つを豪傑とその良妻にたとえたが、まさにこれには比ひ翼よく連れん理りという言葉がよく似合う。

　うなぎの蒲焼きは食べているとどうしても時折サッパリとした漬け物のようなものが欲しくなるが、これは一品、そして一口で完結させているのだ。

　これらうなぎと梅の合わさりによって生まれるのは……当然のように、笑顔だ。

　あせびちゃんも僕の顔を見て笑顔になってくれる。

　……だが、当然、笑顔が生まれておしまいというわけではない。もう一つ生まれるものがある。それは白いご飯への衝動である。

　今回、豪華にも松まつ茸たけご飯が入っているがこれではちょっと奢しや侈しというか、オーバーパワーだ。きっと人に食べてもらうのだからと、頑張りすぎたのだろう。僕は小さく笑った。

　ややもったいない気分を胸に、松茸ご飯を食べる。さすがに松茸の風味はうなぎ相手だと力負けしてしまうが、ご飯への衝動は最高の満足感へと変わってくれる。

　口内を空からにし、おいしいよ、とあせびちゃんにそう言おうとした時、不意にふっと爽さわやかな香りが口内と鼻び孔こうを吹き抜けた。何だ、と一瞬思ったものの、レース前のステージ上で、あせびちゃんがこれには大葉が入っていると言っていたっけ。多分、梅の中に細かく刻まれて入っていたのだろう。その香りだ。

　……うなぎの蒲焼きと梅と大葉。簡単な料理、単純な組み合わせ……そう思っていたが、なかなかどうして、後味にまで気を配られた見事な一品である。

「凄いね、コレ。ホント、おいしいよ」

「ホントー？　わーい！　あ、これも食べて食べて〜、はい、あーん」

　そう言ってあせびちゃんははしゃぎながら蟹かにの天ぷら、その衣ころもからはみ出ていた爪先の部分を摘み上げて、僕の口元へと運んでくれる。何かかけるものがないのかな、と一瞬思ったものの、どうやら塩か何かが振りかけられているようだった。

　彼女の笑顔に触発されるように、僕もまた彼女のような笑顔で口を開け、食べさせてもらう。何だか、無性に嬉しくて、異様に幸せな気分だった。おいしいご飯に、かわいい女の子……それはある種、男の理想が揃そろっていると言ってもいいからなのかもしれない。

　僕は体が軽くなっていくような、妙な高揚感を覚えた。

　あせびちゃんに蟹を食べさせてもらい、その味わいを堪たん能のうしつつ、タケノコの天ぷら、またうなぎと梅に箸を付け、松茸ご飯をかっ喰らい、アサリの佃煮を摘み……タコと梅の和え物が……酸味と食感が良く……コンニャクの食感も良く……て……てってってー……気がつくと、空になってててってってー……デザートのゼリー、おいいしいぃ……ジュルって、ジュルって……食べ、爽やかで、で、全部食べ……終わ……あせびちゃん……飲み物を買いにににに……あれぇ、何で地面に……空が、見え……人が僕をかこんでで……救急車が……。

　………………………。

　………………。

　…………。

　……かゆ、うま。




　　　　　１




　耳をくすぐる雀すずめの声に、僕は目を覚ました。

　僕は額ひたいに浮いていた汗を手で拭ぬぐい、辺りを見回した。

　白い壁、白い天てん井じよう、白いカーテンで覆おおわれた窓。そのカーテンの隙すき間まから室内に差し込む白い光。……朝だ。そしてうっすら見覚えのあるベッドに寝ている自分。そしてベッドの脇わきには椅い子すと棚たな、小型のテレビ。あ、そういえば以前ＳＳセガサターンを助けるために部室から飛び降りた日の夜、このテレビで著しや莪がと『桃もも鉄てつ』を六時間ぐらいプレイしまくったような記憶が……。ということは、ここは、井いノの上うえ総合病院？

　……ということは、僕は生き残ったのだ！　良かった。あの弁当の魔の手から……逃れきったのだ！　死神の鎌かまをかわしきったのだ！

「はははっ、やった、やったぞ。生きてる、生きているぞ！　あははははははっ……はは、は……はは……チクショウめ。わかってる、わかってるよぅ」

　僕の目め尻じりに涙が溜たまったのがわかる。生せい還かんできた歓喜のそれではない。寝起きのあくびのそれでもない。……ただの悔かい恨こんの涙だった。

「……お泊まり会、終わってんじゃん……」

　もう、ね。あせびちゃんの例のアレがどうだとか、お弁当の効力とか、食べ合わせの善よし悪あしとか、そもそも僕が生きていようが死んでいようがぶっちゃけどうでもいい。そんなくだらないことよりもお泊まり会の方が重要だったのだ！

　あの時ついに見つけたと思った大人への階段は今や朽くち果ててしまった！

　……はっ、いや、待て。まだ、間に合う……か？　今から全力で走っていけば、全員が眠っているところに突入できるんじゃ……！

　その奇跡の可能性に気がついた僕は慌あわてて室内に時計を探すが、見つからない。代わりにベッド横の棚の上に僕の携帯を見つけた。早朝、まだ七時前。――ギリギリいける！

　すぐさまベッドから降りようとするのだが……ここで僕の体に起こっている重大な異変に気がついた。

　右足の感覚が、ない。正確には足の付け根の感覚はある、が、そこから先が何も感じない。

「まさか……足が!?」

　血液の一部の病気によっては血管が詰まったりして、最悪足を切断……なんていうこともあるとかないとか。まさか僕が食べたあせびちゃんの弁当が胃や腸から吸収され、その不可思議な栄養分が血流に乗り、右足を……。そしてすでに手遅れになったと判断した外科の先生がやむを得ないとして足を切断したとか……。

　バ、バカな！　そんなバカなはずがあるか！　足を、足を切断するだなんて……そんな！　足がないと――これから著莪の家まで走っていけないじゃないかっ！　せめて切断はあともうしばらく、そう、それこそ僕が大人の階段を昇り切った後ぐらいにしてくれ！

　頼む、神よ！　足を、僕の足を返してください！　もしくは翼をください！　お願いです神様、どうかどうか――セガのハード事業部を復活させてください！　違う、そんな世界60億人の願いの成じよう就じゆじゃなくて、今回は足を！　もしくは翼を！　神よ――セガによるゲーム業界の掌握を！　ち、ちが、いや違わないけど、あの、えっと――くそぉぅ！　僕は焦っているのか!?　ループしたぞ!?　落ち着け、まずは事実を確認するんだ！

　僕は慌てて掛け布ぶ団とんを捲めくる。恐らく病院の人間の手によって着替えさせられたであろう、白い病院服を着た僕の体。それにはやはり足が……なくは、なかった。まぁ、えっと……あるにはあった。ただし、普段はないものがくっついていた。

　大きな黒、白、茶の毛むくじゃらの塊かたまり――そう、あせびちゃんだ。

　彼女は以前にも見た、顔だけ出るようになっている、全身を包むメタボな三毛猫の着ぐるみを着て、僕の右足を抱だき枕まくらのようにして腕、股またの間で包み込み、トドメに太もものところにその穏やかな寝顔を載のせていた。
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　……えっと……ということは、なんだ？　右足の感覚がないのは、あせびちゃんが枕代わりにしていたせいで、神経を圧迫され、血流が滞とどこおっていたせい……ということか？　なら、あせびちゃんを引き離せば……走れる！　著莪の家に行ける！　大人の階段が僕を待っている!!

　よしっ、と僕は元気を取り戻すとあせびちゃんの切り離し作業に取りかかる。

　あせびちゃんは相変わらず起こすのを躊躇ためらわれる天使のような寝顔を浮かべているが……今回ばかりはごめんね。

　僕はまず、彼女の腕を解ほどく。意外とすんなり外はずれる。それから股の間から足を引き抜こうとするものの、感覚がないせいかまともに動かない。ならばと、あせびちゃんの首根っこを掴つかみ、彼女の体の方を引き離しにかかる。

　……でも不思議だよね。同い歳どしのかわいい女の子と同じベッドで寝ている上、僕の下半身にムギュッて感じで抱きついているのに一いつ切さいエロい感じがないのって。あせびちゃん＋メタボ猫着ぐるみという絶妙な組み合わせだけが為なせる奇跡と言って良かった。

　あせびちゃんを徐々に徐々に引き離していくと、僕の太ももに載せていた彼女の頭がガクンとベッドに落ちる。こればかりはさすがにあせびちゃんも目を覚ましたようで、「ぅん……ん〜」と呻うめき……再び僕の足に両手足を伸ばしてくる。

「ストップストップ、というか、お願い起き……て……え、あ、あぁああぁ!!」

　あせびちゃんが離れたことにより、僕の右足の血流は正常な状態になり……凄すさまじい痺しびれが。恐ろしく長時間正座し続けた直後に立ち上がったかのような、身み悶もだえする痛みというか痺れ。まるで右足の神経が剥むき出しになっているようだ。しかし、それは即ち感覚が戻ってきたことでもある。いける、いけるぞ、この痛みに耐え抜けば――！

　その時、あせびちゃんがムクリと起き上がり、その肉球付きの手で目をこする。

「ん〜……んぅん。あれぇ……あ、洋ようくん、おはよー……うぅん〜」

　そして、また、倒れた。……今、超絶敏感になっている、僕の右足の上に。

「ぬがあぁぁあああぁぁあぁぁあぁああああああぁああぁぁああ!!」

※ヌガー　（仏：nougat）菓子。キャンディーの一種。砂糖と水飴などを煮詰め、ナッツ類やドライフルーツなどを混ぜ、冷やして固めたもの。（出典　丸宝辞典）

　まさに悶もん絶ぜつ。僕は枕を力の限り抱きしめ、堪こらえた。耐えた。というか、それしか出来なかった。もう、ね。うぅん、とか言ってあせびちゃんが僕の右足に頬ほおずりすれば、それはもう何て言うか天使の寝顔なのだけれど、はっきりいってそれに伴ともなう痛みは右足を丸ごと巨大な獣けものに喰くらいつかれたかのようなレベルで、もう何ていうか悪魔の所業。

「お願い！　あせびちゃん、目を覚まして!!」

　さすがに僕の必死の叫びは彼女に届いたらしく「ん〜……ぅんぅ？」と犬が甘える時のような声を漏もらしながら、起き上がる。

「あ……洋くん、元気になったんだね。良かったよ〜」

　いまだ少し寝ぼけ眼まなこという様子だが、あせびちゃんはフワっとした柔らかな笑みを浮かべる。

「洋くんったら、頑張りすぎたんだね〜。無理し過ぎだよ〜。あっちのお弁当ぐらい、いつでも作ってあげるのに〜」

　……どうやら、あせびちゃんの中では僕が倒れたのはあの障害物レースが原因ということになっているらしい。ただまぁ、あせびちゃんがお母さんと作った弁当が原因で……と真実がわかったら、彼女はどんな顔をしてしまうのか。それを想像すると、黙っていたほうがいいか、と思ってしまう。というか、今の僕は可能な限りこの右足の状態を早く元に戻し、著莪のマンションに行くことの方がはるかに重要なので、そっちに関しては考えることをやめた。

　僕は恐る恐る右足に手を伸ばし、軽く触れる。ビリっと電撃を喰くらったような痛みが走る。右足が丸ごと腫はれ物もののようだ。

　あせびちゃんが僕のその様子に気がつき、しかも足が痺れているのだと察してくれたようだ。僕は脂あぶら汗あせを浮かべつつ、日本人が外国人にいきなり話しかけられた時のような、微妙な愛あい想そ笑わらいを浮かべる。

「洋くん、大丈夫？　ずっと同じ体勢で寝てて痺れたのかな？　……あ、そうだ。あっちがマッサージしてあげるね！」

　……え？　と、僕が思ったのも束つかの間ま、あせびちゃんの両手の肉球が僕の右足に――。

「ひぎぃ!!　らめぇ――――――――――――――――――――!!」

　僕は思わず今まで一度しか叫んだことのない「ひぎぃ！」に、生まれて初めての「らめぇ！」を付け加えて叫び、激しく悶もだえた。「洋くん、今日は元気一杯だねぇ〜」とか、あせびちゃんの笑顔がまたかわいくて、憎らしくて――あぁ、もう、拙せつ者しやたまらんとです!!

　……それから、どれだけの生き地獄というものを味わったことか。よく映画とかで「いっそ殺してくれぇ！」と叫ぶ人たちの気持ちが痛いほど、というか実際痛かったんだけど、とにかくよくわかった。しかもあせびちゃんに悪気はないので、暴力を振るうわけもいかず……。

　僕は涙をためながら、荒い息で天井を見つめていた。右足は、もう、ある程度動くようになっていた。痛みもだいぶ薄れた。そして、あせびちゃんは役目を終えたとでもいうかのようにベッドの上で二度寝に入っていた。

　僕は携帯を手に取り、時刻を見る。すでに七時二〇分。かなり時間をロスしてしまった。まだ、間に合う……かな？　ギリギリというか、すでに移動時間を考えるとかなりヤバイ気が……いや、待て。希望を捨てたら人間おしまいだ。可能性を考えろ！　そうだ、昨夜は久々の再会、しかも女の子同士でのお泊まり会……ほら、当然夜更けまできゃはは、うふふ、と恋の話とか性の話とかで大変エロティカリックで濃厚な時間を過ごすはずだから……まぁその、なんだ。夜更かししているに違いないのだ！　ならば朝も遅くなるのは道理というもの!!

　明るい未来を、幸福な未来を信じろ！　サービスシーンはすぐそこまで来ているのだ!!

　よしっ！　と、僕は携帯を強く握りしめる。出撃だ。……と、思った直後、その手の中の携帯が震える。メールを着信、画像が添てん付ぷされたメールだ。……著莪からだ。

《おはよ。起きてる？　っていうか、生きてる？　生きてたら連絡してよ、ちょっと重要な話があるから》

　添付されていた画像は見覚えのある著莪のマンション。その散らかった寝室のベッドの上で、ボッサボサの頭と虚うつろな表情、そして薄手のパジャマを着た真ま希き乃のと、ベッドに腰掛けて早速髪をまとめている淡あわ雪ゆき、そして相変わらずの脚きやく線せん美びを見せつけるように両足をベッドに投げ出し、布ふ団とんにくるまって眠っている槍やり水ずい先輩の姿。

　……その画像から伝わってくるのは、昨夜彼女らは一つのベッドでくんずほぐれつでキャハハウフフ、アハンウフンであったということで……そして、もはや、大人への階段はどこにも存在しないということであって……その、うん。




　僕はベッドの上で泣いた。割と本気で。








　人と化け物、これら二つは寄り添うことが出来ぬものである。

　これら二つが共に同じ地上で生き続ける限り、必ず発生してしまう少なからぬ摩ま擦さつ。

　その問題を解決するためだけに結成された、ある組織がある。

　類たぐい希まれなる技能と、知識、そして何物にも支配されぬ高貴なる精神を持ち、要請があれば世界のどこへでも駆けつける者たち。




　――人は彼らを《調ちよう停てい士し》と呼んだ。







２章　首なしの白き巨人












　　　「……ウッセーなぁ、もう……」





著莪 あやめ











　何かの気配を感じ、著しや莪があやめは目を覚ました。身み動じろぎせず、静かに瞼まぶたを開ける。

　虫むし喰くいだらけの白――空だ。目が光に慣れるとその空は青みを増していき、虫喰いは茂った木々の枝葉だとわかってくる。

　盛り上がった木の根の間から上半身を起こすと、左手で胸元に置いておいた眼鏡めがねを装着、右手は腰のベルトについた細長いポーチに伸びる。彼女はその中に収まっている武器を抜きつつ、気配の方を見やった。

　無数の木々の先に一匹の狼おおかみがいた。その狼はひとしきり著莪を見つめると、足音も立てずにどこかへと消えていった。

「そろそろ起こそうかと思っていたところです。……狼ですか。大丈夫ですよ。冬や早春ならともかく、今のような夏や秋ともなれば食べる物に困らないでしょうし、むやみやたらに人を襲うようなこともないんです。今ここはあの子たちの縄なわ張ばりですから、ちょっと気になって様子を見に来ただけだと思います」

　声をかけてきたのはすでに身支度を整えていたらしい、淡あわ雪ゆきえりかという少女だ。この〝狼の巣〟とさえ呼ばれる、山肌を覆おおう本来人が踏み入れられぬ広大な森を抜けるため、同業者の情報を頼りにして案内を頼んだ麓ふもとの宿の娘だった。

　地元民でさえ数日かかるのを承知で迂う回かいするという危険な森。彼女だけが、この森を最短距離で抜けられるのだという。その話、どうやら、嘘うそというわけではなさそうだ。淡雪は、ただ狼や森に慣れた少女というわけではない。

　著莪は、手にしていた武器をポーチにしまうと、緊張を解とく。ついでに寝ている間に解けてしまっていた髪かみ紐ひもで、再び長い金髪を束ねた。虫除けに焚たいていた香こうの火を消す。

「多分、そのお香が気になってしょうがなかったんでしょうね。……朝食にします？」

「いんや、もう行こうかな。急ぎでっていう要請だったしね」

　淡雪は背を向けながら、肩をすくめるようなそぶりを見せた。恐らく著莪が狼に恐れをなしたとでも思ったのだろう。著莪も特に弁解する気はなかった。実際、一匹二匹ならともかく、通常群れで行動し、組織的に襲ってくる狼はできれば戦いたくない相手だ。何より著莪の主おもたる得え物ものは森の中ではほとんど使い物にならない。

　著莪は木の根の間から立ち上がり、全身を包んでいた湿っぽいマントの土を払う。枕まくら代わりにしていた大きな雑ざつ嚢のうを肩に掛けた。

　そして木に立てかけていた二メートル半にもなる長大な得物を取る。全体に布を巻きつけてあるが、それ越しにでも手には金属の冷たさ、そしてその力強さが伝わってくる。

「初めてお会いした時も思ったんですが、著莪さんは変わった武器をお使いになるんですね」

「ウチの家系はこういう武具をよく使っててさ。あ、見る？　よっと」

　著莪は得物を縛っていたベルトを解き、巻いていた布を取る。姿を現すのは極めて肉厚な、一メートルはある片刃の直ちよく刀とうに、握り手の代わりに一メートル半ほどの金属棒を付けたような武具。一応は長なが柄え刀とうに分類されるが、あまりに無ぶ骨こつで大きく重いそれはもはや別物の印象だった。
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「あ、いえ、その大きいのもそうですが、先ほど抜いた、刃のないナイフのようなものとか」

　あぁコッチか、と、著莪はベルトについている長細いポーチを軽く叩いた。

「ナイフというよりは、ただの板プレートって言った方が近いかな」

　それは五〇センチほどの短たん冊ざく形がたに切られた細長い金属の板に、革かわ紐ひもを巻きつけて柄とした武具だった。当然刃などないが、それは重く、硬かった。人を殴なぐれば確実に骨の一、二本がへし折れる代しろ物ものだ。

「人間相手なら剣やナイフなんだけど、アタシの専門は別だからね」

「……化け物狩り、ですか」

　淡雪の顔にかすかに嫌悪感のような色が浮かんだ気がしたが、彼女はすぐに著莪に背を向け、歩き始めてしまう。

「行きましょう、著莪さん。お昼頃には着けますよ」

　著莪は急いで布を長柄刀に巻き、ベルトで縛りつける。そのベルトには吊つり紐がついており、これで長柄刀を背負い、彼女を追った。道がないのは当然、淡雪は獣けもの道みちすらない場所を進んでいくので、気を抜くと置いていかれてしまいそうだった。

　夏だというのに、木々が太陽の光を遮さえぎっている上、標高が幾分高いので気温はあまり高くない。長く歩いていてもあまり汗をかくことはなかった。夏も終わりの時期とはいえ、平地ではまだまだ残暑があるはずだ。

「あのさ、えりか。一個だけ訂正すると、アタシの仕事は化け物狩りじゃなくて、化け物と人間の調停役っていうか、間に入ってできる限りお互いの干かん渉しようを避けるものなんだよね。だから、《調ちよう停てい士し》ってな名前なわけ。場合によっては人間の方に近づかないように忠告するだけだったりもするし、さっきの板プレートで化け物をちょっと痛めつけて追い払うにとどめたりね。……まぁ、場合によっては狩ることにもなるし、アタシが人間である以上、必ずしも平等ってわけにはいかないんだけど……」

　普通の人間にそういった調停士の説明をしたとして理解されることは稀まれだ。彼らにとってヒトならぬ生き物は所しよ詮せん敵でしかなく、調停士はいわば化け物専門の猟りよう師しなのだ。

　しかし、彼女らなら多分、わかってくれるだろう。

　無理を言って今回の案内をしてもらっているのだ。しかも旅慣れた者でも丸一日以上かかるという長い道、嫌な気分のままでは著莪としても辛つらい。

　著莪は自分が所属する組織の若わか頭がしらである白しら梅うめという調停士の話をまず持ち出した。

　それはある炭たん坑こうで働く屈強な男たちに幻げん覚かくを見せ、男同士で性交を行わせるという空前絶後の悪行を繰り返した史上最悪とさえ謳うたわれたオシロイと呼ばれる化け物が現れた時のことだ。白梅がこれを退治しに行ったのだが、何な故ぜか殺さずに連れ帰ってきて、今では家族として共に暮らしているのだった。今でもその行為を問題視する声はないわけではないが、ただそれとて、人より化け物にあらゆる意味で近いとされる著莪の祖父の伝説に比べたらまだ些さ細さいな出来事だ。

　化け物と呼ばれる連中には群れで行動するものも少なくなく、特定の動物のように季節に合わせて大移動をする奴やつらもいる。新しく見つけられた鉱山、その発掘を助けるために他の地域との中継点となる街を建設したものの、夏になってから夜な夜な小型にして無数の化け物が現れては人を襲うというので、幼い著莪あやめを連れた彼女の祖父が派は遣けんされた。調べると夏に大移動を行う化け物の群れがおり、その通り道にたまたま町が出来てしまったというのが真相らしかった。とてもじゃないが掃そう討とうできる数ではないし、仮に出来たとして、それだけの数の化け物を一度に殺すと、この地域にどのような影響を及ぼすか見当もつかない。そのため街の移転を祖父は進言するも、関係者はこれを拒否。それどころか何でもいいから人に被害が出ないようにしてくれ、と要請を再度受けることになってしまった。

　そこで祖父は一晩悩み、最終的にとんでもない案を考え出し、躊ちゆう躇ちよなくこれを決行した。

　街を破壊したのだ。それもたった一人で、たった一日で。しかも人的被害は一切出さずに、全すべてを破壊し尽くした。彼が要請されたのは人に被害を出さないようにすることであり、街を守ることではなかったのだ。当然家を失った人々は夜になれば確実に現れる化け物から身を守るため、その土地から離れざるを得ず、街は名実共にその存在を消した。

　当然祖父に対する非難は凄すさまじいことが予想されたが、要請を遵じゆん守しゆした上で、たった一人で街を破壊し、街を守ろうと立ち向かった自じ警けい団だんなどものともせずに薙なぎ払はらい、全てを終えた後に平然と孫娘とお茶を飲み始める輩やからを直接非難できる勇者は結局現れることはなかった。

　著莪は今でもあの時の祖父の決断した瞬間の台詞せりふを覚えている。一晩悩み、その結果出た言葉が「よし、やっちまうか」だった。やたらに明るく言ったので、幼い著莪としては化け物を打ち倒す妙案を思いついたのだろうと簡単に考えていたが、まさか守りに来たはずの街の方をやっちまうのだとは、当時の著莪には想像すらできなかった。多分、今でもそうだろう。

　さすがにその話をすると淡あわ雪ゆきも嫌けん悪お感かんではなく、妙な顔をする。

「全部終わった時にさ、これが自分たちの仕事だって言われたよ」

「……複雑なご職業だということは、わかりました」

　淡雪の言葉に、著莪は笑った。実際、いまだに同業者間でも賛否が分かれている二つの話だ。理解あるはずの者同士でそれなので部外者からすればなおのことだろう。だが、化け物を狩ることだけを仕事とはしない、如い何かにも調停士らしい話なので、著莪のお気に入りの話だった。

　――それから数時間。太陽が真上に来た時、木々の密度が下がり始め、ついには馬車が走ったであろう跡あとが幾つも見受けられる、人が作りし広い道へと出た。ブーツ越しに感じる踏み固められた硬い地面が、不思議と懐かしい。

　道の先にはかすかに街のものと思われる煙けむりも見え、目的地がすぐ近くであることが窺うかがえた。

「ここでお別れです。また帰りにでもうちの宿に泊まってくださると嬉しいです。それでは」

　深々と頭を下げると、踵きびすを返して再び森の中へと戻ろうとする淡雪を著莪は呼び止めた。少ないけど、と言いつつ謝礼を払おうとするも淡雪は固こ辞じする。

「私情でのことだったらともかく、著莪さんは公共のお仕事のためですから。それに……実はこの道、下っていくと森を大きく迂う回かいするんですが、その先に最初にあるのがうちの宿なんですよ。おかげさまで、例の《首なしの白き巨人》には随ずい分ぶん儲もうけさせていただきました」

　首なしの白き巨人。それをどうにかするのが、今回の著莪の仕事だった。それは突とつ如じよとして現れた謎なぞの化け物であり、時折〝狼の巣〟より現れては麓ふもとの街と山村とを行き来する人々を襲うのだという。ただ、首がないためか、この種の事件では必ず耳にする〝喰われた〟という人が出ていないのが不幸中の幸いだった。大抵は馬車を破壊されたり、軽い怪け我がをしたり、襲われた際に荷を捨てていかざるを得なかった、という程度だ。

　恐らく淡雪が儲けたというのはそういった人たちが最初にたどり着くのが淡雪の両親がやっている宿だからだろう。見たこともない化け物に襲われ、いつ狼が出るかわからない森に囲まれた道を、荷物も足もなく、命辛から々がら進み、行き着いた先に暖かで安全な宿を見つけたのなら、人はその扉をノックせずにはいられない。

「そっか。それじゃ、ありがとね。彼にもそう伝えておいてよ」

　著莪のその言葉に、淡雪は隠しきれないぐらいに動揺した。著莪はちょっと嬉しくなる。

「……彼女、です。多分、聞こえていますよ、もう」

　そっか、と著莪と淡雪は森の方へと視線を投げた。青々とした木々が風に揺れている。

　それでは、と小さく頭を下げて、淡雪は著莪と別れて森へと戻っていった。

　著莪もまた歩き出す。しばらくしてそれとなく振り返って見ると、森の中に入っていく淡雪と、その横に並ぶ細長いヒョロリとした黒っぽい人影をようやく見ることができた。

　今朝、著莪が目覚めたのは狼の気配のせいではなかった。著莪のように化け物と接する機会の多い者は、自然と人と獣以外の生き物の気配には敏感に反応するようになる。

　この森を淡雪が自由に動けるのは、彼女の庇ひ護ごがあるおかげなのだろう。案外今朝まで気がつかなかっただけで、最初から著莪たちを見守ってくれていたのかもしれない。

「《ギリー・ドゥー》か」

　いくつもの狼の群れが縄なわ張ばり争いをしている森の中に迷い込みながら、生還した少女がいる。その娘はその時にギリー・ドゥーと呼ばれる森の精と接触し、今も交流を持っていて、頼み込めば時として森を最短道程で抜けさせてもらえる。それが、著莪が聞いた話だった。

　ギリー・ドゥーに向けられている淡雪の顔は、笑顔だった。それは営業用のそれでない、結局著莪には一度も見せてくれなかった、本当の笑顔。

　著莪は一人、また歩き出す。いつものように。

　要請があれば山を越え、海を越え、国境さえも関係なく基本たった一人派遣され、時として一年近く故郷に戻れなくなるのが彼女の生なり業わいだ。

「……ま、仕方ないけどね」

　愛する者のため、故郷のため……そういうもののためなら命を投げ出してでも働こうとする者は少なくない。だが、調停士たる者は見ず知らずの人のために、人や獣よりもおぞましい相手と接し、時として命を懸かけて戦う。それに耐えられる特殊な精神と尋じん常じようならざる状況に対処を可能とする優れた技能を持つ者は極めて少なく、各地で頻ひん発ぱつする事件に複数人を同時に送り込めるほど人的余裕はない。著莪もそれはわかっている。

　ただ、たまに羨うらやましくなるだけだ。




　山村からの要請だと聞いていたが、実際に訪れてみればその印象は山村などという粗末なものではなく、きちんとした町の体てい裁さい、そしてちょっとした観光地としての趣おもむきを擁ようしていた。

　町長の宅に赴おもむき、そこで話を聞くところによれば……町には非常に豊かな水量の温泉が湧わき出ており、これを目当てにした湯とう治じ客きやくのための宿がまず出来、温泉の効能を医療に取り入れようとした高名な医者が病院を建設、これら二つが町の中核となってこうも見事に発展していったのだという。また冬になれば雪によって麓との行き来ができなくなる不便こそあるが、夏場でも上着を離せないような涼しい風土から富ふ裕ゆう層そうに避暑地として人気が高いのだという。

「温泉に、病院に、避暑地か。なるほど、どうりで金持ちそうな連中を見かけるわけだ」

　普通、こんな山の上にある町の人間は着飾ったりはしないが、先ほどから町中を行く著莪の目には高そうな衣装や、やたらに太陽光を反射する装飾品を身につけた者たちが少なくなかった。著莪のように武具を持っている者が見あたらないのは当然としても、旅たび衣ごろもと呼べそうな服を着た者は数えるほどしか見ていない。

　町を形作る家や店並みも栄えた街のそれを思わせるような立派なものが多く、町の中央を走る大通りなど信じられないことに真っ平らな石いし畳だたみだ。旅行者たちがかなりの額の金をこの町に落としていくのが窺えた。

　著莪が町中を歩いているとその身み形なりから化け物狩りにやってきたのだとわかるらしく、時折声をかけられる。

　――ようやく来てくれてたかぁ。遅かったなぁ。――これで帰れるわい。――もう春まで待つ覚悟だったぞ。

　町長が用意すると言った宿に行かなくて多分正解だった。著莪は町中を歩きながらそう思う。きっと立派な宿で、やたらな接待を受けたことだろう。それこそ数日立ち上がれなくなるぐらい呑のまされたかもしれない。

　ようやく今回の一件の本当の概要が朧おぼろ気げながら見えてきた。思わず顔が苦々しく歪ゆがむのが自分でわかる。

　町長は著莪の到着が予想していた時期より半月も早い、と驚き、とりあえず旅の疲れを温泉で癒いやすといい、と言ってきた。著莪も特に大きな被害が出ていない一件なので、一晩ぐらいはゆっくりする気でいたが、向こうからそれを言われるのは予想外だった。何せ急ぎ到着を望むという要請だったのだ。

「……お？　ここはどうかな？　良さげかな？」

　著莪は大通りの外れにある一軒の食堂を見つけた。大きいが、豪華さはなく、今の著莪の身形でも入りやすい雰ふん囲い気きだった。何より開け放たれた窓から漏もれてくるおいしそうな匂においが著莪を引きつける。今日はまだ水以外を口にしていなかったせいか、腹の虫が一気に騒ぎ出す。

　軒のきに下げられた看板には『オルトロスの宿』とあり、食堂ではなく宿が本業のようだった。願ったり叶ったりだ。

　著莪が長柄刀を店先の壁に立てかける。入店すると、いらっしゃいませ、という綺き麗れいに重なる二つの声。同じ顔をした二人の娘が迎えてくれる。ショートの髪にもみ上げだけ伸ばした落ち着いた物腰の娘に、ロングの髪に軽くカールをかけた明るい娘。恐らく、双子だ。

　入店してすぐに、当たりだと著莪は思う。質素だが掃除の行き届いた店内に七つのカウンター席、四人掛けのテーブルが六つ。そのテーブル席には知り合いらしい客が半分ほど席を埋め、料理を頬ほお張ばりつつ何か喋しやべっていた。見た目からして地元の人間なのは間違いなさそうだ。

　観光地の食事処は当たり外れが大きく、名物というだけで残念な味の料理を出す店が多い。旅行ならそれも話の種になるが、著莪のように仕事のために訪れる者としては、珍しいものよりうまいものが食べたかったし、何より気取った店はあまり好きではないのだ。

　著莪はカウンター席に座るとメニュー表に目を通す。手頃な値段で、メニュー数も多い。

「あら、初めての方ですわね。町でも見かけない……ひょっとして噂うわさの調停士というお方？」

　明るい方の娘が水の入ったグラスを著莪の前に置きながら、言う。著莪は苦笑いで応じた。

「まぁ、そんなとこ。えっと、何が出来るかな？」

「メニューにあるものなら何でも。多少お時間がかかるものもありますが」

　カウンターの向こうで食器を拭ふく落ち着いた方の娘が言った。

「食材が足りなくなったりとかは？」

「うちはその時出せるものしかメニューに載せていませんの。それに、例の一件があるとはいえ、お客様が来られたように、完全に道が封じられているわけではないのですわ」

　二人、明るい方が姉の沢さわ桔ぎ梗きよう、落ち着いた方が妹の沢さわ桔ぎ鏡きようだと名乗る双子の話によれば、化け物が出るようになった今でも物資は途切れずに十分に流れているらしい。

　というのも、化け物が旅人を襲うのは時折なので、商人たちは危険を承知で荷馬車を走らせているのだという。それで問題なく走り抜けられる時が多いが、襲われる時もある。しかし、町の商人同士が結けつ託たくし、同時にまとめて複数台で走らせ、一台が襲われている間に他が走り抜ける、という方法を取っていた。

「それで仮に襲われたとしてもダメになるのは一台分の積み荷と荷台だけです。馬は地元で生まれ育ったものばかりを使ってるので、人の手から離れてもどこかへと逃げたりせずに勝手にこの町まで帰ってくるんです。狼の怖さを知っていますから」

　その妹の言葉を、姉が引き継ぐ。

「でもそれは商人だから出来ることでして、この町に避暑や湯とう治じで訪れている方々には真ま似ね出来ることではありませんの。それで皆さん困っていらして、著莪、さんでしたっけ？　皆さんがあなたの到着を今か今かと待ちわびていらしたんですのよ。例年ならそろそろ訪れる人が変わる頃合ですのに、まるで町はずっと夏のよう――」

　避暑や湯治の客はこの時期には山を下り始め、代わりに冬に備えるための物資の商談のために麓ふもとの商人が町にやってくる時期なのだという。

　日常の物資はこの町の商人が買い付けに行くが、大量注文となる一冬分ともなると、力のある街の商人の方がここまで足を伸ばしてくるのだろう。

　やはり、と著莪は思う。先ほどまで朧おぼろ気げだったものが、より明確になった。

　梗が再び、ご注文はお決まりですか？　と訊きいてくるので、著莪は適当にメニューの一番上にあった猪いのしし肉にくのハンバーグを頼む。カウンターの奥にも部屋があり、そこが調理場になっているようで、梗はそちらに声を投げかける。向こうからも、おう、という声が返ってきた。彼女らの両親だという。彼らが調理担当、娘二人が客対応、ということらしかった。

「あ、そうだ。あと宿もお願いしたいんだけど、空いてる？」

「残念ですけれど……今うちの宿は満室になっていますわ」

「あーっと。そんじゃさ、ここで訊くのも何だけど、この辺でどこかオススメってある？　出来るだけ高くないところで。アタシが滞在している間は町からお金が出るんだけど、だからこそ贅ぜい沢たくは、ホラ、ね？」

　梗が何故か口ごもると、妹の鏡の方が困ったような声を出す。

「もうこの町の宿の多くは埋まってしまっているかと。特にうちのように値段の安いところはほぼ全部。実は例の一件で、山を下りられなくなった方々が予定外の長期滞在になってしまい、高級店からうちのようなところに移ってくる方が多く……」

　そっか、と著莪は頭をポリポリと掻かく。やはり町長のやっかいになるしかないのだろうか。そう思っていた時、梗がはっとしてパチンと手を叩たたく。

「そうですわ！　鏡、あの部屋がありますわ！　元々押し入れだったのを昨年改築いたしまして、ちょっと狭いんですけれど、著莪さん、それでもよろしければ」

「屋根と壁と、ベッドがあれば十分。じゃ、それでお願い」

「姉さん、あの部屋は今、サトウさんが使っていますよ」

「大丈夫ですわ。サトウさんにはしばらくわたくしや鏡の部屋で寝ていただきましょう」

「……姉さん、ごく自然に私の部屋まで使おうとするのはやめてください」

　サトウ？　と、著莪が訊くと梗は「こちらの……」とカウンター席に座っていたもう一人、黒ずくめの客を示す。本を読みながらお茶を飲んでいたその客はゆっくりと視線を著莪に向けてくる。若い女だった。著莪と同じか一つ二つ上だろうか。全身を黒いローブのようなもので包み込み、荒々しく整えられた肩口までの髪。黒くろ水ずい晶しようのような深みのある瞳ひとみは鋭く、どこかただ者ではない気配を著莪は感じ取る。物腰から察するに手て練だれだった。そして間違いなくヒトだが、何か一般人とは違う雰囲気を纏まとっている。

「あぁいや、さすがに人の寝床を奪ってまでは……。そちらの人に悪いよ」

「ん？　私か？　何の話だ？　すまない、読書に熱中していて聞いていなかった」

　黒ずくめの女が自分が話題になっているらしい、と今気がついたらしく、沢さわ桔ぎ姉妹しまいや著莪をきょろきょろと見る。……手練れ、と思ったのは間違いだったかもしれない。

「あ、失礼いたしましたわ。著莪さん、こちらの方はサトウさんではなく槍やり水ずい仙せんさんという旅の学生さんですわ。えっと、確か病院にある古い魔導書を読みに来られたんでしたっけ？」

「そうだ。この町の病院を営む一族の祖先はかつて大魔導士として世界に名を馳はせた者で、彼女が書き残したという――」

「姉さん、話が大きく脱線し始めていますよ。……すみません、槍水さん、そのお話はまた今度。著莪さん、サトウさんはこちらです」

　そう言って鏡は手のひらで槍水を示すのだが……よく見るとその手はかすかに下の方に向けられていた。著莪は席を立つと、槍水に近づき、鏡の手の先を見る。

　それは槍水の膝ひざの上で眠る――ムチムチとした体に短い尻しつ尾ぽ、弛ゆるんでダブダブの皮を垂たれ下げる不ぶ細さい工くな顔をした一匹のブルドッグ。

「ご紹介します、サトウさんです。犬です」

　名を呼ばれたのがわかったのか、そのブルドッグ――サトウは重そうな瞼を開き、なんぞ？　という表情で著莪を見上げた。




　通称、サトウ。ブルドッグ。嫌いなものは人間の男性、好きなものは馬肉ジャーキー（犬用）と女性の膝の上。迷い犬。

　本来ブルドッグはその名の通り、闘牛と戦わせるために改良された種であり、自活能力は極めて低い上、闘牛が行われなくなって以降は家庭用に温厚な性格になるようさらに品種改良した結果、野良犬として生きていくことはほぼ不可能な生態となった。間違っても狼のいる森を一匹で抜けてこられるわけもないし、高い確率で帝王切開を求められる繁はん殖しよくの難しさから値段も高いため、彼――サトウは野良ではなく迷い犬でほぼ間違いないのだと、沢桔姉妹は言う。

「ただこの町にいるブルドッグはニカイドウさんという子が一匹いるだけで、他にはおりませんの。だから……ちょっと謎なぞなのですわ」

　いつからか町中をふらついていて、気がついたらこのオルトロスの宿に居座っていたのだという。梗が気に入り、持ち主が見つかるまでの間は面倒を見ようということになったとか。ちなみにサトウという名はいつの間にか町の人間からそう呼ばれていただけで、正式な名ではなく、人によってはヨーとも呼ぶらしい。

　席を槍水の隣に移し、著莪は「うりうり」と言いつつ、槍水の膝の上で座るサトウの口元を指先でグニグニと押したり、弛んだ顔の皮ひ膚ふを指先で持ち上げたりして弄いじる。特に嫌がる素振りもなく、人に慣れ、とてもおとなしい。ただ、ブルドッグ特有のものかもしれないが、著莪をじっと見つめるその目はきちんと不満を訴えているように見えるのが、著莪は気に入った。

　普通のブルドッグより体が小さい気がしたが、まだサトウは子供なのだろう。

「サトウさんは毛も短く、時々姉や私がお風ふ呂ろにも入れていますので匂においもそんなにないかと。ベッドシーツや枕まくらはもちろん替えさせていただきますし、値段もお安くさせていただきます。それでよろしければお部屋を用意しますが？」

「うん、それで問題なし。お願いするよ」

　そうこうしているうちに猪肉のハンバーグが焼き上がる。差し出された分厚い金属プレートは熱せられ、ハンバーグは今も音を立てている。一気に店内に垂すい涎ぜんを強しいる匂いが広がった。付け合わせとして野菜のスープと黒パンがついた。

　てっきりもっと素そ朴ぼくなものを想像していたので著莪は思わず「お、おぉ……」と驚嘆の声を漏らしてしまう。そのハンバーグはどことなく球形にすら見えるほど、中央付近がプックリと膨ふくらみ、多量の肉汁を内に秘めているのを見る者に予感させた。香味野菜をふんだんに使っているらしい緑の多いソースと付け合わせのニンジンのグラッセとの色合いも綺麗だった。

　著莪はハンバーグにナイフを差し込む。肉の表面は、焼き過ぎかな、と思うほどによく焼けており、ナイフはハンバーグらしくなく、ザクっとした感触を持つ手に与える。――切った。案あんの定じよう、ジュバっという感じに肉汁が溢あふれ出した。恐らく、あえて表面をガッチリ焼くことで、中にこの幸福なる汁を漏らすことなく閉じこめていたのだ。

　著莪は香味野菜のソースをたっぷりとつけ、口に運ぶ。最初に香るソースは仄ほのかに酸味のある爽さわやかで、サッパリとした青々しい味。続けてソースの味に殴り込みをかけるかのような猪肉の力強い味。またかなりの粗あら挽びきであるが故ゆえのプリプリとした、およそハンバーグにはないような食感がたまらない。梗曰いわく、すじ肉も使っているため、だそうだ。

　その肉は当然ながら豚肉よりも野性味が強いが、香味野菜たっぷりで、ヘタをすると青臭くなりそうなソースとうまいことバランスを取っていた。双方に多少のクセはあるが、それぞれの個性をただ打ち消し合うのではなく、補い合うような組み合わせだ。

　ちょっとした高級料理店のハンバーグなんかより、ずっとおいしい。

　自然と手が黒パンに伸びる。硬く、ぼそぼそとしている安っぽい黒パンはこんな凄いハンバーグにはちょっと不釣り合いかな、とも著莪は思ったが、口にしてそれは誤りだとわかった。ふすまを取り除かないライ麦や精製していない小麦粉などで作られたそれは、穀物の味わいが強く、力強い猪肉と香りの強いソースなどにも味で負けていない。またそのパサつく食感は口内に残る脂あぶらを吸い取ってくれるし、パン自体もそれで急に食べやすくなる。

　香味野菜たっぷりのソースに、猪肉ハンバーグに、硬い黒パン……街の気取った料理店ではどれ一つとして出せぬ料理だ。山の特性を活いかして見事に作り上げている。著莪はこの店を選んだ自分の感性を嬉しく思った。

　その時、著莪はふと強い視線を感じる。それまで首だけ擡もたげていたサトウが興奮したように槍水の膝の上で器用に立ち上がり、今こそ一世一代の大勝負の刻とき、とでも言わんばかりの真剣な眼差しを著莪に向けていた。加えて涎よだれが溢れ出てくるのか、舌した舐なめずりを繰り返す。

「うん？　なんだよ、サトウ。欲しい？　しょうがないなぁ、まったく」

　著莪は苦笑しながらハンバーグを小さくカットし、フォークに刺した。それをサトウの口元に持っていこうとするのだが、それを槍水の手が掴つかむ。

「著莪、といったか。待て。犬に熱く、味の強いものをあげるのはよくない。何より香りからするにそのソースにはネギ類も使われているはずだ。犬には毒だぞ。それに、そんな脂っこい料理ではサトウが太ってしまうだろう」

　太るのはともかくとして、熱い上にネギ類は確かにマズイ。著莪はフォークを引っこめようとするものの、何故か槍水の手が離れない。顔を見やると、槍水は俯うつむき、何やら口ごもる。

「……その、何だ。サトウにやるはずだったんだろう？　なら、その……その分を、私に味見をさせてくれても良いのではないか、と思ったりするんだが」

　どうやらサトウにあげるはずだった分のハンバーグを自分にくれ、と彼女は言っているようだった。初めて会ってまだ一言二言しか会話していない相手にお願いするようなことではないが、著莪はその槍水の恥ずかしがりながらも頼んでくる様子が面白く、食べさせてあげた。

　槍水は子どものように満面の笑みを浮かべる。どうもそれまで鋭い顔つきだったせいか、笑顔になった途端、まるで花が開いたような印象を受ける。

「うん、やはりうまいな。多分そうだろうとは思っていたが、食べるのは諦あきらめていたんだ」

「ん？　これって普段食べられなかったりするの？　食べればいいじゃん」

「……あ、いや、その、何だ。この料理、とにかく手間がかかるらしく店で一番高く……」

　著莪はメニュー表を見る。確かに一番高い料理だったが、それほど値が張るというわけではない。街の料理屋だったら中の上というところである。

「槍水さんは高名な魔導士さんのお弟子さんですけど、同時に苦学生さんでもありますのよ」

　梗がサラリと言い、鏡がすぐさま「姉さん、失礼ですよ」と述べる。

　槍水は口をへの字に曲げてそっぽを向いてしまった。

　ゥワンッと短くサトウが吠ほえる。自分を忘れるな、というかのようだった。著莪はソースのかかっていないニンジンのグラッセをカットし、サトウの前に持っていく。が、サトウは目だけで「貴様、正気か？　肉だろ、肉」と訴えてきて食べようとはしない。

「……生意気な犬だなぁ。じゃいいよ、あげないから」

　著莪が本気だと察したのか、サトウはいきなりク〜ンと甲かん高だかく鼻を鳴らす。ごめんなさい、反省してます、何かください、とでも言うかのようだ。著莪はまた苦笑しながらもう一度プレートの上にあったニンジンをフォークに刺し、息を吹きかけて冷まし、サトウの前に持っていく。今度は食べる。それも慌てて、焦るように喰くらいついた。……実は差し出したニンジンにはそっとハンバーグの肉汁を絡からませていたのだが、それは著莪とサトウだけの秘密だ。

　著莪はハンバーグを食べながら店内にいた地元の人間から例の首なしの白き巨人の情報を集めた。大体は著莪が事前に聞かされていた情報と同じで、それ以上のものはなかった。場所を特定したかったが、地元の人間は巨人がよく出没するという〝狼の巣〟を迂う回かいする道をあまり使わないらしい。彼らが森で山菜などを採る際には狼があまり出ない山頂方向にしか向かわないのだとか。

　食べ終わった著莪は、床に下りたサトウにタオルの端はしを噛かませ、綱引きのようにして遊ぶ。家庭用に改良されたとはいえ、闘犬としての力はいまだ健在らしく、その威圧感のある風体通り、力は強い。彼の体は、ムチムチではあるが、その下にはガッチリとした筋肉があるのだ。

　つまり、ガチムチなのだ。

「そっかぁ。それじゃ襲われた商人でも探してみるかなぁ。……よっと」

　サトウの口からタオルを奪い取る。サトウは「まだ負けてない、もう一戦だ」というように著莪の足に前足をかけ、威い嚇かくするように唸うなる。しかしその息はもうゼェゼェとしていて、大分疲れているようだ。先ほどの肉汁の分は運動しただろうか？　著莪は首を傾げる。

　店の扉がバンと開く。沢桔姉妹が、いらっしゃいませ、と声を出す前に「こんにちはー！」とかわいらしく、元気な声が店内に投げ込まれた。見やると、猫耳付きの真っ白なフードのついたマントを纏まとった、小さな女の子である。右目の方を黒い艶つやのある髪でやや隠しながらも、その顔に浮かんでいる純粋無む垢くな笑顔ははっきりと見て取れ、店内がいきなり明るくなったような印象さえ受ける。

「どなたかお怪け我がをなさった方はいらっしゃいませんかぁー？　今なら無料であっちが治療いたしますよ〜。あ、ヨーくん、元気〜？」

　サトウがヨーと呼ばれ、その少女のもとに駆けていく。少女はサトウの頭、そしてムチムチの体を撫で回した。

「へ〜肉汁付きのニンジンを貰もらったの？　いっぱい遊んでくれるの？　良かったねぇ〜」

　著莪は一瞬、ドキリとした。誰も何も言っていないのに、少女はまるでサトウから聞き出したようにして、言った。彼女もまた、ただ者ではないのかもしれない。

「あせびちゃん、オレ、昨日ちょっと火傷やけどしたんやけど、お願いできる？」

　店内にいた頭をそり上げたガタイのいい男が言うと、あ〜い、とあせびと呼ばれた少女は応じる。彼女が男のもとに行き、その水ぶくれになっている指先を見る。

　そこで、今度こそ著莪は本当に度ど肝ぎもを抜かれた。

　あせびはまずマントの下から小さな道具箱を用意すると、そこから小さなナイフを取り出す。それを消毒液で湿らせた布で軽く拭くと、男の水ぶくれをツンと突き、中に溜まっていた水を抜き取った。そして、男の手を包み込むようにあせびの小さな両手が差し出され、その手の回りにほんのりと白い光が生まれた。ただの霞かすみのようでもあったが、どう見てもその霞は光を放っている。そして水ぶくれだった男の指先からはまるで手品か何かのようにその水ぶくれは、ナイフで突いた跡ごと消え失せたのだ。

　唖あ然ぜんとしている著莪に、沢桔鏡が説明してくれる。彼女はこの町の病院の院長、その一人娘で、生まれたときから回復魔法が使えるのだという。元々魔導士の家系らしいが、この種の魔法を使えるのは実に数世代ぶりで、生まれながら使えるとなると彼女の家系では恐らく初めてらしい。現在は沢桔姉妹も通う学校が夏休みのため、毎日こうして町を回っては無む償しようで怪我人を治療する奉仕活動を行っているのだとか。

「驚いたぁ。回復魔法なんて初めて見たよ」

　著莪は思わず呟つぶやく。魔法は血がものを言う。しかし魔導士の血筋だったとしてもそれは最低条件を満たしたに過ぎず、勉学に励み、修行をし、その結果全力を使っても煙草たばこに火をつけることぐらしかできないという者でさえまだマシな方で、結局まったく使えない、という人生の半分を棒に振ってしまう悲惨な者が大半だとされている。しかもそれだけ希少な魔法能力の中でも回復魔法は最上位の難易度を誇る魔法である。いくら大魔導士を祖先に持つとしても、本来幼い少女が使えるものではないし、それが生まれながらともなれば聞いたことすらない。

「あの子の家系は特別なんだ。これはまだ私の憶おく測そくだが、あの子の祖先は驚異的な能力と特異な知識を有していたが故に、時の権力者に利用されるのを恐れ、人里離れたこの山に籠こもったのではないか、と見ている。それを証しよう左さするかのように病院に隣接する図書館には他では見ることのない変わった記録や不思議な魔導書がいくつもあるんだ」

　槍水の言葉だけ聞くとまるで何かのおとぎ話の類たぐいのようだが、今のあせびの能力を見てしまうと納得せざるを得なかった。サトウと意思疎そ通つうができるようなのもそのせいなのだろうか。

「あ、そうですわ！　井いノの上うえさんならあの巨人がどこから現れるかご存じかも。確か襲われて怪我した方々はそのまま一気に山を下りるか、戻ってくるかですけれど、その戻ってきた方の多くは井ノ上さんの病院に運ばれるのですわ」

　梗があせびに尋ねると、彼女は知っていると大きく頷いた。著莪が持参してきた地図を見せれば、迷うことなく特定の場所を指さした。

「後はねぇ〜、ここと、ここと、ここと、あとこことかも」

　治療の間、患者と話すのが好きだというあせびは時じ系けい列れつ順に場所を指し示してくれる。新しいものの多くは森を迂回する道を通っても二時間もあれば到達できそうな場所だ。

「あやめちゃん、お仕事頑張ってね。怪我したらあっちに言ってくれればいつでも治すよ〜」

　あせびは道具箱を片づけると沢桔姉妹に一礼して、店を出ていった。

「あんな魔法が使えるなら、普通高い治療費取ってもおかしくないのに。いい子なんだね」

「えぇ、まぁ。ただその反動なのか、酷ひどく悪いんですけどね……運が」

　なんじゃそりゃ、と著莪が言うのと同時に外からガッシャンという何か大きくて重い物が地面に叩きつけられるような音が響き、痛いよ〜、という声が聞こえてくる。

　嫌な予感がした著莪は慌てて店外に出ると、案の定、立てかけていた長なが柄え刀とうの下敷きになって泣いているあせびを見つけた。

　著莪の胸元ぐらいまでしかないような小さな女の子が金属製の長柄刀の下敷きになれば骨の一本か二本へし折れててもおかしくない。

　急いで持ち上げるのだが、何故かすぐにあせびも立ち上がった。

　長柄刀に押し潰つぶされていた背や腰を見てみるが、特に問題はなさそうだ。大丈夫？　と尋ねつつその部位をさすってやればあせびも泣きやみ、大きく頷くと、それじゃ、とまた笑顔になってどこかへと去っていってしまった。

　呆あつ気けに取られたまま店内に戻った著莪は、苦笑で迎え入れられる。

「あの子、体も不自然に丈夫なのですわ。あれで運さえ良ければ最高なのですけれど」

「しかも治療してもらった人も大抵はその後にまた不思議と不運な状況に巻き込まれたりする、というのがこの町では常識です。本人は何も気がついてないようですけどね」

　姉妹が言うと、先ほど火傷を治療してもらっていたオッちゃんが、しかしな、と声をあげた。

「それでもオレはえぇと思うとる。……あんなかわえぇ女の子が一生懸命治療してくれるんや。こないなオッちゃんの指を、あのあったこぅて柔らこぅ手で包んでくれるんや……。そのためやったら不運な出来事の一つや二つ！　それで怪我したらまたあせびちゃんに治してもらえるんやから、むしろ願ったり叶ったりやないか!!　グゥワハハハハハハ！」

　真剣に本ほん末まつ転てん倒とうな話を述べるオッちゃんに、店内の人間は全員失笑するしかなかった。




　食事を終えた著莪は沢桔姉妹が部屋の準備をしている間、荷物を宿に置き、町中を再び探たん索さくし、人の話を聞いて回った。その結果としては町の人間はさして大おお事ごととは考えていないようだが、旅行者はさすがに仕事を持っている者や、学校の夏休みも終わりに近づき、焦る親子等もいて、やや切せつ羽ぱ詰つまった様子だ。例外的に年を取った者たちはもう家を買ってここで余よ生せいを送る覚悟を決め、良い決心の機会になったと笑う者が何人かいた。

　確かに温泉もあり、大きな病院もあり、町人は皆温かく、街で暮らすよりずっと落ち着いた時間を送れることだろう。年を取ると怪我も多くなるが、それをすぐに治しに来てくれるあせびの存在も大きいようだ。新しい孫が出来たようだ、と皆、笑っていた。

　彼らの話をとっぷりと日が暮れるまで聞いて歩いた結果、それまで抱いていた著莪の疑いは確信に変わる。著莪は宿へと戻り、簡単な夕食を済ませてから用意された部屋へと入る。ベッドがあり、小さな机と椅子があるだけの狭いものだったが、彼女には十分なものだった。

　荷を解き、旅衣から借りた部屋着に着替えていると扉がカリカリと鳴る。念のためにポーチから板プレートを抜き取り、扉を開けた。サトウだった。彼は著莪の顔を不思議そうな面持ちで見上げてくる。何故おまえがここにいる？　とでも言いたげだ。

「あらサトウさん。今晩からはわたくしと一緒だと言ったじゃありませんか。よいしょっと」

　梗がやってくると重そうにサトウを抱き上げる。見えないように著莪は板プレートをそっとベッドの上に放ほうった。

「あ、著莪さん。よろしかったら我が宿自慢の温泉はいかがでしょう？　旅の疲れも取れますわよ。もう時間が遅いので閉めがてら、わたくしたちとサトウさんもご一緒させていただいてしまいますけれど、それで良ければ。お背中ぐらい流させていただきますわ」

「あぁそっか。忘れてた。んじゃ、入ろうかな」

　その時、ガチャリと隣の部屋の扉が開くと、槍水が顔を出す。

「もう風ふ呂ろを閉めるのか？　ちょっと読書していて時間を忘れていた」

　ではみなさんご一緒に、と梗は笑った。

　その宿の温泉は半露天という造りだ。庶民的な料理や宿と違い、温泉はなかなかの岩風呂である。二階建ての宿の横に屋根と壁を作りつつも、上方に隙すき間まがあり、そこから空が見えるようにしつつ、温泉の湯気を逃がしていた。著莪が最初に見た町の煙は火ではなく、温泉の煙だったのかもしれない。

　装飾が華美になるのは避けつつも、こういった実務的な部分に手間や金をかけているのは旅慣れた者に喜ばれる作りだ。

　他の宿泊客はすでに入浴は終えているようで、湯船に浸かっていたのは著莪と沢桔姉妹、そして槍水の四人だけだった。サトウは岩の上に寝そべり、荒い息でハァハァ言いながら彼女らを見やっている。鼻の短いブルドッグは体温調整が苦手で、暑さに弱いためなのだが、その顔や体と相まってノゾキの中年のオッサンがただ興奮しているように見えた。

　梗が著莪の背を流すというので、湯船から上がると、サトウも身を起こし、洗い場の中央で湯船に背を向けて座る。どうやら自分の体を洗ってもらうのだと勘違いしたらしかった。

　仕方ないので、サトウを著莪が、著莪の背を梗が洗う。
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　著莪はサトウの耳に水が入らないように頭以外の部分を泡で包み込み、背や腹はもちろん、指の間まで丁てい寧ねいに洗っていくが、サトウに嫌がる素振りはない。むしろ「苦しゅうない、存分に洗うが良い」とでも言いたげにふんぞり返ったような態度だ。かわいくもあったが生意気だ。

　著莪はペチッとサトウの尻しりを軽く指で弾はじく。なんぞ？　というようにサトウがふり返るが、著莪がそのまま変わらずに彼の体を洗っていると、気のせいだったとでも思ったのか、サトウはまた前を見る。そこでまた著莪は指で彼のお尻を弾くと、再びサトウはふり返り……。

　何度やってもサトウはその都度、なんぞ？　とふり返ってくれるのが著莪には楽しい。この町にいる間は暇を見つけてこいつで遊ぼうと決めた。




　町が寝静まった頃、著莪もまたベッドの中で寝息を立てていたが、廊下からカッチャカッチャという音が聞こえ、目を覚ました。なんだ？　と思っていると、扉からカッシャカッシャと何かをひっかくような音がする。扉を開けてみれば、案の定そこにいたのはサトウである。

　彼はまた著莪を、何故おまえがここにいる？　と言いたげな目で見上げてくる。

「何だよサトウ。梗とは寝てられなかったのか？」

　サトウは答えず、堂々と部屋の中に入ってきた。著莪もサトウがいつでも出ていけるように、扉を少しだけ開けたままにして、ベッドに戻る。

　サトウがベッドに昇ろうとジャンプするのだが、勢いが足りず、前足しか上に載のらない。後ろ足はベッドの側面を必死になって引ひっ掻かき、何とかよじ登ろうとする。

　見かねた著莪がサトウの弛ゆるんだ皮を掴んで、持ち上げてやった。

　自分が寝ていればサトウも諦めるだろうと思い、著莪は眠ることにした。が、サトウは著莪を踏みつけながら、一ひと頻しきりベッドの上の匂においを嗅かぎ回ると、枕を全身で抱くようにして横になる。当然、著莪の顔のすぐ横である。すでに目を閉じており、このまま眠る気らしかった。

「……おしっことかしたら、怒るからな」

　サトウを追い出すのも億おつ劫くうだった著莪は、やや邪じや魔まだが、諦めてそのまま寝ることにした。

　それから数分して、彼女がうとうとした時だ。

「……ズズー……ズズー……ズズー……」　

「……ウッセーなぁ、もう……」

　サトウのイビキだった。







　著しや莪がによる化け物の探たん索さくが始まった。あせびから教えてもらった地点を中心にして見て回る。ただどうしても〝狼おおかみの巣〟を迂う回かいするようにして作られている山路及びその近隣の森の入り口付近までしか探索できず、それ以上踏み込むには狼を相手にする必要があり、躊躇ためらわれた。そのせいか、数日を経へてもなかなか探索の結果は芳かんばしくない。

　しかしまったく何もなかったというわけでもなかった。いつもなら質素の極きわみとなるような携行食しか持たないのだが、宿に仕事のことを言うと、特別に弁当を作ってもらえたので、これを食べる楽しみもあった。そして何より何な故ぜか探索に槍やり水ずいとサトウがついてきたのだ。

　どうも槍水は毎日違った趣向が凝こらされるオルトロスの宿特製弁当が気になり、著莪の手伝い、という名目でついていけばタダ飯めしにありつけると考えたのだろう。著莪は苦笑いしつつ、荷物持ちをやらせる代わりに少額の手間賃、そして二人と一匹分の昼食を宿にこしらえてもらうようにした。

　サトウの方の真意は不明だ。はっきりいって槍水のように話し相手になるわけでもなく、時折木の根元にマーキングお　し　つ　こするだけで特に何かの役に立つ様子もない。ただついてきては食事時に弁当のつまみ喰いと馬肉ジャーキーをねだるだけである。だからといってタダであげるのはムカつくので、遊びがてら芸を仕込んだ。まず〝お手〟と〝おかわり〟だ。ブルドッグはそれほど頭の良い犬種ではないはずだが、サトウはすぐにそれをマスターした。

　今では著莪が口にジャーキーを咥くわえ、手を差し出すと何も命じなくてもサトウは自みずから左右の前足をトン、トンとその手に当てるようになっている。もちろん一ひと頻しきりそれをやった後、著莪はサトウの両前足を握って立たせ、口渡しで食べさせてやるのだ。

　ちなみに槍水も同様のことをやっていたが、ある時サトウに〝お手〟と〝おかわり〟をさせている間に、槍水がジャーキーをもしゃもしゃと食べてしまったことがあり、それ以来槍水の手にはサトウは反応することをやめてしまっていた。槍水はそんなサトウに不満を口にしていたが、著莪からするとどっちもどっちだと思った。

　また、物は試ためしにということで、サトウに長なが柄え刀とうのベルトを使って弁当と水筒を縛りつけて、背負わせてみたこともあったが……。

「おい、著莪、待て。サトウが遅れている」

　道を歩いていた著莪は槍水の声にふり返る。確かにサトウが後方でゼェゼェ言いながら今にも止まりそうな歩みをしていた。というか、すぐに止まって、座りこんでしまう。

「この犬、ホントつっかえないなぁ。荷物運びもできないのかよ」

「ブルドッグは元々闘とう犬けんだ。力はあっても持久力はないし、こういう仕事には向いてない」

「……完かん璧ぺきな駄犬じゃん」

　著莪の言葉が自分をバカにするものだとサトウにもわかったのか、彼は急に身をよじって縛りつけられていたベルトから器用に体を抜き取ると、即座に弁当箱に襲いかかる。

「著莪、まずいぞ！」

「あの野郎喰うつもりだ！　やめろバカ！」

　へそを曲げたサトウが弁当の蓋ふたを開けようとするのを著莪と槍水が全力で止めることになったり……と、良くも悪くもとりあえずは賑にぎやかで、暇ひまをすることはなかった。

　そんな探索を夕暮れまで行い、狼が出回る夜になる前に町に戻り、その後は病院に隣接する図書館で槍水は魔導書を、著莪は町や山そのものの歴史の書物を読み漁あさった。そして夜更けには温泉に入り、サトウと一緒にベッドで眠る……そんな日々が十日ほども続いた。その間、巨人が現れることもなく、暴れた痕こん跡せきこそ見つけても、その本体を見つけるには至らなかった。

　そのため町に訪れてからの著莪の収穫といえば町の人との交流を持てたことぐらいだ。

　オルトロスの宿は著莪の予想通り、地元の人間には人気の場所で、そこで食事をしているだけでほとんどの町民の顔を見ることができる。

　また図書館にいると夏休みの課題をやっている生徒たちとも顔見知りになれたし、その中でもとりわけあせびとは仲良くなった。それでわかったのは、彼女は生まれながらに魔法が使えたわけではない、ということだ。彼女は学校でも一、二を争う秀才であり、実家の病院で先祖が残した書物を幼い頃から読んでおり、独力で回復魔法の修得にまで至ったのだという。

　そのことについて著莪はどこか、やっぱりそうだよな、という感想だったが、槍水は違ったようだ。彼女としてはあせびは特別なものにしておきたかったらしい。彼女とて魔導士の弟子である以上、魔導を極めんとする者。天てん賦ぷの才ならば仕方ないと思えるが、勉学によって身につけたとなれば意識せずとも自然と努力の差を感じてしまうのだろう。

　そういえば、と著莪は槍水がいまだに魔法の類たぐいを使ったのを見たことがないのを思い出した。

「槍水って、いつも勉強してるけど、結局何かできんの？」

「何かって……勉学に励み、修行したんだ。だからそれなりに。一応、地元では名が知れた魔女でもあるんだぞ。一部からは《氷結ひようけつの魔女》なんて名で……な、なんだその疑いの目は！」

　図書館であせびと一緒にいる際にさらりと聞いてみたのだが、槍水のその過剰な反応からするに、もしかしたらかなり悲惨な人生を歩んでいるのかもしれない。思い出してみれば槍水は探索に付き添ってくる時にはいつも手てつ甲こうを装着し、彼女がいつも履はいているブーツは旅人に好まれるような丈夫で軽い旅用のものではなく、重く無駄に頑がん丈じようなものだ。そこそこに魔法が使える魔女や魔導士と呼ばれる者ならあまり必要のない代しろ物ものである。

　著莪がそれについてからかうと、槍水は顔を真っ赤にして反論してくる。それが著莪には楽しくて仕方がなかった。

　それから幾日か。特にこれといった進展もなかった。それは自分がどこか本気で探索していないせいだというのを、著莪は自覚していた。

　もし本気で事件を解決する気だったら町民の力を借りて狼狩りをしてでも森の中に入るか、一いつ旦たん山を下りて再び淡あわ雪ゆきえりか、そしてギリー・ドゥーの力を借りるべきだった。特にギリー・ドゥーと直接接触できればすぐにでも巨人の居場所が突き止められる可能性は高かった。

　ただ著莪にはその手段を取ろうとする気持ちが湧わかなかった。特に修行に打ち込むわけでもなく、一人で風を話し相手に旅をし続けるわけでもない、そんな日々は居心地が良いのだ。町で人と喋しやべり、サトウと槍水らと共に散歩のようにして半日歩き回り、そしておいしい夕食を食べる。そんな日常を心のどこかで終わらせたくないとする想いと、そしてこの事件の真相に正面から向き合いたくないとする想い。その二つが著莪の探索をおざなりなものにしていた。

　それに対する罪悪感からというわけではないが、ある日、著莪の足は自然と町外れにある教会に向かっていた。そこには図書館の書しよ架かには並ばぬほどの古い史料があるのだ。教会は町が出来た当時からのものらしく、古い石造りだった。著莪が生まれながらに入信しているセガ教からすれば異教の教会だったが、排はい他た的な雰囲気はなく、セガ信者の彼女でも快こころよく受け入れてくれた。事情を話すと書物をすぐに見せてもくれる。ただ、それら書物が朽くちかけているのはともかくとして、時間が遅いこともあり、暗かったのがやや問題だった。

　協会内は何度か改装されているらしく、小こ綺ぎ麗れいで、上品な蝋ろう燭そく立てがズラリと壁に並んでいたりもするのだが……今はどれも使われておらず、ランプ一つだけが光源だった。

「どういうわけか教会に届くはずの荷物ばーっかあの巨人さんは狙うでよ。おかげで夜はいつもこんな様子じゃ。きっと神様が怖いんじゃろうなぁ」

　年寄りは夜が早いから構わんのだがな、とその教会を管理している加か戸どと名乗る爺じいさんは笑っていた。著莪もそれには苦笑いするが、教会の地下書庫にランプ一つではさすがに心許ない。そこそこの量があり、しかも整理されていないのだ。ちゃんとした明かりが欲しかった。

「今また町の商人たちが買い出しに行ってくれとってな。もう戻ってくる時期じゃ。その後にしたらいぃ。そうしたらいろいろ何か持て成しもできるでよ」

　著莪もそれには肩をすかし、書庫を漁るのは一旦諦あきらめ、その日は加戸からこの地域の昔話を聞くに止とどめるのだった。

　その翌日の夜、事件が起こった。食後のお茶を手に、著莪が槍水たちと共にオルトロスの宿のカウンター席にて、もうすぐ夏休みが終わるというのに、宿題である美術の課題がまだ残っているのだという愚ぐ痴ちを梗から聞いていた時だった。

　扉を乱暴に開け放ち、一〇人近い男たちが雪な崩だれ込んでくる。商人たちだった。

　〝お手〟と〝おかわり〟巨人が出現し、この町に物資を運ぶ途中に襲われたのだという。

　著莪は、しまった、と思った。あまりにもぬるま湯に浸かったような生活に溺おぼれてしまい、結果的にまた被害者を生んでしまった。

　が、しかし商人たちは著莪のそんな気持ちを知ってか知らずか、全員が興奮した面持ちで大笑いしながら大量の酒を注文する。一番笑っていたのが襲われた荷馬車の持ち主だった。

　話を聞くと、どうも商人の仲間内で約束があり、荷馬車を襲われた人は他の仲間から一晩酒と食事を奢おごってもらえるのだという。自分たちの身代わりになってくれてありがとう、という意味なのだろう。

　彼らは命辛から々がらで走り抜けてきたというのに、悲ひ愴そう感等は微み塵じんもなく、襲われた際のことをまるで武勇伝であるかのようにそれぞれの口から止めどもなく語る。剣を持つ者の中にそういったギリギリの体験を興奮しながら喋しやべる者は多いが、商人でこの種の話をする者は珍しい。

　さらに彼女を驚かせたのは、襲われた荷馬車の持ち主は自分が狙ねらわれたと見るや、止まることなく即座に馬を解き放ち、それに飛び移って荷台を捨てて一いち目もく散さんに逃げ切ってみせたのだという。そして一旦町まで戻った彼らは荷を置いて全員で再び山を下り、置き去りにしてきた荷の大半をかき集めてきたという信じられない行為をやり遂とげていた。つまり、今回の損失は実質的に襲われた際に破壊されてしまった荷台と、それと同時に地面に叩きつけられて辺りに飛び散ってしまった教会から頼まれていた荷物ぐらいなもので、たいしたことはないのだという。

　さすがにこの話には著莪も唖あ然ぜんとして開いた口が塞ふさがらない。商人の中には退屈な旅路に張りが出来たおかげで買い付けが楽しくなったとさえ言う者もいて、豪ごう勇ゆうにもほどがあった。

　商人たちが乾杯すると、それが切っ掛けだったかのようにオルトロスの宿には町民たちが次次と現れ、一緒に祝杯をあげ始める。狼がいるとはいえルールさえ守ればさしたる危険はなく、化け物が出るようになったとはいえ襲われる心配をするのは商人か旅行者だけ……町民からすればこういう刺激的な話は酒の肴さかなにちょうどいいのだろう。

　しばらくしてから町長が息を切らせて現れる。彼はあせびを連れてきており、襲われた商人たちに怪我はないかと、まるで自分の子を気き遣づかう過保護な親のように心配する。そんな彼の慌あわてぶりに商人たちは一様に笑った。

　しばらくすると教会の管理している加戸もやってきて、また教会の荷が襲われたと知るや、自分にも一杯奢ってもらう権利がある、と言い張る始末だった。もちろん本気ではなく冗談だ。損失した荷の代金は商人仲間で折半して返却されるので教会にも痛みはない。しかし、気分が高揚している商人たちは加戸にも大量の酒を奢り、一緒になって笑い合っていた。

　こんないい想いが出来るのなら巨人に襲われるのも悪くない、破壊された荷馬車の持ち主は大量の酒を飲み干しながら、言った。それに悪気はないにせよ、はるばるこの地にまで化け物事件を解決しにやってきた自分がバカにされているように、著莪には感じられてしまう。

「……気にするな、著莪。彼も本気じゃない。何よりこういう言い方も変だが、本当に困っている人もいるんだ」

　槍水の言葉に著莪は苦笑するしかなかった。

「ありがと。……今日はもう休むよ。明日はいつもより早く出る」

　商人たちから巨人が出没した場所を聞き、奴がその後どちらの方へ行ったかだけを聞くと、著莪は席を立った。それまで槍水の膝の上で寝ていたサトウが部屋までついてきた。著莪がベッドに横になれば、サトウもまたベッドをよじ登り、彼女のそばで伏せる。そのとぼけた顔は彼もまた著莪に、元気出せよ、とでも言っているかのようだった。

　著莪は寝たままサトウを抱き寄せた。ガッチリムッチリとしたその体に触れる。

　温かな彼の体温がひどく優しい。

「……明日、巨人を見つける。多分倒すことになると思う。……でも、問題はその後なんだよね」

　著莪はこの町で出会った人たちの顔を思い浮かべる。

　皆、いい人たちだった。悪い人なんていない。しかし……。

「……アタシはまだまだ未熟だ。祖じ父いちゃんのようにはいかないや」

　この町は居心地が良すぎる。長居し過ぎてしまった。著莪は一人、サトウに語った。







　翌早朝、著しや莪がは出立した。いつもより早いのにきちんとお弁当が用意されていたのにも驚いたが、それ以上にいつものように槍やり水ずいとサトウがついてきたのにも驚いた。今回は探たん索さくではなく、文字通りに化け物退治に行くのだ。〝狼おおかみの巣〟に踏み込む覚悟で、だ。

　しかし槍水は、だったら尚なお更さら自分は役に立つ、狼を退しりぞけられるぐらいの力はある、と胸を張る。もしかしたら散々今まで著莪が魔法が使えないのではないか、と疑い、バカにしてきたせいかもしれないし、手を貸してうまく駄だ賃ちんを稼かせごうという腹づもりなのかもしれない。

　サトウは……言っても理解できないだろうから初めから説得するのは諦あきらめた。いざとなったら槍水に抱えて逃げてもらえばいいだろう、と著莪は自分を納得させる。

　……本当は側に誰かにいてほしかっただけだ。恐らく著莪は今日を境さかいに、町人の誰かを、もしくはその多くを敵に回すはずだから。味方が欲しかったのだ。

　山を下りながら著莪は槍水にそのことを話す。どういうことだ？　と槍水は首を傾かしげた。

「この山やその周辺の歴史を調べてみたんだけど、やっぱり首なしの白い巨人なんて元来この地にはいやしないんだ。普通、化け物の多くは大たい抵ていその地に根付いているヤツばかりだし、移動してくるにしても周辺に何かしらの足跡を残す。でも、今回はそれがなく、唐突に現れている。それはおかしい」

「ひょっとして、巨人は初めからおらず、誰かの狂きよう言げんだったと？」

「その可能性もあった。けれど巨人が暴れた痕こん跡せきは確かに存在していたし、昨日の商人の件もあるから、ただの狂言だってことはないと思う」

「だとしても、それではまるで……」

「そう。恐らく今回の一件は人じん為い的なもの。誰かが巨人を呼び寄せたんだと思う。考えてもみなよ。巨人が出て一番困っているのは？　それで得しているのは？　何故アタシが呼ばれたのが巨人が現れてから一カ月以上も経たってから？　理由は簡単。町の誰かが糸を引いてる」

　巨人は夏の盛りを過ぎた頃から出現しており、それにより避ひ暑しよに訪れていた裕ゆう福ふくな旅人たちは山を下りるに下りられなくなった。荷の少ない著莪のような者ならともかく、そうでない者にとっては襲われる確率が低くとも万が一を考えて事態が改善するのをおとなしく待っていようとするだろう。当然その間は町に金を落とさざるを得ない。

「なるほど、確かに町は潤うるおっているな。だが……」

「せめてこの道路が使えないぐらいに危険で、町の住民も生活に苦労しているのだとすればまだいろいろと考えられたんだけど……そうじゃないからね。しかも死人も出ていないし、冬ごもりに備えなくてはならない時期になってからアタシが呼ばれた。これはもう、どう考えても誰かの思惑があるって考える方が普通じゃん。……祖じ父いちゃんがよく言っていたよ。本当に大変なのは、化け物を相手にする時より人間を相手にする時だって」

　初日の段階で人間が関かかわっていることは予想できた。予あらかじめ証拠の塊かたまりたる巨人と相対する前に犯人の目星をつけておきたかったが、町にいればいるほどその中から犯人を見つけようとする気が削そがれていってしまった。昨夜、大笑いしながら酒を呷あおっていた彼らの中に犯人がいるのだと、そう意識し、疑いの眼差しを向けるには著莪はまだ若すぎた。

　しかし襲われている人は確かにいる。そして今回は豪胆な商人たちがうまく切り抜けたが、もし失敗していたら……それはもはや著莪が見殺しにしたのとさしたる違いはないのだ。

「ふむ。だとすれば一番怪しく思えてくるのは町長あたりか。巨人が出没してからすぐにおまえのような者を呼ぶべきだという声はあったが、それをはね除のけていたのは確か彼だったはずだ。ただ、昨日の商人たちへの気き遣づかいを見ていると……」

「犯人かどうかはともかく、彼はそれほど悪い人じゃない。仮に犯人だったとしても、恐らく町の住民を危険な目に遭あわせたいわけじゃないんだと思う。脅おどかすだけ。……ただ、犯人じゃなかったとしても、巨人を利用していたのは間違いない。突とつ如じよ現れた巨人、しかし被害は少ないものの、避暑に訪れた人々が帰るに帰れなくなっている。それは町にとってかなりおいしい状況だと彼は判断し、アタシたちに派は遣けん要請をギリギリまで出さなかった。しかも要請を出して、実際に訪れるまでの日数を逆算までしてる様子だった。かなりのやり手だよ。商人の方が向いているんじゃないのかな。あと……いややめよう。結局確証は何も見つけられなかった」

　それっきり著莪も槍水も口を閉ざし、歩き続けた。

　時折道路に空箱が落ちているのが目につき始め、さらに進んでいくとついに昨夜襲われたという馬車の荷台を見つけた。横転し、片側の車輪は外れ、木片を辺りに飛び散らせていた。かなりの勢いでぶっ飛ばされたようだ。

　サトウがしきりに辺りの匂においを嗅かぎ回り、森へ入っていこうとするので著莪は彼の首の皮を掴つかみ、止める。彼が行こうとした方は巨人が去っていったと商人が証言した方向だった。

「こっから先はアタシ一人。サトウは槍水とここで待ってて。お弁当も預けとくから、お昼になってもアタシが戻らなかったら先に食べててよ。……倒してくる」

「……狩かるのか？」

　すでに槍水には調ちよう停てい士しがどのようなものかを暇ひまにあかせて話してあった。それ故ゆえにいきなり〝倒してくる〟と断言したのが気になったのだろう。

「うん。人間の手で住処すみかを移動させられたりした奴はもう元の場所に戻しても以前通りには生きていけないことが多いし、何より縄なわ張ばり以外で人間を襲ってしまうと余計にね」

「……もしも、その際に私がおまえの手伝いをしたら……その、何だ。報ほう酬しゆうは少しでも出たりするのか？」

　やはりそれが狙ねらいか、と著莪は笑った。どうせ町の金だ。必要経費として彼女にも報酬を払ってもよかったが、魔法もろくに使えなさそうな槍水はむしろ足手まといになりかねないし、何より危険だ。おとなしく待っているように著莪は言うのだが……。

「あくまで〝もしも〟の話だ。……どうだ？」

「そりゃまぁ、そうなったら払うけどさ。でも――」

　苦笑するように言う著莪の言葉を、どこか遠くを見る槍水は手で制する。

「それを聞いて安心した。……どうせやるのなら、報酬はあった方がいいからな」

「え？　なに、どういうこと？」

「もう、いる」

　著莪は槍水の視線を追う。森の奥に、白い影。

　著莪が反射的に長なが柄え刀とうを手にし、ベルトを解いて包んでいた布をはぎ取った。彼女と槍水が全身に緊張を走らせ、構える。

　バカな、と著莪は思わず胸の内で呟つぶやく。化け物が近くにいるのに、何も感じなかった。

　白い影が動く。木々を避けつつもほぼ真まっ直すぐに著莪たちに迫ってくる。それは確かに首のない、いや、正確には首まではあるものの、その先の頭部のない白い巨人だった。しかもただ人型というのではなく、筋肉質かつちょっとメタボの入ったガチムチな中年のオッサンの体そのままだ。無論、全裸である。それが真っ白で、頭がなく、二メートルはある体格で真っ直ぐに短距離走者のように両手を大きく振って迫ってくるのは衝撃的かつ強烈な光景だった。股こ間かんに何もぶら下がっていないのがせめてもの救いである。

　著莪は武器を握り直し、接触に備える。槍水もまた肩から下げていた弁当入りの雑ざつ嚢のうを近くの木の枝に引っかけた。そうして、一番最初に動いたのは――サトウだった。

「ぅおーい！　待てバカ犬！」

　サトウはいきなり巨人に向かって吠ほえながら走り出す。その様は一見勇ましい戦士のようでもあったが、そのムチムチのお尻やチョコンとついている短い尻しつ尾ぽは格好良さや逞たくましさよりも愛らしさが上回っており、とてもではないが二メートルの巨人を相手にする頼もしさはない。

　著莪は長柄刀を地面に突き刺し、腰のポーチから板プレートを抜いてサトウの後を追った。しかし間に合わない。

　森と道路の境目にある木々の本数も疎まばらな地帯で、サトウが巨人と接触しそうになる。巨人は目も耳もないのに、的確にサトウを狙ってその太い腕を振るう。サトウは吠えるのをやめ、そのまま巨人の股またの間を走り抜けると、方向転換し、著莪たちの方へと慌てて逃げてこようとするが、巨人はなおもそのサトウを狙って腕を振るう。

「まったく、威勢だけだな」

　苦笑するような槍水の声。後ろから聞こえたのに著莪の視界に黒影がある。槍水はさらに凄まじい速度で加速すると、著莪をおいてサトウのもとへと飛ぶようにして駆けつける。

　サトウに向かって放たれていた巨人の拳こぶしを、槍水はその細い腕で受ける。凄まじい音がし、槍水のブーツが地を削る。彼女は、己の三倍はあろう化け物の拳を、完全に受け止めた。

　槍水は巨人の腕を弾き飛ばし、がら空きになった彼の懐ふところに身を滑り込ませると腰を落とし、掌しよう底ていを放った。巨人がバランスを崩し、尻しり餅ももちをつく。

　その隙すきに槍水はサトウを抱き上げ、地を蹴り、空中に舞う。

　著莪は驚きつつも、槍水が身につけていた装備に納得した。彼女の専門分野は魔法でも、得意分野は肉弾戦のようだ。著莪は苦笑しそうになるのを堪こらえつつ、手をついて立ち上がろうとしていた巨人の脇腹に、板プレートを斬り上げるようにして叩たたきつける。

「な、何だ、この感触!?」

　その見た目からてっきり人等と同じような感触を想像していたのだが、硬い。しかし、金属のように硬いというのではなく、強しいて言えば爬は虫ちゆう類るいの皮ひ膚ふをさらに硬くしたような、ある程度の柔軟さを持った妙な硬さだ。しかも板プレートを通して著莪の手に伝わってくる巨人の体内の感触もおかしかった。脇腹に叩きつけたのに骨の感触はもちろん、筋肉、脂肪、臓腑……そういった内側にあるはずのモロモロのものの感触が何もない。

　巨人は叩きつけられたことでよろめくが、痛みを感じている様子はない。著莪は第二撃を叩き込もうとするも、彼の巨大な手が彼女を捕まえようと迫ってきたので、やむなく飛び退る。

　著莪は巨人を間近で見て、それは実際の大きさよりもやたらに大きいと感じた。感覚としては三メートルはありそうな気がする。よくよく考えてみれば首のない状態で二メートルはあるので、実際にはその身長以上の人間の体格があるのだ。しかも両手足、腰、腹、胸板と、部位それぞれが太いため、より大きく見えているのだろう。

「どうだ、著莪、いけそうか」

　先ほど巨人に襲われたのがよほど怖かったのか、震えているサトウを抱いたまま槍水は少し離れたところから声をかけてくる。著莪は、わかんない、とだけ応じた。

　巨人は立ち上がると、攻撃されたことに苛いら立だったように腕を振るい、近くにあった木々を根本からへし折る。そのうちの一本の巨木を著莪に向かって投げつけてくるが、それは周りの木々にぶつかって途中で地に落ちた。

「とりあえず、頭は良くないらしいな」

「頭ないもん、アイツ。ってか頭なしって……今更だけど体の構造どうなってんだろ」

　とりあえず板プレートだけで痛めつけておとなしくさせるというのは無理そうだ。殺すにしても、捕らえるにしても、長柄刀が必要だった。

「仙、サトウ、一いつ旦たん道路まで下がろう。アタシ、狭い森の中はちょっと苦手なんだ」

　二人と一匹が道路に出ると自然と巨人もまた追ってきた。その手にはまた木が一本握られており、それで著莪たちを狙ってくる。武芸者の洗練された動きからはほど遠いながら、その体に似合った凄まじい力を込めての一撃。槍水は飛び退くが、著莪はそうしなかった。板をポーチにしまうと、再び手にした長柄刀を構え、迎え撃つ。

　叩き下ろされる木。それを著莪は柄の先で左に弾いてそらし、そのまま動きを止めずに反対の一メートルはある刃やいばで巨人の左腕を斬り上げる。最初は硬い、しかしその先は粘ねん土どでも斬るような妙な感触だ。著莪は長柄刀の先を天に向くまで振り抜いた。巨人の太い腕が宙を舞う。

「血も出ないか！」

　そして痛みすら覚えていないようだ。巨人は木から手を離すと片腕を失ってバランスが崩れたのか、不格好な体勢で拳を放ってくる。

　巨人の一瞬たりともひるまないその様子に著莪は虚きよを衝つかれる。やむなく斬り上げた勢いを活かして素早く長柄刀を回し、横に両手で持ち、その柄で受け止めた。

　巨人の拳は凄まじく、著莪の体は水平に吹っ飛ばされ、地を転がる。

　無事か、と槍水が近くに来て、立ち上がろうとしていた著莪を支えてくれる。サトウは著莪たちを守るかのように前に立ち、うなりを上げて構えてみせた。さっきまで槍水の腕の中で震えていたのに、その威勢だけは立派だ。

「大丈夫。それよりサトウを……アレ？」

　著莪は道路に落ちた巨人の腕を見る。それは著莪が切り離した時のままの形で転がっている。完全に硬直しているのだ。しかもその切断面は著莪が板プレートを叩きつけて感じたように、筋肉も骨も何もなく、滑らかな白色を見せるだけだ。

　巨人はその腕を掴むと切られた部位に持っていき、切断面同士を合わせる。すると一瞬でいとも簡単にくっついた。しかもまるで切断されたことが嘘のように傷跡もなく、完全な状態で、だ。さらにくっついた瞬間に硬直していたその腕は再び柔軟さを取り戻し、動き出す。

　著莪はもしやと思い、長柄刀の刃を見る。本来化け物を斬りつければ、その刃に付くのは鮮血だが、今回は違うものが付着している。白い、粘土のようなもの。

　指先でこすってみれば粘土よりもやや硬く、ポロリと落ちた。それでいながら指にはかすかに油分特有のベタつくようなヌメリの感触が残る。

「……まさか、蝋ろう？　ゲッ、ヤバイ、これアタシの専門外だ！」

「何だ、どういうことだ？」

「アイツ、化け物は化け物でも、生き物じゃない。蝋人形。誰か人間の手で作られて、そいつの力で動いている。……アタシたちの専門は生き物の化け物の方なわけで――あ、来る」

　巨人が拳を振り上げ、再び肉薄してくる。サトウはすでにかなう相手ではないとわかっているのか一いち目もく散さんに逃げ、著莪と槍水も道路の左右に飛び退る。巨人の拳が地を抉えぐった。

　そこに槍水が仕掛ける。飛び込み、その勢いのまま巨人の足を払い、バランスを崩させたところに下方から上方への拳を叩き込む。彼女の拳は巨人の脇腹に喰い込み、彼の体を浮かせた。

　著莪もまた槍水に続く。巨人に接近すると、舞うがごとくに全身を使って遠心力を生み、その勢いのまま長柄刀を斬り下ろす。刃が空気を切り裂き、音を立てた。

　巨人の肩口に著莪は深く刃を沈ませ、そのまま腰へと傷を走らせる。刃が巨人の体を両断するがごとく一気に進み、そして完全に切り抜く。しかし著莪は勢いを止めず、そのまま束たばねた己の金髪を体に巻き付けるように長柄刀ごと半回転し、柄の先で巨人の体を突き飛ばした。

「クソ、両断したと思ったのに！　斬ったそばからくっつけられるのか！」

　巨人はズシンと重い音を立てて俯うつぶせに転倒するが、すぐに立ち上がる素振りを見せる。そこに槍水が追撃を仕掛けようと肉薄する。それに巨人も感づき、膝ひざをつきつつ拳を放った。

　槍水がそれに対して同じく拳をぶつける。ドフッという鈍にぶい音がし、巨人の腕がへし折れる。槍水はそのまま巨人の懐ふところへ飛び込み、目にも止まらぬ速度のラッシュ。巨人が押し飛ばされ、森の中へ。その背が木にぶつかり、木の葉を散らした。

　巨人は無事な方の手で槍水を抱き込むようにして捕らえようとするが、彼女はするりと抜け、その腕を蹴けって上空へ逃げる。間かん髪はつをいれず代わりに今度は著莪が巨人へ。長柄刀で斬り上げ、その腕を切断。今度は体ごとではなく長柄刀だけをそのまま半回転させ、柄の先で巨人の胸を深く突き刺す。ゴスッという生き物ではあり得ない妙な手て応ごたえを感じつつ、著莪は刃元に近い柄の部分を握り、巨人に背を向け、地に足裏をめり込ませながら、背負い投げの要領で巨人を道の方へと投げ飛ばす。雄お叫たけびを上げた。

　巨人は勢いよく空へ投げ飛ばされ、道へ。そこに上空から槍水が飛来し、巨人の胸元を蹴りつける。地面に叩きつけた。

「これはまた……とんでもない奴だ」

　槍水は巨人から距離を取ると、呆あつ気けに取られながら漏もらした。彼女の横に並ぶ著莪もまた、同じ気持ちだった。今し方斬り飛ばした巨人の腕、それは斬った直後に……もう片方の腕の先にくっついていた。手の平からもう一本腕が生えている形だった。しかもどちらの腕の指も動いている上、肩から生えている方の腕は先ほど槍水の攻撃でへし折れているはずなのに、だ。

　巨人はゆっくりと立ち上がる。気がつくと後付けされた腕の方はみるみるうちに縮んでいき、代わりに切断したはずの肩口から新しい腕がモコモコと生えてくる。

　まともな生物なら最初の攻撃の段階でほぼ確実に息の根を止められたはずだ。だが、今回の相手はまともではない。斬っても、打ってもたいした効果はなさそうである。

「仙、確かアンタって高名な魔導士の弟子だって言ってたよね」

「一応、そうだ」

「多分アイツ、仙せんの方の専門分野だと思うんだけど、ご意見とか聞きたいな」

「昔読んだ本の中に、巨大な蝋で出来た兵士を倒したという話はあった」

「まさにそれじゃん。どうすればいい？」

「確かその話の中では建物の中に引き込み、中に入ったところで建物を崩して身動きをとれなくしていた。そこを村人が集まって瓦が礫れきごと一晩焼いたとかなんとか」

「ダメだなぁ、それ。ここだと森ごと燃やすことになっちゃう」

「だが待て、本当に蝋なのか？　蝋のような生き物という可能性は？　表面は蝋より硬い上に柔軟性があるし……何よりゴーレムなんて伝説の中でしか見ないような高等技術の結晶だぞ」

　ん、と著莪は長柄刀の刃を槍水に見せる。槍水は先ほどの著莪のようにその表面を指で触り、蝋だな、とため息をつくように言った。

「多分作りは蝋で間違いない。表面は魔力かその類たぐいで覆おおっているから硬かったり柔らかかったりするんじゃないのかな。って、落ち着いて話している場合じゃないか。サトウ、どこだ？」

　著莪は立ち上がる巨人を警戒しつつ、辺りに視線を巡らせる。

　いた。かなり離れた草むらの中から顔だけ出してこちらを窺っている。

「……中途半端に利口だなぁ、おまえ。まぁ、それでいいよ」

　ぼやく著莪の横で、槍水が、ふむ、とその細い顎あごに手を当て何かを考える素振りを見せた。

「蝋だというのなら……やれば出来るか」

「お、何か思いついた？」

「思いついてないわけじゃないが……そうだな、その、少しいやらしい話になるんだが――」

「え〜、こんな真っ昼間から猥わい談だん？　仙ってそういうキャラなんだ〜」

　ち、違う!!　と、槍水は顔を急に真っ赤にして怒るので、著莪は笑った。

「あ〜はいはい、わかったわかった。お手伝い料は奮発させていただきますので、わたくしめにお知恵をお貸しくださいませ」

　ゲフンゲフンと、槍水はわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「ならば仕方ない。あまり気は進まないが……著莪、さっきの要領でもう一度投げ飛ばせるか？　今度は上に、それも出来るだけ高くだ」

「できなくはないけど、何で？」

「そうしてくれれば私が魔女と呼ばれていることを証明できる。だが、低いとダメだ」

　巨人が走り込んでくる。槍水は巨人から飛とび退のき、著莪は逆に立ち向かった。

　巨人の跳び蹴り。図体がでかいせいもあり、動きは大おお仰ぎようで、かわすのは造作もない。奴の足先が目前に迫ったタイミングで著莪は横にかわす。飛ひ翔しようする巨人の腹にあえて素手で掌しよう底ていを放った。さすがにズシリと重い。これを真上に高く上げるとなると大変そうだ。

　巨人は地面を転がるも、すぐさま立ち上がり、両手を振り上げて著莪に襲いかかってくる。その白いというだけで、生々しい中年の体つきのそれは著莪に生理的な恐怖を与えてきた。

「真上に上げたら、何とかなるんだな？」

「信じろ。ただし、投げ飛ばすのは念のためサトウから見て風下の方に頼む」

　槍水は後方で、何故か手てつ甲こうを外しながら言った。

　注文が多い。著莪は舌打ちをし、巨人に向かって構える。

　奴はまるでその太い両腕で著莪を抱き締めるかのように覆おおい被かぶさってくる。飛び退りたくなるのを堪こらえ、著莪は身を小さくし、その脇を抜けようとする。しかし巨人の腕をすり抜けたところで腰を低く落とし、止まる。長柄刀の刃の腹を巨人の下腹部に当てる。

　そこであらん限りの力で得え物ものの柄つかを握り、全身の筋力が悲鳴を上げるのを無視し、著莪は巨人を空中に打ち飛ばそうとする。巨人の体重の全てが長柄刀にかかる。金属だけで拵こしらえられたはずのその武具が、しなる。ブーツが地面にググっとめり込んだ。

「いっっっっけぇえぇぇええぇぇえぇ!!」

　巨人の体が浮き上がる。著莪は力任せに長柄刀を振り抜いた。

　著莪は自みずからの勢いを抑おさえきれず、そのまま地面を転がる。その状態で巨人が下腹部を上にして空中に舞い上がるのを見る。槍水の要求通り、だいたい真上、サトウの風下。

　これで一体何をする気だ？　著莪は槍水を見、そう言おうとしたが、槍水は両手に青黒い光を佇たたずませているのを見、言葉に詰まった。

　ヤバイ、と著莪は直感する。著莪は重い長柄刀を捨て、サトウのいる方へ向かって飛んだ。

　槍水が駆ける。空中でもがく巨人のまさにその下に彼女は立つと、片膝を地面につけ、両手を天へと突き出す。

　その光景を見つつ、著莪はサトウを抱きしめ、地に伏せた。

「これを使うのは、久しぶりだ」

　槍水のそんな声が聞こえた気がした。はっきりとはわからない。彼女の声が聞こえた気がした直後に、そんな言葉などどうでもよくなるような爆音が山に轟とどろいたのだ。

　ドンッ、というまるで槍水が、いや、彼女の周りの空間が弾け飛んだような音と衝撃。

　著莪は吹き飛ばされそうになる凄まじい圧力を体で感じながら、槍水の両手から迸ほとばしる青黒い何かを見る。

　それは、信じられないほどの炎。青黒い、烈れつ火か。それに巨人が一瞬にして呑み込まれ、とてつもなく太い火柱が天と地を繋つなぎ、空間そのものを焼き尽くす。

　一瞬で、全てが決していた。槍水が両手を振り下ろすと青黒い炎は消え失せ、同時に巨人の姿もまた、この世に一ひと欠片かけらとて残すことなく、全てが消え去っていた。

　槍水の放った魔法の衝撃波に木々は震え、辺り一面の空気が焚たき火びのすぐ側であるかのようにジリジリと熱い。そして……息が苦しい。吸っても、吸った気がしない。

　困惑しながらも著莪は苦しげにもがいているサトウを心配した。何とかしなきゃ……そうは思ってもどうしていいのかがわからない。サトウをただ抱きしめる。

　その時だ。ふっと一陣の風が吹いた。焼かれたような肌にはそれはひやりと冷たい。その風を吸う。一気に楽になった。

「……そうか、空気まで焼いたのか」

　槍水の放った凄まじい炎は一瞬にして蝋で出来た巨人を、そして同時に周りの空気を焼き払い、酸素を消し去ったのだ。それで槍水はサトウの風下に投げ飛ばせ、と言ったのだろう。

　サトウを見れば荒い息だが大丈夫そうだった。鼻水がジュプジュプと音を立てている。

　キーンと鳴る耳に手を当てつつ著莪は槍水を探す。いない、いや、いる。倒れている。

　サトウを放し、著莪は槍水に駆け寄った。熱い。空気と共に地面が酷ひどく熱せられている。

　槍水を抱き起こせば、鯉こいのように口を開け閉めしつつ、顔面蒼そう白はくで意識朦もう朧ろうとしている……酸欠の症状だった。彼女をサトウのいる草むらまで連れてきて寝かせてやると、しばらくして呼吸が落ち着きだす。熱せられていた空気もまた風によって熱が浚さらわれていき、数分前までの環境がようやく戻ってくる。辺りの木々の枝葉はいくらか焦こげてはいたが。

　草むらの上で座っていた著莪の横で、槍水が頭を振りつつ、上半身を起こす。

「……クソ、やはりこうなったか。ハァハァ……私は、何分ぐらい寝ていた？」

「数分だよ。ってかさ、なんで自分の魔法で死にかかってんだよ」

「べ、別にいいだろう。……それより、謝ってもらいたいものだな。おまえ、今まで散々私のことをバカにしてきただろう」

「あー……いや、まぁ、それはまぁ謝るし、お礼も言うけどさ。もう少し弱くても良かったんじゃない？　アタシはもちろん、サトウもびっくりしちゃったよ」

　著莪は横に伏せていたサトウを抱き上げ、その顔をのぞき込む。

　彼は相変わらず不満げに、なんじゃい、というような顔をしていた。

「おまえもおまえだよ、サトウ。普通こういうのってさ、役に立たなそうな奴が最後に頑張ったりしてどうにかするんじゃないのかよ」

　サトウはしばし困ったような顔で著莪を見つめた後、彼女の鼻先をペロリと舐なめた。著莪は苦笑し、胡座あぐらをかいて、その上にサトウを置く。

「さて、とりあえず疲れたし、町に戻る前にご飯でも食べようか」

　著莪の足の上で伏せようとしていたサトウがまたムクリと起き上がり、興奮した面おも持もちで著莪の顔を見上げた。その彼の頭を槍水が撫なでる。

「……これからどうする気だ。蝋で出来たゴーレムともなれば疑いようもなく人間が関わっている。次は犯人探しか？」

「わかんない。このままアタシたちが何も語らずに、化け物だけ倒したって言って帰ったとしても一応は今回の一件は解決したことになるとは思うんだ。アタシたちは別に人を裁さばくのが専門ってわけじゃないしね。そもそも今回は人間同士の問題で、極端にいえばアタシたち、調停士の仕事とは関係なかったんだよ。ただ……」

「真実は闇やみに葬ほうむられ、犯人はほくそ笑む。ヘタをすればまた来年も……」

「あの町に悪人がいるとはアタシには思えなかったし、思いたくもなかった。……だから、それでもいいかなってちょっと思ってたり」

　槍水は小さく笑った。

「……そうだな、それでもいいのかもしれない。あそこは良い町だ。それにもしまた来年の今頃、同じ事件が起こるようなら、またおまえが訪れればいいんだ」

「あー……それ、アリだなぁ。仕事だっつって毎年温泉に入りに来る。悪くないじゃん」

　著莪と槍水はお互いの顔を見つめ、笑い合った。それまであった暗い気持ちはそれだけで、不思議と消える。

「でもさ、ぶっちゃけ、仙があんだけ魔法使えるんだったら、アタシが来る前に巨人なんてぶっ飛ばしちゃえばよかったじゃん」

　何気なく言った著莪の言葉に、槍水の笑顔が固まる。そして彼女は視線をどこか遠くの方へと逃がした。

「……そ、それこそおまえじゃないが専門外というものだ。さぁそんなことより食事にしよう」

　著莪は訝いぶかしがりながらも、槍水が木に引っかけていた雑ざつ嚢のうを回収し、オルトロスの宿特製弁当を取り出す。それは金属鍋のような作りになっており……というか、密閉ができるようになっている鍋だった。表面の焦こげた具合からすると、仕上げにオーブンか何かで容器ごと蒸し焼きにされ、そのまま手渡されていたらしい。

　その容器の蓋ふたを開けてみればニンニクの香りが強烈に立ち昇る。ニンニクや山さん椒しよう、そして粗あら挽びき胡こ椒しようがたっぷりとかけられて焼かれたチキンレッグだ。これをメインにしてその横には丸ごと揚げられている小さくかわいらしい芋いも、ほうれん草と茄な子すとキノコをトマトベースで煮たもの。またその弁当容器とは別に、紙で包まれたパンとリンゴ、そしてサトウ用の馬肉ジャーキー。

　そのあまりに強力な香りに、サトウも今回ばかりはジャーキーよりもレッグの方が気になるらしい。しかし、ニンニクはネギ科。残念だがあげられない。

「うまそー！　あ、そうだ。せっかくだしさ、コレ、ちょっと温めて食べようよ」

　うむ、そうだな。と槍水も頷うなずく。サトウが勝手に食べたりしないように弁当の蓋をしっかり閉めてから、著莪は破壊されていた例の荷台の破片を集める。草が生えていない道路脇に弁当を置いて、それを包み込むように木片を積み上げた。弁当容器ごと焼くのだ。

「さ、仙、早く火をつけて」

　サトウを抱き上げながら著莪がわくわくしながら待っていると、槍水は何やらリンゴとパンを包んでいた紙を捻ひねり、積み上げた木々の間に差し込む。そしてポケットから取り出すのは小さなマッチ箱で、それでさも当前のように着火を試こころみる。

「なかなか着かないな。もう少し細い枝とかでも集めてくるか」

「……仙、あのさ、アタシの期待を返せ。普通こういう時は一気に魔法で……」

「そうだ、向こうの方に確か枯れ木があったな。その枝を――」

　わざとらしく、しかしまじめに、かつ全力でシカトしてその場を離れようとする槍水の肩を著莪は「魔女さぁん、どこ行くのかなぁ？」と甲かん高だかい声で言いつつ、掴む。

　著莪は無理やりその場に槍水を座らせ、問い詰めた。

　彼女は最初は口ごもっていたものの、しばらくすると真相を話しだした。

　槍水が旅をしているのは、実は自分の魔法を抑おさえるための技術を探しているのだという。先ほど自分自身が危ない目に遭あうぐらいの魔法を使っていたのは、実はアレが今の彼女の最低出力なのだという。しかも彼女の魔法は体の成長と共に年々強くなっているらしい。

「だ、だから、化け物騒動が起こっても私には何もできなくて……だ、だってそうじゃないか。私が巨人に向かって何か放てば山は大変なことにだな！」

「……使えるんだか使えないんだか……」

　著莪は呆あきれ、そして笑った。魔法を使えるようになりたいと思う者は星の数ほどいるだろうが、その力を抑えたいというのは世界広しといえど、彼女だけだろう。

　彼女らはやむなくマッチで着火、弁当を温め始める。サトウが止めどもなくヨダレを垂たらしつつ、無言で温まり切るのを待っていると、どこからともなく子供の泣き声が聞こえてくる。

　声の方を見やれば大きなリュックサックを背負ったあせびちゃんが森の中を一人で歩いていた。著莪が立ち上がり彼女の名を呼ぶと、目に涙をためながら小走りにやってくる。

「こんなところ一人で歩いていたら危ないだろ。ってかなんで泣いてんの？」

「あっちの……あっちの夏休みの課題がどこにもないのぉ〜！」

　課題？　と、著莪と槍水は首を捻る。

「うんとね、あっちたちね、夏休み中に勉強と一緒に一つ美術の作品を作らないといけないの。……それでね、あっち、大きな作品を作ってみんな驚かせようと思って、これを……」

　グスングスンと鼻を鳴らしながら、リュックを下ろすと、その中から白い塊かたまりを取り出す。著莪たちは一瞬ギョッとする。それはただの白い球ではない。癖くせっ毛けに眼鏡めがねをかけたダンディズム溢あふれる中年の男の、蝋でできた頭だった。

「これはね、あっちたちの学校の、丸まる富とみ校長先生なの」

　著莪は目眩めまいを覚え、その場にしゃがみ込んで頭を抱えるしかなかった。槍水がリュックの底から古びた一冊の本を見つけ、手にとって開く。

「あ、それはね、あっちの家の押し入れの中にあった、手や道具を使わずに、想像した通りの形に蝋の形を整えるワザが載ってる本でねぇ。でも、ちょっと古代魔導文字はわからないから、挿さし絵えを見ながらあっち頑張ったんだよ〜」

「……いや、どう見てもゴーレムの作り方だ。しかも、こんなに詳細に……凄いぞ。きちんとしたところに持っていけば国宝級の……。こんなものが、押し入れに……」

　あせびは「へ？」と泣いていたのも忘れ、ぽかんとして首を傾げた。

　著莪は必死になって頭の中で状況を把は握あくしようと努める。一〇代で回復魔法を使える秀才、その家にゴーレムの作り方の本があり、夏休みの課題として蝋ろう彫ちよう刻こくを作るはずが、挿絵を頼りに魔導書を見ながらやったら知らず知らずのうちにゴーレムを作ってしまい、それが時折人を襲って……いや、いろんなところがおかしい。

「あせび、あのさ、それってどのくらい前から作って……というかどのくらい前に両手足まで完成した？」

「うんとねー、一カ月ぐらい前かなぁ。あ、でも形が出来てただけで、細かい仕上げまでいったのは最近だよ〜。大きくって家じゃ置けなくなってきたから森の中に隠しておいたんだぁ。みんなに見せるのは完成してからにし……あっ、あやめちゃんたち、あっちのこの課題のこと、みんなには内緒だよ〜」

「……その課題ってさ、動くの？」

「蝋で出来ているんだからさすがに動かないよ〜。あ、でも誰かのイタズラで時折ちょっと隠し場所からズレている時はあったよ〜。狼おおかみさんたちかなぁ。あっち、狼さんと仲いいんだぁ」

　一つ尋たずねたらツッコミたいところ盛りだくさんの答えが返ってきた。著莪は何とかその中からとりあえず一つを選んで口にする。

「……最近さ、この辺りに白い巨人が出るって話は知ってる？」

「うん。怪け我がする人も多くって、あっち、頑張って治療したらみんなに喜んでもらえてね〜」

「……え〜っと……おかしなこととか、蝋人形に何か変だなって思う時はなかった？」

「う〜ん、あ、なんかね、あっちが最初作っていた時より段々大きくなっていたような気はするけど、多分、山の湿気とか吸ったせいで――」

　当然のことだが、蝋は水気を吸ったりはしないはずである。

「著莪、この本によるとだな、ゴーレムにも動物と同じように自己保存の本能を持たせることで、単独で戦場に送り込んでも敵を自動で判断、そして自力で傷を修復し、長期的な運用が可能だとある。……確か、この前襲われた商人は教会に注文された物資を運んでいたな」

　何故か教会の荷物ばかり狙ねらわれる、加戸はそう言っていた。そして著莪はあの薄暗い教会にズラリと並んだ蝋ろう燭そく台だいを思い出した。

「その中には当然大量の蝋燭もあったはずだ。それを狙っていたのか。アタシたちを襲ってきたのも自己保存のせい……？　そういえば先に武器構えちゃったもんなぁ……」

「……どうする気だ、著莪」

「……どうするって……どうしよう……？　ってかどこから突っ込んだらいいのかすら。えっと……知らんぷりしてるってのはどうかな？　あの町長だけには事情話して……意外とまるく収まるかもしれないし」

「ついでにこの本も預かってもらうか」

「う〜ん、まぁ、そうだなぁ……」

　著莪は一生懸命に頭を働かせる。少女が挿絵だけを頼りにして無自覚にゴーレムを生成し、それが勝手に暴れ回っていたなど聞いたことがない。これにどう対処したらいいのだろう。

　……ただ、それでも巨人――丸富校長先生の全ぜん裸ら蝋彫刻と戦っていた時よりもずっと著莪の気は楽だった。やはり、あの町に悪人はいなかったのだ。

　著莪と槍水のやりとりがあせびには理解できないらしく、不思議そうな顔で眺めていたものの、途中で飽きたのか彼女は、焚たき火びをヨダレを垂たらしながら眺めていたサトウの方に意識を向ける。あせびは両腕でサトウを抱き上げるとその顔を見入った。

「ヨーくん元気〜？　……え〜巨人さんに襲われたの〜？　怖かったね〜。よしよし……え？　その巨人さんからあっちの匂においがした？　不思議〜！」

　ヨーくんはあっちの課題のこと知らない〜？　匂いでわかんないかな〜？　と、笑っていたあせびだったが、その目がいきなり見開かれる。

「……え？　あやめちゃんと仙ちゃんが……あっちの課題を……？」

　なっ!?　と、著莪と槍水は声を上げる。

「まずいぞ、著莪！　真相が漏もれようとしている！」

「サトウやめろ！　ってか何でサトウとあせびは会話できてんだよ！」

「あの子に常識を期待するな！」

「そういう問題かコレ!?」

　慌てて著莪はサトウをあせびの手から奪い取るものの、時すでに遅し。あせびは再び声をあげて泣き始めてしまう。

「ひどいよ〜！　あっちの課題燃やしちゃうなんて、何でそんなひどいことするの〜!?　一カ月もかかったのに……うわ〜ん！」

　あせびは大泣きしながらポカポカと著莪をグーで叩く。体は痛くはないが心が妙に痛む。

　別に著莪たちは悪いことは何もしていないはずなのだが、そのままあせびに言うことには凄まじい抵抗を感じる。良心が、やたらに痛むのだ。

「クソゥ、サトウ、全部おまえのせいだ！　今強引だけど何だかんだで丸く収まりそうな雰囲気だったのに！」

　身の危険を感じたらしいサトウが著莪の腕から逃れ、一目散に走り出す。著莪はそれを追い、その著莪を泣き叫ぶあせびが追っていく。

　そんな二人と一匹の様子を見つつ、特にすることもなくなった槍水は一人静かに木の棒を使い、焚き火の中のお弁当を取り出すことにした。そして蓋ふたを開けるようとするのだが……。

「あせび、おまえの課題を本当に燃やしたのはアイツだ、仙だ！　アタシじゃない！」

「――なっ!?　著莪、貴様!?」

「うわーん、仙ちゃん酷いよ〜!!」

「わ、私はただ著莪の奴に言われて……こっちに来るな！」

「おまえだけ逃げられると思ったら大間違いだぞ、仙！」

「うわーん!!」

　走り回る三人と一匹、その脇でせっかく温めたお弁当が徐々に冷めていっていることに気がつくのは、もうしばらく経たってからだった。




　　　　　○




『でさぁ、もうその後が大変で大変で。あせびの奴やつ、拗すねちゃってさ。んで、町長とアイツの両親にだけ事情を説明をして、特に死人が出たわけでもないし、町としては良いことばかりだったからこのことは内密にしようってことになってね。それでようやく一件落着……と思いきやなんと！』

「……っていう、夢の話だよね？」

『うん、そうだよ。今朝の夢の話』

　そう、著しや莪があやめはサラリと言ってのけた。

　僕は病院のベッドの上で携帯を耳に当てたまま、頭を抱えた。

　怖い、遺伝子という塩えん基き配はい列れつの呪じゆ縛ばくが怖い。何な故ぜ昨日の親父おやじと同じことを著莪はしているのだ……。ということは何か、親しん戚せきでこれってことは僕、佐さ藤とう洋ようもまた、いずれそんな無む駄だに細かい設定が入った無意味に長くて気合いの入った夢を見て、それを親類に朝っぱらから電話かけて長々語り出したりするとでもいうのか。

　しかも何だ、生死の境さかいを彷徨さまよった従弟いとこに重要な話があるとメールしてきたと思ったら、いきなりコレだぞ。

　怖い、遺伝子が怖い。蛙かえるの子は蛙だというが、何故そんな悲しいことを神は運命づけたのだ。生まれてくる親が自みずから選択できぬというのなら、せめてどう生きて、どのような大人になっていくかぐらい自分で決めさせてくれ。何故そこに遺伝子などという強力なフォーマットを神は用意してしまったのか！

　っつぅかなんで著莪の夢の中だと僕と二に階かい堂どうだけブルドッグなんだよ！　しかも先輩なんか貧びん乏ぼう設定までついているし……。

「……あのさ、普通さ、今朝見た無駄に気合いの入った夢の話をいきなり始めるんじゃなくてさ、僕の体の状態を訊くとかさ、大丈夫？　とかの温かい言葉をかけるべきなんじゃないかなと、僕は思うんだよ。著莪としてはどう思う？」

「大丈夫？　元気？　うん、オッケ。っでさ、もうあせびが泣くもんだから仕方なく滞在期間延のばして、仙せんと一緒にあせびの課題をもう一度――」

　どんだけ話したいんだよアイツは！

「……もう一度訊くけどさ、ただの夢の話だよね？」

『なになに、佐藤。何言ってんの。……あっ！　ひょっとしてアタシの夢の話に冒険心ムクムクと……安心しろって。実はこの後に大事件が起こってさ、それを解決するためにアタシと仙と、そして何故かやっぱり着いてきたサトウが大活躍を――』

　――さらば従姉いとこよ。僕はそう胸の内で呟つぶやきながら携帯を切った。







筋肉刑事６　男たちの追撃











　危険な潜入捜査を行い、辛からくも違法格闘技場事件を摘発した通称筋肉マツスル刑デ事カことガントウ刑事と新米のサイトウ刑事。

　表向きには一件落着となったこの事件だったが、実はいまだに不可解な部分が多かった。

　不自然なまでに充実した設備、全国から集められた優秀過ぎるファイターたち、そして至るところに設置されていた監視カメラ……挙げればキリがない。

　特に実際に潜入し、現場を、そして主催者や参加者を文字通りにその肌で感じてきたサイトウたちには、逮捕した幹部以外の大物の存在を感じずにはいられなかった。

　数々の大事件を知恵と勇気とそして筋肉で解決してきたガントウは独自に捜査を開始する。

　一方その頃、サイトウは闘技場で受けた傷やお尻しりのデリケートな部分の痛みを癒いやす間もなく、日々の雑務に忙ぼう殺さつされていた。

　そんなある日のこと。疲れ果てた体を引き摺ずるように家路を急いでいたサイトウは突とつ如じよ現れた香かぐわしい体臭を放つ八人の男たちに拉ら致ちされてしまう。

　生なま臭ぐさい秘密基地にて拘こう束そくされるサイトウ。

　彼に男たちはかつてない衝撃的かつ屈くつ辱じよく的てきな要求をするのだが――。

　一方その頃、たった一人捜査を続けるガントウの前に、見覚えのある坊主頭の男と顎あご髭ひげを生やした男が現れ、かわいい後輩の身を案じるのならば捜査をやめろと迫る。

　二人はあの違法格闘技場で、サイトウを辱はずかしめた男たちだった。

「バカな……貴様たちはあの爆発で……!?」

　八人の男の要求とは、サイトウの身を案じるガントウが選択する決断とは。

　死んだと思われていた男たちの再会の意味するものは。

　そして二人に刺し客かくを差し向けた人物とは何者なのか。

　二人の刑事に降りかかるかつてない過か酷こくな試練。

　彼らの武器は、己の筋肉と、パートナーを信じる心のみ。




　――今、二人の絆きずなが試ためされる――







３章　佐藤洋、十六歳の誕生日












　　　「……えっと……はい、えぇ、まぁ……その、はい。今日で16になります」





佐藤 洋











※当作は『ベン・トー　サバの味噌煮弁当２９０円』から数日後の出来事です。




　窓から差し込む夕日で、黄たそ昏がれ色いろに染まった部室。そこには僕と槍やり水ずい先輩の二人しかいない。

　部屋のど真ん中に鎮ちん座ざする大きな円卓、その窓まど際ぎわに僕たちは並んで座り、将しよう棋ぎをやっていた。普通向かい合わせでやるものだが、円卓があまりにデカ過ぎて、こうしなければ遊べないのだ。

　ここ数週間で日常となった、そんな時間。

　……だが、今日は〝いつも〟とはちょっと違っていた。

「どうした？　手が止まっているぞ、佐さ藤とう」

　僕は考えていた。どうしたらいいものか。別に今回ばかりは将棋は結構どうでもいい。

　もっと重要なこと……それを槍水先輩に気づかせるにはどうしたらいいのだろう。そればかり、考えていた。

　しかし、何故こんなことになってしまったのか。どこでしくじったのか……。

　僕は今日の出来事を順に思い出してみる――




　４月27日。つまり、今日だ。それは僕、佐藤洋の誕生日である。今年16歳になる。

　人は自分の誕生日に一体何を期待するだろう。豪華なプレゼント？　友人や両親からの愛？　女性なら彼氏からのプロポーズなんかがあるだろうか。

　しかし、僕はといえば、そんな大層なものでなくてもいい、そう思っている。

　誕生日を憶おぼえていてくれて、そして僕を祝ってくれる。それだけでいい。そう、思う。

　……いやね、そりゃもちろん本音を言えば、かわいい女の子が全身にリボンを巻きつけて、『あたしが誕生日プレゼントだよ！』とか言ってくれたら最高だなって思ったりもするけれど、さすがにそこまでは贅ぜい沢たくは言わない。

　過去、僕の誕生日をまともに憶えていてくれた人なんてほとんどいなかった。別に僕に友達がいなかったとかそういうわけじゃなく……単に、皆、他のことに気を取られていて、僕の誕生日はいつも陰に隠れてしまっていたのだ。

　そう……同い年の従姉いとこ、著しや莪があやめの誕生日の陰に……。

　学校の友人たちは毎年アイツを祝うついでに〝あぁ、そういえばおまえもか〟みたいな感じで心のこもっていない「おめでとう」の声をかけてくるだけだった。

　僕の両親に至っては「そういえば洋、おまえ、先週誕生日だったっけ？」とか「来週、忘れるかもしれないから今のうちに言っとくわ。誕生日おめでとう」とかいう極きわめて前ぜん衛えい的てきな祝福の仕方しか知らないので根本的に問題外だ。

　だが、それも昨年までの話。著莪は、彼女の父親の母校に進学したので、これまでと違って僕とは別の学校に行っている。

　つまり、４月27日、つまり今日という日は僕の一人舞台なのだ。

　今朝だってそうだ。教室に入るなり早々に内うち本もと君が「誕生日おめでとう！」と野太い野性味溢あふれる声で誕生日プレゼントを渡してくれた。嬉うれしかった、最高に嬉しかった。彼からのプレゼントが『オレが興奮した女性からの罵ば声せい一覧表』とかいう彼の個人的趣味を最大限かつ最悪の形で反映した小しよう冊さつ子し（しかもコピー）だったが、それですら嬉しかった。あまりに嬉しくって、僕はそれをすぐにゴミ箱の中にしまったぐらいだ。

　……ただ、悲しいかな。授業が始まり、昼休みになっても内本君以外からの祝福がまったくなかったのだ。

　僕はこの時になって初めて気づいた。完全な盲もう点てんだった。現在、僕は高校一年生……つまりクラスメイトのほとんどは三週間前に初めて顔を合わせたばかりの連中……誰も僕の誕生日を知らないのだ。前日の夜、期待に胸を膨ふくらませ、枕まくらを抱きしめたままゴロゴロとベッドの上を転がっていた自分が哀あわれで仕方がない。いや、それ以上に内本君がどうやって僕の誕生日を知り得たのか、そっちの方が疑問で仕方がない。個人情報の漏ろう洩えいという現代社会における重大な問題を身近に感じて、うっすら恐怖すら感じた。

　だが、気づいたのはそれだけじゃない。同時にこのままでは一番祝ってほしい人から祝ってもらえないという事実に、僕は気づいたのだ。

　昼休み終了間ま際ぎわ、僕は教室を抜け出し、校舎に隣接する部室棟、その五階に駆け上がった。

　僕が所属する、半額弁当奪取を目的とした『ＨＰハーフプライサー同好会』の部室を開け、中央に鎮ちん座ざする円卓の上に、昨夜僕が偶然忘れていったかのように生徒手帳を広げた状態でセット。

　……生年月日が載のっているページが開いてあるとか、やや不自然な気がしないでもないが、まぁ大丈夫だろう。これで槍やり水ずい先輩は僕の誕生日に気づいてくれるに違いない。

　……いや、だが待てよ。放課後に気づいたところですぐさまプレゼントなんて用意できるわけがない。となればその場で急きゆう遽きよ用意できるものを代用するしかないわけだが……当然小学生やファンタジーの歌姫でもない限りはお歌を唄ってそれでお終しまい、ってことにはならないはずだ。……参ったな、困らせてしまうことになるかもしれない。

　放課後までに幅広のリボンでも買ってきて部室に――いや、細いリボンをたっぷりというのもなかなか乙おつなものではないだろうか。ムム！　迷う、迷うぞ!!




　……とかなんとか、そんな妄もう想そうを膨ふくらませていた時もあった。もう一人の同好会員である白粉おしろい花はなが、今日は部室に来ずに白しら梅うめの家に遊びに行く、という話を聞いた時は確信すら覚えた。

　だが現実ってのは甘くない。むしろ塩しお辛からい。きっとそれは先人たちが流した涙の味なのだ。

　放課後、部室に入るなりてっきり「おめでとう」の声が迎えてくれるのかと思ったが、実際には「忘れ物だぞ」と、至し極ごく真っ当なことを言われるに止とどまった。

　そして、いつものようにテーブルゲームである。よくよく考えてみれば部室に生徒手帳が置いてあったからといって、果たして誰がそんなものをマジマジと見るだろうか。せいぜい顔写真を見て、変な顔して写ってるなぁ、と思うぐらいだろう。

　しくじった。完全にしくじった。こうして思い出してみればいろんなところにミスがあったのがわかる。……チクショウ。

　うぅ……このままではあと数時間と経たたずに今日が終わってしまう……。

「何故こんなところで手が止まるんだ？　……何か秘策でも用意してきたのか？」

　先輩の漆しつ黒こくの瞳が睨にらむようにして僕を見てくる。慌あわてて「いえ」と言おうとしたものの、その声は僕の携帯の音にかき消される。先輩に一言告つげて出てみれば……著莪からだった。

　何だかやたら賑にぎやかな音とともに、著莪の声が聞こえてくる。

『佐藤？　おひさ。今何やってんの？』

「……別にいいだろう、なんだって。今ちょっと真剣に考え事を――」

『わかってるって、どうせ暇してんでしょ？　アタシ今、友達の奢おごりでカラオケに来てるんだけどさ、何でかわかる？　わかるよね？　どうする、佐藤、アンタも来る？　従弟いとこも今日誕生日だって言ったらみんな奢ってくれるってさ。ゲーセンも隣にあるし、来ない？』

「それは拷ごう問もんだろ、見ず知らずの人に〝ついで〟で誕生日祝ってもらうとか……。っつぅか遠いっての。こちとら仕送り少なくてバスに乗るのにも抵抗があるってのに……」

『あー、そっか。ゴメン、まだ地元にいる感覚だった。残念だなぁ。今バイクの教習所通ってるんだけど、卒業試験が明後日あさつてだからなぁ。……うん、よし、あと三日待て』

「……僕たちの誕生日が跡あと形かたもなく終了している頃合だよね、それ……」

『だよねー、アッハッハッハ。んじゃまぁ誕生日オメデトーってことで。そのうち会いに行くわ。じゃね』

　……と、著莪は電話口で笑いながら言い、一方的に電話は切れた。

　アレか？　僕に対する高度な嫌がらせか？　いや高度でもないか。

　佐藤、と先輩が僕の名を呼んだ。彼女は円卓に片かた肘ひじを置き、その手をグーにして口元を隠すようにしながらこちらを見ていた。

「おまえ、まさか今日、誕生日なのか……？」

「……えぇっと……はい、えぇ、まぁ……その、はい。今日で16になります」

　はぁ〜、と深い溜ため息いきを吐ついた後、先輩は項うな垂だれた。

　あ、予想外の展開だが、これはこれで良かったんじゃないだろうか……？　なんだかんだとうまくいった……？

　無論こうなれば自然と僕の妄もう想そう展開にシフトされてい――アレ？　何故だろう。先輩が上うわ目め遣づかいで、僕を睨にらんでいる。

　先輩は幾いく分ぶん苛いら立だった声を出す。

「どうするんだ。今から何か用意するってわけにもいかないぞ。どうしておまえはそういったことを事前に教えない？」

「え、あ、その……すみませ、ん？」

　……アレ？　なんで僕、怒られているんだろう？

「それとも何か、教えたところで私が何も用意しない薄情者だとでも思っていたのか？」

「……い、いえ、そんなことは」

「今日は様子が変だとは思ったが……まったく。もういい。佐藤、おまえの番だ。早く打て」

　先輩はそう僕を叱しかるように言い、苛立った様子で窓の外に視線を向けた。まるで僕の顔なんか見たくないとでも言うように。

　あらゆるところでしくじった。そう後悔したところで全すべてが遅すぎる。僕はもう余よ所そ事ごとを考えるのをやめ、将棋の駒こまを動かし始める。

　僕が指させば、間かん髪はつなく先輩がパシンっといい音を響かせて応じる。不思議と、その音一つ一つに叱られているような気分になった。

　……そうして幾度かの勝負が終わり、空に星々が煌きらめきだした頃、先輩は席を立つ。

「行くんですか？　今日はまた早いですね」

　ハーフプライサー同好会の主な活動である半額弁当の奪取、それに行くのだろうが……しかし先輩が縄なわ張ばりにしている二つの店、そのどちらに行くにしても少し早い。今から向かえば弁当に半額シールが貼はられるだいぶ前に到着すると思うのだが……。

「今日は少し遠い店に行ってくる。……遅くなるかもしれない」

　それだけ言い残し、彼女は部室を出ていった。

　僕は一人、溜息を吐きながら将棋の駒を片づける。

　余計なことを考えずに、普通に口頭で言えばよかったのだろうか。例えば……リボンを手渡しつつ、「今日僕誕生日なんだ、全裸にリボンコレだけ巻いて、私自身がプレゼントだよって言ってくれませんか？」と……うん、次に会うのは確実に法廷だ。

「あぁ……結局、何したってダメだってことだよなぁ」

　後悔先に立たず、とはホント、昔の人はよく言ったものだ。




　それから二時間。月明かりだけの暗い部室に、僕は相変わらず一人だった。変わったことといえば、先ほど買ってきたカップ麺めんが円卓の上に一個置いてあるというぐらいだろうか。

　一応、半額弁当を狙ねらってスーパーに行ったものの……一つとして手にすることはできず、この有様だ。きっと心に迷いがあったせいだろう。……あまりにテンションが低すぎた。

　まぁ、いいじゃないか。ほら、今年は僕を祝ってれた友達、内うち本もと君がいた。あのプレゼントはともかくとして、彼の気持ちが嬉しかった。十分じゃないか。そう、思おう。

　電気ポットでお湯を沸わかしていると、部室の扉を開け、槍水先輩が入ってくる。彼女は当然のように半額弁当が入っているであろうレジ袋を手から提げていた。

「なんだ、佐藤。弁当は獲とれなかったのか？」

「えぇ、残念ながら」

　苦笑いして円卓の前に座る僕に、先輩もまた苦笑う。彼女は円卓の上にレジ袋を置くと、中から弁当を取り出し、それを電子レンジに入れる。

　僕もまたカップ麺の包装を解き、電気ポットからお湯を注いだ。

　……そして、しばしの待ち時間。電子レンジからブォーンという作動音が聞こえ続け、円卓の上のカップ麺から空腹に響く匂いが漂い出した頃。僕はふと、あることに気がついた。

　円卓の上にカップ麺とともに置かれているレジ袋。それは先輩の弁当が入っていた袋なのだが……何故か中身を出したはずなのにいまだに横倒しになったり、クタっとなってしまわずに聳そびえ立ったままなのだ。……まるで、何かがまだ入っているかのように。

　……まさか……？

　先輩は電子レンジ内で回る弁当を見つめ続けていたので、僕はそれとなく立ち上がり、冷蔵庫から麦茶を取り出しつつ、首を伸ばしてそっと中を覗のぞこうとするのだが……チーンっという電子レンジの音がして慌てて僕は首を引っ込める。

　うっすら冷や汗をかきつつ、二つのコップに麦茶を注ぐ。

　佐藤、と先輩は僕を見ずに弁当を取り出しつつ、言う。

「それ、出してもいいぞ」

　バタン、と電子レンジを閉める。黒い電子レンジの扉、そのガラス部分に先輩の顔が反射していて、その映り込んだ彼女が僕を見ていた。少しだけ、微笑むように目を細めて。

　言われるがままにレジ袋から〝それ〟を出してみると……透明なプラスチックケースに入った２ピースのショートケーキだ。

　ケースに貼られたバーコードの入った値札と黄色と赤で彩いろどられた鮮やかな半額シールからケーキ屋さんとかで買ったものではなく、スーパーで弁当と一緒に買ってきたものだと知れた。

　先輩は温め終わった弁当を円卓の上に置き、包装を解く。弁当の湯気が溢あふれた。

「この辺じゃあまりないが、少し離れたスーパーにはそういうのを置いてる店もある。当然半額にもなるんだ。蝋ろう燭そくとメッセージプレートが用意できないのが残念だが、まぁ許してくれ」

　彼女はどこか申し訳なさそうに眉まゆをやや八の字にして微笑む。

　僕は「いえ」と言うのだが、言葉が続かない。

　――嬉しかった。

　人から自分のためだけに誕生日ケーキを贈ってもらったことが何度あっただろうか。

　良くて著莪と一緒、または著莪のついで、ヘタすりゃケーキ自体がないという有様だ。

　昨年なんて母親から『宇宙食（チョコレートケーキ）』という、銀色のパックに入ったフリーズドライされた小さなケーキを渡されただけだ。しかも誕生日の二日後である。

　明らかに母親が自分の通販のついでに買った代しろ物ものだったが、珍しい上、予想外においしかったのでちょっと嬉しかったのが逆に悔しい。文句が言えなかった。

　そんなのばかりだった僕に、今年は先輩からのケーキ。しかも半額シール付きである。

　ただケーキを購入するのならお金を出せばいい。だが半額シールがついたものとなるとそうはいかない。半額シールが貼られるまで待ち、さらに数少ないそれらを狙うライバルたちを倒し、それでようやく手が届く……価値あるもの。今更語るまでもなく、簡単ではないのだ。

　しかもわざわざ遠方の店にまで先輩が行ってくれたとなれば……どれほど嬉しいことか。

　ヘタなプレゼントよりも、ずっと彼女の気持ちが込められている、そんな気がした。

　まったく……アホな妄もう想そうをして、期待していた数時間前の自分が情けなさ過ぎる……。
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　僕は言葉につまりそうになるのを堪こらえながら、口を開く。

「……ありがとう、ございます」

　先輩はどこか、ホッとするような顔で、笑った。

「席につけ、佐藤。夕ゆう餉げといこう」

　僕と先輩は円卓の窓側の席に二人で並んで座る。先輩の弁当と僕のカップ麺、そしてケーキを月明かりが美しく照らし出す。

　僕たちは手に箸はしを持ち、息を吸う。

　――いただきます！

　大きな声が、二人だけの部室にこだまする。







筋肉刑事７　鎮魂歌レクイエム











　雨の夜に刑事が射殺された。

　人ひと気けのない道、深夜、雨……。

　目撃者はおらず、証拠は流され、犯人に繋つながる糸はあまりに細い。

　この一件を重く見た警視庁では捜査に当たる刑事たちに防弾ベストと拳けん銃じゆうを支給し、犯人の射殺許可までをも出す。

　しかし、それでもなお、警察を嘲あざ笑わらうように惨さん劇げきは続く。

　雨の日に次々に襲われ、命を落としていく刑事たち。

　異常事態として自衛隊の治ち安あん維い持じ要請すら政治家たちの中で囁ささやかれ始めた時、ついにガントウ刑事に犯人の銃口が向けられる。

　犯人が放った四発の凶きよう弾だんはガントウの防弾ベストを貫つらぬくも、筋肉マツスル刑デ事カの所以ゆえんたる鍛きたえ上げられた柔軟かつ強きよう靱じんな筋肉繊せん維いが鉛なまり弾だまのパワーを受け止める。

　それにより致ち命めい傷しようはまぬがれるものの、彼は意識不明の重体となってしまうのだった。

　目の前で襲われたガントウの復ふく讐しゆうを誓うサイトウ刑事は執しゆう念ねんの捜査を開始する。

　事件の起こった道路で一人四つんばいになって証拠を探し、いつ襲われてもいいようにジムでは腹ふつ筋きんや大だい胸きよう筋きんのトレーニングを長時間集中的に行い、それにより傷ついた筋肉をより効果的に修復するためにいつも以上に睡眠をとり、街中で逞たくましい男を見つければ煙けむたがられるのを覚悟で手当たり次第にそのトレーニング方法と事件に関する情報を聞いて回る。

　かすかに、ちょとずつ、犯人に近づいていくサイトウ。しかし、それはあまりに遅い。

　苛いら立だちと筋肉疲労を募つのらせる彼の前に、かつてのガントウの相棒にして〝最強〟と謳うたわれた長身痩そう躯くの男が現れ、衝撃の言葉を放つ。

「今回の連続刑事狙そ撃げき事件、恐らく本当の狙ねらいはガントウただ一人だ」

　捜査を続けるサイトウがついに行き着いたのは、若かりし頃のガントウが解決したある殺人事件だった。

　連続刑事狙撃事件と過去の事件がリンクする時、サイトウはガントウの大胸筋に関かかわる二人の男の悲しき物語を知る。




　――雨夜に轟とどろく銃声……それは熱き漢おとこたちへの鎮魂歌レクイエム――







４章　名もなき狼たち












　　　「私たちがここにいるのは……ただ、半額弁当のため、最高の晩餐のため」





茶髪











※当作は『ベン・トー　２　ザンギ弁当２９５円』の数日後の出来事です。




　彼は《狼おおかみ》と呼ばれる存在だった。

　狼とは、スーパーの閉店間ま際ぎわに神の恵みがごとく総そう菜ざい等に半額シールが降こう臨りんする時間――半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムに己おのれの持てる全て、時にはそれ以上のものをかけ、並み居るライバルたちと拳こぶしを交まじえて半額弁当を奪取せんとする誇り高き者たちである。

　今こ宵よいもまた、彼はスーパーを訪れる。

　たった自動ドア一枚を越えるだけで、外の高い湿気と気温から解放される。

　そこはまるで別の世界。汗ばんでいた肌が冷えた空気で、引き締まる。

　彼はさも何となくスーパーに訪れた客であるかのように、己おのれのチャームポイントの坊主頭を掻かきつつ、特売品と書かれたポップに目を向けたりする。

　坊主は極めて自然に店内を歩み行き、総菜・弁当コーナーへ向かった。

　残されていた幾いくつかの総菜、そして弁当。彼は四つある弁当の中から『脂あぶらのり海の苔り紅べに鮭さけ弁当』というダジャレた鮭弁当を夕食にしようと決めた。

　皮に焦こげ目のついた色鮮やかな鮭の切り身、ご飯の上を覆おおう大きな海苔……まさに鮭弁と海苔弁の一口で二度美お味いしい夢のコラボと言えた。だがそれ以上に彼を惹ひきつけたのは弁当名だ。店員の〝お遊び〟が入っている弁当は高確率でうまいというのが狼たちの中では通説だった。

　坊主はその場に立ち止まることなく、歩み去る。まだ、貼はられているシールは三割引きのそれだ。狼が駆ける時ではない。

「よう」

　彼はスーパーの一角にいた顎あご髭ひげを生やした男に声をかけ、その横にさも当たり前であるかのように並んで立つ。

　顎髭は「おう」と声を発しただけで坊主の方をチラリともせず、目前の冷凍食品コーナーに陳列されているチキンナゲット（今週のお買い得品）の袋を見ていた。

　彼もそれに倣ならうように、視線をチキンナゲットに向ける。内容量５００グラム（25個）で、値段は２９８円。ドリンク等でも同じことが言えるが、ファストフードのそれとは雲うん泥でいの差の価格である。

　不意に、顎髭が口を開く。

「……のり海苔か？」

「あぁ、のり海苔だ」

「だと思ったぜ」

「今日は敵だな。おまえの気配を感じた時から、多分そうだろうとは思っていた」

　男たちはフッと口元だけで小さく笑った。

　普段、坊主と顎髭の二人は共闘することが多く、周りの人間からはコンビと見られることも多かった。だが、実際には半額弁当争奪戦に参戦し始めたのが同時期であったということと、ただ自分とどこか似ていて、気が合い、何となく一緒にいることが多い、というだけだ。

　共闘することもあれば敵対することもしばしばだった。

　おまけに坊主は顎髭の名すら知らない。向こうとて同じだろう。一応、二人とも同じ烏からす田だ高校の生徒であることは間違いないが、校舎内で喋しやべったことはほとんどない。廊ろう下かですれ違いざまに目配せ、または「よう」と声をかけ合うだけだった。プライベートな時間に馴れ合いをするようなウェットな関係ではない。極端な表現を使えば、戦友とだけ呼べる間柄だった。

　坊主は何かの際に顎髭の名を見たり聞いたりすることもあったが、それとてすぐに忘れた。彼らにとって、そしてこのスーパーという場において、親等が生まれたばかりの赤子につけた名など、何の意味もないからだ。

　狼と呼ばれる者たちにとって意味のある名というのは、特別な強さ、個性を有する者、目立つ者……そういった〝狼たちの間で噂うわさされるような特とく出しゆつした者〟にだけ自然とつく、その者を表す真の名前――〝二つ名〟だけだった。

「ふーん……あんたたちもか」

　女性の声がした。坊主はその声の主をチラリと見る。胸元だけが際きわ立だってふくよかな茶髪の女子高生だ。彼女は坊主と顎髭に背を向けるような形で冷凍食品コーナーの対面の棚を見る。

「ということは、おまえもか」

　坊主が尋たずねた。

「まぁ、第一候補にはさせてもらったわ」

　彼女もまた烏田高校の生徒であり、顎髭たちと同時期に争奪戦に参加し始めた一人だった。住んでいる場所も近いのか、同じスーパーで出くわすことがかなり多く、昔は彼女も含めて三人で新人トリオと周りから見られていた時期もあった。

　無論、坊主は彼女の名も知らない。しかし、もう幾いくばくもせずに彼女の名を知る時が来るかもしれないと彼は予感している。

　先日の、隣街の《帝王モナーク》と呼ばれる男の主導による、歴史的な大規模侵攻作戦が展開された際、彼女は並みいる強敵を打ち倒し、半額弁当を手にした数少ない一人だった。

　元々特出した経歴がないというだけで、経験も実力もある一人だ。もはや二つ名がつくのは時間の問題だろう。あと一、二度、派手な活躍を見せればすぐだ。

　自分と交友のある人間に二つ名がつく……それは喜ばしくもあったが、同時に嫉しつ妬とめいた苦い気持ちがないわけではなかった。

　おまけに坊主の隣に立つ顎髭もまた、先の侵攻作戦の際に茶髪に後おくれは取ったものの、最終的には死に物狂いで弁当を奪取している。三人の中で坊主だけが、あの時弁当を奪取することができなかった。

　嫉妬というよりは、焦しよう燥そう感かんと寂しさなのかもしれない、と坊主は思う。二つ名が欲しいというのは間違いないが、それ以上に自分だけが出遅れてしまっている。そんな気がした。

　――その時、ピンッと店内の空気が張る。

　反射的に坊主の顔が引き締まり、視線がエントランスに向く。丁度、入店してくる二つの影。烏田高校の制服、黒いストッキングにハードなブーツという妙な組み合わせの女と、同じく烏田高校の制服を着た男……このスーパーを縄なわ張ばりとする狼――《氷ひよう結けつの魔女》と、その後輩の男だった。二人は生鮮食品コーナー経由で弁当コーナーへ向かっていった。

　後輩の――坊主たちはワン公やワンコと呼んでいる――男はともかく、《氷結の魔女》はこの辺り一帯のスーパーでは名の通った強つわ者ものだ。

「……荒れるな」

　顎髭の呟つぶやきに、茶髪は「そうね」と短く応じて胸の下で緩ゆるく腕を組む。彼女が気を落ち着けるためにするちょっとしたクセのような行為だが、それによってただでさえ自己主張の強い胸元がより一層強調される。
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　それは昔、男の狼たちの集中力を下げるための精神攻撃の類たぐいではないかと皆が真剣に議論したほど見事なものだ。しかし、精神を研とぎ澄すまし、弁当に対する渇かつ望ぼうをしっかり持てばどうということはない。坊主も顎髭も、今では特に何も思わない。

「ねぇ、知ってる？　最近、あのワンコを特殊な名で呼ぶ連中がいる、って話」

「……マジか？」

　潜在的な実力を有している気配はあったが、あの男は数カ月前に初めて争奪戦を経験した新参だ。それでもう……いや、しかし、と坊主は考える。

　彼は新人ながらにして、すでに二つ名を持つ狼たちと対等以上にやりあってきている。

　それを考えると確かに、おかしくはない。

「……チッ」

　舌打ちが聞こえた。坊主のではない、顎髭のだった。同じ気持ちなのだろう。

　坊主はそんな彼を見ていると、不思議と冷静な自分を取り戻す。自分と似た男が横にいることで、自分自身を客観視できた。

「落ち着け。オレたちは別に二つ名が欲しくてここにいるんじゃない。余計なことに気を取られていては勝てる勝負も勝てないぞ」

　坊主は言いつつ、胸の内で自じ嘲ちようする。顎髭に告げた言葉はまさに今の自分、三人の中で一番二つ名から遠い自分自身に向けた言葉だった。

「えぇ、そうね。私たちがここにいるのは……ただ、半額弁当のため、最高の晩ばん餐さんのため。それだけよ」

　顎髭は気持ちを切り替えるためか、頭を軽く振る。

「そうだな、確かにおまえたちの言う通りだ」

「それにすぐに私たちにだってチャンスは回ってくるわ。……もう、夏なのよ」

「……あの日か」

　具体的に言うまでもない日だった。夏が来れば狼たちが自然と意識してしまう日が、もうすぐやってくる。

　そう、土ど用ようの丑うしの日である。

　その日は当然のようにうなぎが弁当コーナーを席巻するのだが、そういったイベント的な日には普段は出ないような特別な弁当が店頭に並ぶことが多い。それを手にすれば、狼たちの間で噂になることは間違いなかった。

　実例をいえば、昨年、とあるうなぎ弁当を奪取したことが、かの《氷結の魔女》の名を世間に知らしめる切っ掛けとなった。それまでは一部にしか知られていない名だったのだ。

　あの時、《氷結の魔女》が弁当を奪取した瞬間……そこには坊主も顎髭も茶髪もいた。特に坊主はあの時、最後まで彼女と拳を交えていた一人であり、即すなわち最も弁当に近かった一人だった。あの日、そしてあの時に見て、奪われた弁当を想おもうとなんとも言えない気持ちになる。悔しさと、悲しさと、そしてなんとしてでも今年こそは、という燃えるような想い。

「……今年こそは、必ず手に入れてやるさ」

　思わず坊主は、そう一言漏らす。ポンっと肩に手を置かれる。

「あぁ、もちろんだ。今年こそは、やってやろうぜ」

「えぇ、何が何でもね」

　坊主は思い出す。

　昨年の敗北の夜、三人は一緒に夕食をとった。もちろん半額弁当ではなくカップ麺だ。それはそれでうまかったが、納得できるものではなかった。

　あの時もまた、今のように来年こそは、次こそは、と三人で言い合っていた。

　それから約一年……自分たちは強くなった。特に茶髪と顎髭の二人は。

　坊主は無意識に二人を見やる。彼らもまた視線に気がつき、見つめ返してくる。その眼差しは、あの頃と何も変わらない。狼と犬の境さかいを彷徨さまよっていた、若かりし頃と。

　変わっていくものがある。だが、変わらないものもある。

　自分たちの関係は何も変わっていない。焦燥感も寂しさも覚える必要なんてないのだ。坊主は思う。二つ名の有無が、自分たちの関係に何を及ぼすというのか。弁当の奪取にどれほどの効果を持つというのか。

　仲間であって敵でもある、そんな戦友の関係に二つ名は何の関係もない。せいぜい、そいつを呼びやすくなるだけじゃないか。

　バタンと音がし、スタッフルームから紫色のジャンパーを羽は織おった初老の店員が現れ、一礼する。彼こそ、弁当を半額にする権限を持つ店員――半額神である。狼たちはこの店の半額神をジジ様と呼んだ。

　彼が現れたことで店内の空気がより一層張り詰めていく。

　何度経験しても、この瞬間のぞくぞくする感じは坊主の心と胃袋を震わせた。全身の産うぶ毛げが逆立つような緊張感がたまらない。

「まぁしかし、まずは今夜の晩餐が最優先だ」

　坊主はそう言いつつ穏やかな笑みを浮かべる。

　二人は「そうだな」「そうね」と続けて言い、笑みを浮かべ合う。

　半額神が総菜の数々に半額シールを素早く貼り終えると、弁当コーナーに身を移す。そこに並ぶ四つの弁当を美しく陳列し直す。

　そして……ついに半額シールが、人々の前に降こう臨りんする。

　際限なく高まりゆく緊張感。うずく腹の虫。店内を満たす殺気にも似た闘志……。

　坊主は両手を硬く握りしめ、戦闘に備える。やや軽めに股またを開き、初動の踏ん張りのために靴裏を床にしっかりと密着させる。

　そして、半額神が全ての弁当に半額シールを貼り終え、スタッフルームへ向かう。彼は一度振り返って店内を見渡し、一礼し、扉の向こうへと姿を消した。

　その扉が音を立てて閉まった時、狼たちの靴音が響き渡る。

　店内にいた全ての狼たちが弁当コーナーに駆け出す。茶髪と顎髭が、早い。坊主は二人の背を見ながら駆ける。

　だがそんな二人よりも早く弁当コーナー前に現れたのは《氷結の魔女》と幾人かの狼たち。そこで瞬時に魔女を中心として激しい攻防が展開する。

　坊主は加速。前を行く茶髪と顎髭の間に身を滑り込ませ、一言発する。

「さぁ、やってやろうぜ！」

　戦友たちと共に、名も無き狼は激しい乱戦の中へと突入していくのだった。







筋肉刑事８　スカートの奥、社会の闇











　巷ちまたでは女子高生ばかりを狙ねらった悪質な事件が相次いでいた。

　当然これに対し警察は捜査本部を設置し、大量の人員を投入する。

　しかしながら事件は解決する兆きざしを一向に見せず、それどころか警察を嘲あざ笑わらうかのように被害者はなおも増え続けた。

　マスコミが騒ぎ立てる中、ついに療養中であった筋肉マツスル刑デ事カことガントウ刑事とサイトウ刑事までが捜査に駆り出されてしまうのだった。

　しかしこの時すでにガントウには妙案があった。

　それはサイトウを使ってのおとり作戦――!!

　女装経験などないサイトウは抵抗を覚えつつも、敬愛するガントウの頼みとあっては断り切れず、女子高生として夜の街を歩く。

　――か弱い女しか狙えぬ脆ぜい弱じやくな精神と貧弱なボディを持つ犯人。たとえ襲われても……。

　そんなサイトウの甘い考えはおとり捜査三日目に打ち砕かれる。

　女装という新たな楽しみを見み出いだしつつあったサイトウの前に、突とつ如じよとして現れる屈強なボディを持つ犯人。

　身も心も女子高生になりきっていたサイトウはいとも簡単に押し倒されてしまう。

　サイトウは慌あわてながらも打ち合わせ通りにガントウに救助要請を出す。

　……だが、側そばで見守ってくれているはずのガントウの姿はどこにもなかった。

　何な故ぜか姿を消したガントウ。

　彼の同期で〝鋼こう鉄てつの大だい臀でん筋きんを持つ男〟と称されるオシモト刑事が新たに始めた最新科学に基づいた筋肉トレーニング。

　逃げまどう女子高生ことサイトウ。

　執しつ拗ようなまでにサイトウを責め立てる犯人……。

　四人のマッチョが動く時、事件は誰もが予想だにしない驚きよう愕がくの展開にハッテンしていくのだった。




　――サイトウ刑事のスカートが捲めくれ上がる時、社会の暗部が白はつ日じつの下に晒さらされる――







５章　白粉花の週末












　　　「ただいまぁ」





白粉 花











※当作は『ベン・トー　２　ザンギ弁当２９５円』の数日後の出来事です。




　地下室へ続く階段というのはどこも似ている。狭く、薄暗く、そしてどこか陰気である。

　その階段も例に漏もれない造りだった。細身のサイトウでさえこうして荷物を持っていると肘ひじをぶつけそうになる。あの人が行き来する場合は大変だろう。

　降りていくにしたがい、かすかに声が聞こえてくる。んぅ、んぅ、んぅ、と一定のリズムを刻む声……というよりは吐と息いきである。

　サイトウは階段の先にある扉のノブを回し、押し開けた。むわっとした高い湿気を含んだ濃厚な甘い香りが、サイトウを包み込む。思わず、深呼吸した。

　地下室はそれまでの階段同様、薄暗い。小さな照明が天てん井じように取り付けられているものの、部屋の隅々まで明るくするほどの光量はなく、どの程度の広さがあるのか、その部屋に何があるのか、よくわからなかった。

　ただ闇やみの中でかすかに照明を反射するものがある。無数のトレーニングマシーンだ。

　それらに囲まれるようにして、もう一つ照明を反射するものが、部屋の中央にある。いや、正確には、〝いる〟だ。

「……来たか、サイトウ」

　そう声をかけてきたのは、サイトウの先輩であるガントウ刑事だ。人には、そのたくましいボディから筋肉マツスル刑デ事カと呼ばれる男である。

　彼は部屋の中央で、上半身を晒さらしながら片手腕立て伏せをしているのだが、発した声は普段のそれと何も変わらない平然としたものだった。

　ガントウは左腕の屈くつ伸しんを繰り返す。一回の屈伸は三秒ほどかけてのゆっくりとした、しかし決して乱れることのない芸術的な運動。その肌にまとった汗の一粒一粒さえ、神秘的な魅力を見る者に感じさせた。

　上下する逞たくましき体、隆りゆう起きする筋肉、流れる汗……それらは複雑な動きでもって光を反射する。まさに筋肉刑事の名に相応ふさわしいボディ。

　確かガントウは今年で四〇代も半ばになるはずだが、肌の具合は相変わらず一〇代のようにプリプリとした張りがあって、瑞みず々みずしい。

　サイトウはガントウの肉体を見つめながら、両手に抱えた荷物を下ろす。

「卵二〇個、豆乳と野菜ジュースがそれぞれ三リットル、国産の大だい豆ずが一キロに鶏とりササミが二キロ……それでＯＫですね？　仕事のついでとはいえ、まったく、人使いが荒いんですから」

「悪いな」

　それからもガントウはしばし、んぅ、んぅ、んぅ、と腕立てを繰り返す。

　時折ピチャン、と滴しずくが垂たれる音がする。目を凝こらせばガントウの顎あご先さきから汗が垂れ、床に広がる水たまり……いや、汗たまりに落ちる音だ。かなりの量の汗。一体どれほどの腕立て伏せを繰り返したのか、サイトウには想像がつかなかった。

　サイトウは締めていたネクタイを外し、スーツのポケットにねじり込む。

　トレーニングのためにやや高めの室温設定にしているのだろう。ちょっとしたサウナのように暑く、揮き発はつした彼の汗のせいで湿度も高い。

　人肌ぐらいか、とサイトウが考えた時、ふと、いらぬ妄もう想そうが頭を過よぎる。落ち着けようと深呼吸するものの、鼻先をつく芳ほう醇じゆんな汗の匂いに余計に妄想が強くなるだけだった。

　――この部屋にいると、まるでガントウ刑事に抱かれているようだ。

　体温に近い室温、充満するガントウの汗の匂い、サイトウの全身をくまなく包む彼の体液から成る湿気……。それらが相まってそんなことをイメージさせる。半裸で、隆々とした筋肉を晒さらしているガントウを見ているせいもあるのだろう。

　張りに張ったあの人の腕で思い切り抱かれたらどうなってしまうのだろう、あのプリプリとした筋肉と自分の筋肉を重ねたらどんな感触だろう……そんなふうに考えてしまう。

「待たせたな。仕事の話といこう。……悪いが、そこのタオルを取ってくれないか」

　ガントウはようやく、床から手を離し、立ち上がった。体についていた汗が、筋肉の狭はざ間まにできた溝を流れ落ちていく。その様はまるで絶景の谷を流れる清流のよう。

　サイトウ、と自分の名を呼ばれ、慌あわてて脇わきに掛けられていたタオルを手に取り、ガントウに投げ渡す。思わず見とれてしまっていた。

　ガントウが受け取ったタオルを体に当て、汗を吸わせる。サイトウにはそれが何とも勿もつ体たいなく思われた。

「オシモトたちが担当している事件、知っているな？　……そうだ、連続している深夜の女子高生ばかりを狙ったあの事件だ。あまりにも件数が増えすぎてマスコミが騒ぎ始めた。課長からのお達しでおれたちも動けとさ。

　ただ、オシモトたちが動いてもどうにもならない事件に、おれたちがただ加わったところで何か変わるとも思えん。……そこで、秘密兵器の登場だ」

　ガントウは部屋の隅に取り付けられていたコンソールを叩たたく。バシュっと音がして天井にあったスポットライトが一つ、点灯する。

　明かりの先には、鞄かばんや靴、そしてハンガーに掛けられた女子高生の制服一式があった。

「……これは……？」

「おとり捜査を執とり行う。サイズを見ればわかると思うが、おれのじゃない。おまえのだ」

「……ぼ、僕ですか!?　そんな、できるわけが……!!」

「大丈夫だ。おまえになら出来る。……とりあえず着替えてみろ。サイズは間違いないはずだが、女物だからな。どこかで不具合が出るかもしれん」

　サイトウの反応を待たずに、ガントウはハンガーからさっさとその制服を手に取る。嫌だ、と言える空気ではなかった。

「わかりました。それじゃ……上で着替えてきます」

「待て、サイトウ。別に男同士、恥ずかしがるものでもないだろう。何よりおまえ、着方がわかるのか？　ほら、さっさと服を脱ぐんだ」

　当然といえば当然だが、スカートなど生まれてこの方、穿はいたことなどない。

　少し気恥ずかしさを感じつつも、サイトウは彼の前でスーツを脱いでいく。

「スカートは……もう少し短い方がいいかもな。せっかくのおまえの綺麗な大だい腿たい四し頭とう筋きんが隠れてしまっては魅力が半減だ」

　そう言ってガントウは、ズボンを脱いだサイトウの太ももに手を置き、ゆっくりと――
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　ポコン♪　と音がして、ノートパソコンのモニターの隅に小さなウィンドウが開く。白粉おしろい花はなは、筋肉マツスル刑デ事カの執筆に集中していたこともありビクッと驚いた。

　開いたウィンドウは、友人の白しら梅うめ梅うめからのビデオチャットの申し込みだ。

〈コメント：こんばんは。白梅です。夜分遅く、すみません。今お時間大丈夫ですか？〉

　ん？　こんな時間？　と白粉はテレビの前に置いてある目覚まし時計を見る。現在深夜一時。女子寮の自室に戻ってきたのが二二時頃だったので、三時間が経たっていた。執筆に集中していたせいか、彼女の中ではまだ一時間ぐらいの感じだった。

　ありゃ、と思いつつ、白粉はワープロソフトを一いつ旦たん閉じ、ビデオチャットの申し込みを受じゆ諾だくする。夜中のビデオチャットは二人にとっては日課のようなものだった。

　新しいウィンドウが開く。そこには黒く艶つややかなストレートロングの髪の女性が映る。白梅だ。彼女はいつものようにちょっとした世間話をした後、しばらく見つめてきて、そういえば……と口にした。

「白粉さん、最近少し髪が伸びてきましたね。……どうです？　いっそ、そのまま伸ばしたりしてみては？」

「え？　えぁっと……でも、多分、あたしの髪、梅ちゃんみたいに綺き麗れいじゃないから……伸ばしても何か、似合わないんじゃないかな」

　そんなことないですよ、と白梅は優しく微笑ほほえんだ。

　その後も白梅と話し続けたものの、彼女に言われたことが白粉は気になり前髪を指先でいじっていた。確かに、少し伸びている。

　今週末にでも地元に帰って切ってこようかな。ついでだし、実家に一泊しよう。アロエにも会いたいし。

　白粉はそう決め、ビデオチャットが終わると主しゆ夫ふをやっている父親にメールを送り、その日は眠りについた。

　ちなみにアロエとは、実家で飼っているニューファンドランドという熊のように真っ黒な超大型犬である。現在四歳だが依然成長中だ。主に胴回り。
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　電車とバスを乗り継いで数十分。

　住宅街にある二階建ての、ちょっと大きな家。それが白粉おしろいの実家だった。

　ただいまぁ、と扉を開ければ家の奥から主夫の父親が現れ、出迎えてくれる。そしてドタドタドタと家を揺らしながら賑にぎやかに、そして千ち切ぎれんばかりに尻しつ尾ぽを振ってアロエが走り寄ってきて、そのままの勢いで飛びかかってきた。

　白粉は転倒するも、笑いながらアロエに手を伸ばし、わしゃわしゃと、アロエの左右の垂たれた耳の部分を両手で揉もむ。アロエは「ゥオゥ〜」と気持ちよさそうに声を漏もらした。

「今、いい物あげるからね。ちょっと待って」

　白粉はお土産みやげを鞄かばんから取り出した。

　途中、ペットショップで買ってきた真空パックに入っている大きな国産鶏とりささみで、人間である白粉でさえおいしそうだなと思える品だ。

　アロエはグルメである。安物は、一度困惑顔で口に入れはしても、これは自分の食べるものではない、として床に落とす。だから毎回アロエのおやつには気を遣つかった。

　今回のコレは４９８円もはたいて手に入れた一品だ。昨夜の白粉の夕食は２４０円の半額弁当であることを考えると、なかなかの出費である。

　真空パックを開けるとかなりいい匂においが感じられる。さすがに４９８円は伊だ達てじゃない。ちょっと温めて、一口サイズにカットし、一いち味み唐とう辛がら子しにマヨネーズ、そして醤しよう油ゆをサッとかけたら……十分に人間向けの一品料理になることは請け合いだ。

　嗅きゆう覚かくの良いアロエならきっとたまらないはず。きっと満足してくれるはず。白粉はアロエの鼻先にそれを持っていく。それを是ぜ非ひともゆっくり味わって食べてもらうために彼女は――

　――バクッ。ごくん。

「……えっ？」

　約５００円が、魔法のように、一秒で消え失せた。

　アロエは口の周りを舌で舐なめ回し、次は？　次は？　と期待した目で白粉を見上げてくる。

「……えぁっと、あの、ごめんね、もうないんだ。アロエにはちょっと、小さかったかな……。うん。もっと大きいのを買ってくるべきだったね。でもこれでもあたしの二食分ぐらいの値段なんだよ。えぁっと……なんか、ごめんね……」

　アロエの体重はすでに70キロを上回っており、実際、白粉よりもずっと重く、大きかった。それを踏まえればささみ一本というお土産など、一口で終わってしまうのは当然である。

　アロエは白粉の表情を見ておやつがもうないことを察すると、今度は玄関に置いてある散歩用の綱リードをくわえて白粉の前に持ってくる。

　まだ鞄すら下ろしていない白粉の前に綱をポトンと落とす。続けて「ゥオウ、ウォンウォン」と、「ホラ行くぞ、早く行くぞ、もたもたするな！」というようにに吠ほえ立ててくる。さらに興奮が臨りん界かい点てんを越えたのか、再度綱を口にくわえてそれを思いっきり振り回す。

　大型犬用の太い綱に、大きな金具がついており、それが鞭むちのように白粉を襲った。

「痛い痛い、痛いから、ちょ、ちょっと、アロエ……！」

　おやつを出せ、散歩に行くぞ、もたもたするな……と、昔から一部の愛犬家たちの間で流行している問題が白粉家にも存在する。お犬様による絶対君主制である。

　実家に帰省して早々、引きずられるようにして白粉はアロエと共に家を出る。

　帰ってくるのはいつになるのだろう。白粉にはわからなかった。散歩の主導権を握っているのは常にアロエの方なのだ。
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「それじゃあいつもと同じでいいんだね？」

「……は、はい、お願いします」

「よし、じゃまずは……と」

　二時間に及ぶ散歩の末――途中で疲れたアロエが路上に座り込んだりしたものの――無事に帰ってきた白粉おしろいは、今回の帰省、最大の目的の場所を訪れていた。

　そう、『ビューティサロン・内ない藤とう』である。

　昔から自分の髪を切る時はここと決めている。単にこのお店が好きだということもあるが、何よりも他では緊張して一人でお店に入れないせいだった。

『ビューティサロン・内藤』は傍はた目めからはどこにでもあるような町の小さな美容院なのだが、普通とは違うことがいくつかある。最も特徴的なのはそこの店長であるカリスマ美容師・内藤はとても逞たくましい男だということだった。

　彼は冬でもピチピチの薄いシャツ一枚というセクシーな衣装でお客を魅み了りようする。

　鏡越しにハサミを素早く動かす内藤の体を白粉は注視した。彼女は、彼のその筋肉よる凹おう凸とつを使ってあみだくじをするのが子供の頃からの夢だった。あの盛り上がった筋肉と筋肉の間の、凹へこんだ部分に指を這はわせ、首筋から足首まですーっと……考えるに興奮する。

「よし、次はシャンプーするよ〜」

　白粉にとってもっとも楽しい時間の始まりだった。内藤の太い指先が地肌をマッサージするように揉む。それだけでも興奮できるのに、彼の長い指毛と自分の髪の毛が絡からんでいるイメージを頭に浮かべると、さらに形容しようのない高こう揚よう感かんが湧わいてくる。

　グワシグワシと力強いウォッシュに、白粉の首も動く。たまらない。思わず声が出そうになるが、そればかりはさすがに堪こらえる。

　小さい頃から母親よりも父親に髪を洗ってもらうのを彼女は好んだ。力強く、多少乱暴なぐらいにやってくれるのが大好きだった。

「痒かゆいところとかないかな〜？」

「あ、えぁっと……なぃ……あ、ぜ、全体的にもう少し……お願いします」

「よしきた」

　普段は控えめな白粉ではあるが、この時だけは精一杯の勇気を振り絞って言うのだった。

　彼女の至福の時間は、もう少しだけ続いた。
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　夕食後、自室で執筆作業にはげんでいると、部屋の扉がカッシャカッシャと鳴る。アロエが「開けろ」と扉を引ひっ掻かいているのだ。普段、アロエは〝お手〟や〝おかわり〟などの芸を一切しないくせに、こういう時だけは前足をよく使った。

「どうしたの？」

　扉を開けると、さも当然のようにアロエは室内に入ってきてベッドの上に飛び乗った。

「あ、久しぶりだから遊びたいのかな？」

　白粉おしろいはアロエを撫なで始めるのだが、向こうはどこか素そっ気けない。白粉のことなどどうでもいいというように、ベッドで寝始めてしまう。

　首を捻ひねりつつ、仕方なく白粉はパソコンの前に戻った。とはいえ、集中力が途切れてしまったので、一度作業から離れ、ネットに接続する。

　行く先は……佐藤たちはもちろん、ライトノベル研究部の部員たちにも、白しら梅うめにさえ教えていない……冷やかしを防ぐために検けん索さくなどでも引っかからないようにしてある白粉花はなの秘密のホームページである。

『The novel of Four o'clock』と名づけられたそのホームページには、これまで白粉が書いてきた小説が展示してあり、いつでも読むことができる。

　それこそ中学生の頃の、陸上部員たちの切なくも甘い日々を描いた群像青春小説『脱ぎ捨てられたジャージ』シリーズから、美しい肉体を有するベテランと新人刑事のコンビが難事件を体当たりで解決していく最新のハードボイルド・マッスル・アクション『筋肉マツスル刑デ事カ』シリーズまでほぼ全てである。

　白粉は管理ページに飛び、アクセス数をチェック。

　一日あたりの来客数は１００程度、総数はもうすぐ10万に達する。開設から三年程度だが固定ファンが多く、安定した伸びを記録している。

　掲示板には頻ひん繁ぱんに感想が書き込まれ、白粉にはこれが何よりのやる気の源みなもととなった。

　最近の傾向としてはやはり筋肉マツスル刑デ事カのものが多く、〝サトウ〟の人気が高い。

　本来サイトウという名のキャラなのだが、何故か毎回物語の終盤になるとサイトウとあるべき名がサトウとなって掲けい載さいされており、ファンの間ではサトウと呼ばないのはにわかファンである、というような不思議な風潮まである始末だった。

「えへへ……」

　そんな感想を見ながら白粉は溶けたアイスのような顔で笑う。

　自分の小説を読んでくれて、しかも面白いと言ってくれること自体も嬉うれしいが、それ以上に自分と同じ嗜し好こうを持った人たちがいる……それを感じられるのが何よりも嬉しい。

　自分は一人じゃない、大丈夫、そう見知らぬ誰かから励まされるような、そんな気がする。

「よっし、やるぞ〜」

　気合いを充電した白粉は再びワープロソフトを起ち上げ、軽快にキーボードを叩たたき始めた。




　……それから数時間、深夜三時過ぎ。さすがに眠くなってきた。

　白粉は椅い子すに座ったまま大きく伸びをした。肩と背骨の辺りからポキポキっと音がする。

　最近、彼女はこういう時に先輩の槍やり水ずい仙せんを思い出すようになっていた。より正確に言うなら槍水の、黒いストッキングを履はいた足を、だ。

　前屈みで作業し続けた後、彼女の足で背中を踏んでもらうのが最高に気持ち良い。数カ月ほど前から時折踏んでもらうようになり、最近はプロレス技のようなものもかけてもらえるようになった。背骨が反そってそれはそれで気持ちが良いのだが、あくまで骨に対してなので、筋肉は凝り固まったまま。そうなるとやっぱり踏んでもらうのが一番だ。

　あの足で踏んでほしいなぁ、そう思いながら白粉はベッドに横になろうとするのだが……あることに気がつく。

　ベッドの上ではいまだ我が物顔でアロエがドデッと横になっていびきをかいているのである。

「あ、あれ？　えぇ〜……？　ちょ、ちょっと、アロエ、どいてよ〜」

　そう言って寝ているアロエの体を揺さぶるのだが、一向に起きる気配がない。日中の散歩が長過ぎたのかもしれない。

　さらに揺らし続けているとアロエが初めて反応を示す。「ヴゥ〜……」と、唸うなったのだ。

「……うぅ……そんな」

　今の唸りは「ここはどかない」という意味ではなく、「眠っているんだから邪じや魔まするな」というものだということはわかったのだが……何の慰なぐさめにもならない。

　ベッドは当然シングル。そこに超大型犬（デブ）が四本の足を投げ出して寝ていれば、いくら体格の小さい白粉とはいえ横になれるだけのスペースはない。

「……うぅ……しょうがない、もう少し書こうかな……」

　しばらくすればきっとアロエも起きて場所を変えてくれるだろう。そう期待しつつ白粉はまたパソコンに向かう。

「この先はサト……サイトウさんをまず脱がして……いや、ここは〝脱がす〟よりも、〝自ら脱がせられる〟ということにして、より一層の恥ち辱じよくを……よしっ」

　この時白粉は知らなかった。白粉が留守にしている間に、彼女の部屋のベッドがアロエのお気に入りの寝床になったことを……。

　カタカタカタと軽快なキーボードを叩く音に、アロエのいびきが混ざる。




　その日、白粉は床で寝た。







筋肉刑事12　バトル・フィールド・ザ・熱海











　逞たくましいスカイダイバー・鳥とり羽わ藤ふじ雄ゆうの協力を得て、筋肉マツスル刑デ事カことガントウ刑事とサイトウ刑事は真夏の連続殺人事件の解決に成功した。

　この長く、そして極めてハードな事件はサイトウの心に多くの教訓と傷、そして新たな男性経験を与え、彼を人間として一回り大きく成長させた。

　事件を契けい機きに故郷に戻るという鳥羽を空港で見送ったガントウとサイトウ。

　二人はそのまま事件の傷を癒いやすため、有休を使って痔じに効能があると一部のマッチョの間で有名な、とある熱海あたみの温泉へと向かうのだった。

　それは一いつ時ときだけ仕事から離れ、英気を養うための平穏な二泊三日の旅……そのはずだった。

　彼らが旅館に宿泊した夜。ある人物からの非公式依頼を受じゆ諾だくした、米国に本拠地を置く民間軍事会社ＳＭＳスペシヤル・マツスル・サービスのオペレーターたちが重火器と共に密ひそかに日本へ入国。彼らは観光客を装い、一路熱海を目指した。

　その夜に、偶然にも一つの湯船の中で出会う二人の刑事と八人のオペレーター。

　日本語と英語の差こそあれ、同じマッチョという共通言語を駆く使しし、彼らは異文化コミュニケーションを楽しむのだった。

「これが、アメリカ。……す、すごい、何て強大なんだ」

　初めて触れた外国人の筋肉は、サイトウが想像していたよりもずっと、荒々しかった。

　思いがけない経験が出来たと喜んでいたサイトウだったが、安息の時間は長くは続かない。

　深夜に完全武装で宿を抜け出す八人の男たちは、ある極秘ミッションをスタートさせるのだった。

　ＳＭＳの目的とは、そして彼らに仕事を依頼した人物とは誰なのか。

　轟とどろく銃声。湧き起こる喘あえぎ声。行き交う銃弾。飛び散る汗……。

　事件が二人の刑事を呼んだのか、それとも二人の刑事の筋肉が事件を呼ぶのか。

　日本のマッチョは果たして米国のマッチョにどこまで立ち向かえるのか。

　熱海が戦場となった夜、謎が謎を呼ぶハードな大事件の幕が開ける。




　――漢おとこたちの夏は、まだ終わらない――







６章　著莪あやめのお見舞い












　　　「ふぇ〜ん、痛いよ〜」





井ノ上 あせび











※当作は『ベン・トー　３　国産うなぎ弁当３００円』の翌日の出来事です。




　何事にも適切な組み合わせというものがある。

　宇宙に浪漫ロマン、おっぱいに希望、未来に夢、人生に黒歴史、ハンバーガーにフライドポテト、バターご飯に一振りの『味の素』等々。つまりは、それにはこれ、という具合に意識するまでもなく当然として付ふ随ずいするもののことだ。

　そしてまた、その逆に不適切な、というか何だか残念な組み合わせというものも当然存在する。具体的な例を身近なもので挙げれば、山菜おこわ弁当にキムチ、バイリンガルな純和風お婆ばあちゃん、自社製ハード以外にセガのゲーム等々。いくら世の中のグローバル化が進んだとしても、それはおかしい。山菜おこわ弁当にそんなワールドワイドな展開は誰も期待しちゃいない。ハブァナイスデイ？　とかヨボヨボの着物を着たお婆ちゃんに言われたくないし、ＰＳを起動したらテレビにセガのロゴが出てくるなんてもってのほ――いや、まったく出てこなくなるよりは全然いいのだけれど、地じ団だん駄だ踏みたくなる悔しさと釈しやく然ぜんとしないものがある。

　今、僕、佐さ藤とう洋ようの目の前にあるものもそんな釈然としない組み合わせの一例である。

　白粉おしろいに浣かん腸ちようをしてほしいとお願いした件で、白しら梅うめ様に登校と同時にリンチを受けたので、それで幻げん覚かくを見ているのかとも思ったが……あれからすでに数時間を経へているし多分、違うだろう。何より今回は白粉が偶然通りかかったおかげで白梅様に途中でやめていただけたのだ。殴なぐられ、蹴けられ、踏みつけられるだけだったので、見えちゃいけないものが見えるほど、眼や脳にダメージは受けていないはずである。……どうでもいいが、あの時、白梅様が手にしていた『アラビックヤマト』の糊のりは一体何に使うつもりだったのだろう。二〇〇九年グッドデザイン・ロングライフデザイン賞も受賞したあの独特の形状、そして僕が今回リンチを受けた理由を考えると……いや、考えるのはよそう。すでに終わったことだ。

　話を戻そう。僕は井いノの上うえあせびがお見舞いに来るので、その前になんとか新しいお守りが欲しいという、従姉いとこの著しや莪があやめの頼みを果たすため、近所の有名な神社に来ているのだが……。

「さぁ、これを持っていくといい。なぁに心配はいらんよ、サービスだから」

　霊能力者として雑誌にも載のったことがあるという神かん主ぬしはそう言って快活に笑った。初老の人の良さそうな顔をした大柄の人だ。あせびちゃんについてはとりあえず伏せ、従姉に重大な危機が迫っている旨むねの事情を話すと、彼は全すべてを理解しているかのように親しん身みになって相談に乗ってくれたし、特製のお守りと、火で炙あぶったりしてかなり大おお仰ぎような祈き祷とうまでして御札というか、護符を数枚用意してくれた。しかもお代はお守りの分だけでいいという。

　祈祷に相当気合いを入れてやってくれたようで、彼は全身汗だくだ。終わるとグッショリと湿った上着を脱いで、初老を思わせるその顔とは対照的な若々しい筋肉質な肉体を僕に見せつけていた。

「本当に大切なものほど、ちょっとしたことで失ってしまうものだ。日々注意を怠おこたらず、全力で生きるんだ。後悔してからでは遅すぎる。いいね。さぁ、行きなさい」

　妙に重々しい声で、その神主さんは言う。声以上に言葉に重みがある。それはきっと、彼が壮絶な人生を送ってきたからにほかならなかった。

　……だって、彼の体、もの凄すごくカラフルなんだもの……。

　左腕に虎とら、右腕に龍りゆう、背中に不ふ動どう明みよう王おうの刺いれ青ずみが今にも動きださんばかりの躍動感で描かれているわ、手足や背中に妙に深くて長い傷きず跡あとがあるわ……今まで彼はどんな相手と戦ってきたのか。絶対、セガの大人気シリーズ『龍が如ごとく』みたいな人生歩んでいるよ、この人。

　霊能力者として有名な、長い歴史を持つ神社の神主……そう聞くと普通は仙せん人にんみたいな人とか、苦行を乗り越えて何かしらの境地に達した偉い人とか、そういうイメージが普通湧わくと思うのだけれど、まさかこんな逞たくましい神主だったとは。いや、ある意味並々ならぬ苦行というか、人の世という地じ獄ごくを乗り越えてきたのかもしれないけど、今の彼の立ち位置と、その刺青はさすがに適切な組み合わせではないだろう。やっぱり、イメージというものが……ね、うん。

　彼は御札とお守りを少し大きめの紙袋に入れて、手渡してくれる。……彼のその姿だけを見ていると何かヤバイものの取引みたいに見えた。使うと元清純派アイドルがクラブでエキサイトしてしまうようなアレとか、新聞紙に包んである鉄の塊かたまりとか――以下略。

　ありがとうございます、と深く頭を下げて、僕は急ぎ足にその神社をあとにした。

　神社から離れると、僕はすぐさまバスに乗り、著しや莪がのマンションに向かう。普段なら走ったりして行くのだが、今回はあせびちゃんがお見舞いに来る前にお守りが欲しいというのが著莪からの頼みなので、あえてバスである。この交通費、ヘタをすれば一食分だ……。

　少し贅ぜい沢たくな気分で僕は丸まる富とみ高校前のバス停に降り立つと、何となく空を見上げた。

　賑にぎやかに耳を覆おおう蝉せみの声。視界に広がる碧あお空ぞら。体で感じる真夏の太陽……。それらはまるであせびちゃんに怯おびえる著莪の恐怖、そして僕が珍しくバスまで使ったという焦あせり、それら全てはただの杞き憂ゆうなのではないか、そう思わせる。

　僕は胸の中の不安を振り払うように、腕を振って歩き出す。途中でコンビニを見つけたので、著莪にコール。寝ていたのか、しばらくの後、あぁい、という元気のない彼女の声。

「あ、著莪？　今近くのコンビニの前なんだけどさ、何か欲しいものある？」

『うーん……んにゃ、いいよ。昨日友達からいろいろ貰っちゃったし、あせびも何か買っていくって言っていたしね。それに、どうせ佐藤の財布に余裕がないってのもわかってるから。お守り以外に何か買ってもらうのもさすがに悪いよ』

「桃缶は？」

『今朝一缶食べた。あと……ゲッホゴホ……ごめん、あと二缶ぐらいある』

「なんだ、先にやられたか」

『意外と考えることはみんな同じだってことだね』

「それじゃ、コンビニ寄らずに行くよ？」

『うん。待ってる。あせびはバイト先に寄ってから来るらしいけど、早く来てよ』

　それじゃ後で。そう言って僕は携帯を切り、再び歩き出すのだが……その足が、止まる。

　アレ？　何だ。何かがおかしい気がする。さも当然のように何かあってはいけないものが紛まぎれ込んでいるこの感覚……。そう、たとえるなら将来に不安、犬に玉たま葱ねぎ、石いし岡おか君に女の子等々そんなあってはいけない組み合わせがさりげなく今の会話の中に紛れていたような気が……あ。

「……やられたぞ。チクショウ」

　著莪の奴、さりげなくお守りを僕の奢おごりだということにしやがった！　立て替えておくだけのつもりだったのに!!

　しかもあまりに自然に出てきたせいで、反論せずにそれをさも当然のように応じてしまった以上今更代金を請求するわけにもいかない……。僕はクッソーと呻うめいて頭を掻かく。何年経たってもこのあたりのやりとりでは著莪が僕よりも一枚上うわ手てだ。というか、気がつくとすでにやられている、という場合がほとんどで、手も足も出やしない。

　僕は苛いら立だちを抱えたまま、著莪のマンションを目指した。行くのは初めてなので、事前に著莪から貰った住所メモを頼りに何とか辿たどり着く。七階建ての小こ綺ぎ麗れいな店舗付きマンションだ。一階の店舗部分にはクリーニング店が収まっているところを見ると、学生向けというよりは一人暮らしの社会人向けマンションなのかもしれない。

　マンションのエントランスには住人用の銀色の郵便受け。二〇三号室に『著莪』の名前があるのを確認する。その後二階まで階段で昇り、彼女の部屋の前に立った。表札には何故か著莪パパの名前。一人暮らしの娘に対する親の気き遣づかいというやつだろう。ついでに表札のどこかに『ネジタイヘイ』の文字がないかと探してみたが、さすがになかった。

　角部屋も空あいていたのにわざわざＤＣドリームキヤストの『ルーマニア♯２０３』の主人公と同じ部屋番がいいといって、ここにしたとか。部屋が決まった時、著莪のヤツ、本気で嬉しそうに電話かけてきたのに……もったいない。

　僕は一応チャイムを鳴らしてみるものの、鍵かぎが開いていたので応答を待たずに中に入る。外見同様の小綺麗な玄関である。そこからは扉が三つ。一つは扉の横にスイッチが設置されているので風ふ呂ろかトイレだろう。とりあえず靴を脱ぎつつ、おーい来たぞー、と声をかける。

「おー、こっちこっち」

　著莪の声がしたので適当に一つ扉を開けるとそこは寝室だ。著莪はいない、外れ。もう一つの方だったらしい。寝室はクローゼットと本棚、引き出しに、グチャグチャになっているベッドという感じなのだが……ぶっちゃけ僕の寮室より多少狭いものの、この時点で生活水準の差を感じる。しかも何だこのベッド、贅ぜい沢たくにセミダブルじゃないか。

「こっちだっての」

　いつも以上にボッサボサの長い金髪を揺らして、著莪が呼びに来る。少し熱があるのか、顔が赤い。ついでに鼻水のかみすぎなのか、鼻の下も少し赤かった。

　スウェット生地のダボダボの白い半袖上着に、セットなのか、同じ生地のハーフパンツというラフな格好の著莪に案内され、ダイニングキッチン付きの居間の方に行く。そこは大型のプラズマテレビがドンっと居座り、その下のテレビ台にはＳＳセガサターンとＤＣドリームキヤスト。またテレビの前にはテーブルがあって、そこにはコントローラーと今朝食べたという空の桃缶やら汚れた皿やらどん兵べ衛えやらの容器が転がっている。多分、片づける体力がなかったのだろう。

　テーブルを挟んだテレビの向かいには白い二人用のソファもあり、特別豪華というわけではないが……何となくゆとりある生活を感じさせた。それに、この居間、先ほどの寝室より広い。

　――ここだ。ここしかチャンスはない。僕は確信した。

「なぁ、著莪。気のせいか、ここだけで僕の部屋と同じぐらいあるぞ」

「うん」

「じゃあ、おまえよりずっと低い水準の生活を送っているこの僕に、お守り代金を出させようなんて……考えてないよな？」

「考えてるけど。あ、この紙袋がそう？　……アレ、御お札ふだがあるけどこれは？」

「あぁ神主の人が特別にタダでくれた。玄関とか、窓際とかに貼はっておくと悪いものが入ってこなくなるんだって」

「そっか。んじゃ、佐さ藤とう、これ玄関に。アタシ窓の方貼っておくから」

「オッケー」

「これであせびが入ってこれなかったら笑うなぁ」

「さすがにそこまでは……」

　僕たちはそれぞれ御札を手に笑った。そして、笑いながら僕の攻撃が物の見事にかわされたことに遅まきながら気がついたのだった。




　あせびちゃんは今日がバイトの給料日だというので、それを貰ってから来るそうだ。

　僕は居間とキッチンの掃除をしつつ、そんな話をソファに座る著莪から聞く。さすがにこれからあせびちゃんの襲撃……じゃなくて来客があるのでうかうかベッドで寝ていられないらしい。ただやはり体調は優すぐれないようで、彼女はソファの上でいつの間にか横になっていた。

　キッチン周りの掃除を終えた僕はグチャグチャの寝室に向かい、そこから毛布を一枚引っぱってくると、それをソファの著莪にかける。

「うん？　あぁ、ありがと」

　ゆっくりとした動作で閉じていた瞼まぶたを開き、著莪は笑う。本当は喋しやべるのも辛つらいのかもしれない。体調を訊くと、大丈夫だよ、と笑うだけで曖あい昧まいな答えだった。

　僕は横になっている著莪のお腹なかのところに腰をつけるようにしてソファに浅く座ると、彼女の額ひたいを触る。微熱、というところだろうか。よくわからないが、それほどには酷ひどくはない。

　まぁ、よくよく考えてみれば彼女が体調を崩したのは僕と同じ時期――あせびちゃんのご両親がやっている病院で一泊した翌日ぐらい――からなので、結構な時間が経っている。実際、治りかけなのだろう。

「これでもだいぶ良くなったんだけどね」

「わかるよ。ってか、もっと早くに連絡しとけよ」

「だって佐藤、テスト期間じゃん。言ったら来ちゃうじゃん」

「お互い、考えることは一緒か」

　苦笑する僕を見て、著莪は不思議そうな顔をする。なので、実は僕もまた著莪が来て風か邪ぜが移ってしまうと思い、寝込んだ時にあえて何も言わなかったことを教えた。僕も風邪をひいていたことはこの前教えていたが、寝込むほどのものではなかったと思っていたのだろう。彼女は驚き、大笑いし、そして咳せき込こんだ。

「なんだよ、佐藤もか。だったら……ゴホッ、さっさと……んっ、さっさと言っちゃえば良かったかな。また一緒に寝……てれば、お互い楽でき……エホエホッ」

　彼女の背中をさすりつつ、僕は「確かにね」と笑う。

　その時、テーブルの上に転がっていた著莪の携帯が『セーガー！』と鳴る。着信である。その瞬間著莪がビクッと静電気でも喰くらったように体を震わせ、熱っぽかった上に大笑いしたせいで赤かった顔が、見る見るうちに青くなる。

「……来た」

　彼女は怯おびえるように言って、先ほど渡したお守りを握る。

「まだそうとは限らないだろ」

　そう僕は笑い、著莪の携帯を手に取るものの……彼女の予想通り、あせびちゃんだった。

「……まぁ、大丈夫だって」

「いや、頭ではわかってるんだけど、このお守りの効力がイマイチまだわからないし」

　著莪は上半身を起こして、僕と並んでソファーに座ると体を寄せてきて僕の肩に顎あごを乗せる。ピッと指先で携帯を指した。僕に取れ、ということだろう。

「もしもし？」

『……あれぇ？　洋ようくんだぁ！』

　間ま延のびした可愛かわいらしくも元気一杯なあせびちゃんの声だ。……しかし凄いな。もしもしの一言だけで僕だとわかるのか。

『洋くんもお見舞い？　……あ、そうなんだ〜。今ね、あやめちゃんのマンションの前、これから行くね』

「あ、うん。わかった。著莪に伝えておく。鍵かぎ開いているから、入ってきて」

　しばらく待っているとガチャリという玄関の扉が開く音がした。

「来たよ〜」

「あ、こっち、居間の方」

「うん。よいしょっ……ひゃっ！」

　バッバシンッ!!　という、アニメで電撃系の魔法が炸さく裂れつしたような音が玄関から聞こえたのだけれど……何だろう。

「著莪、おまえの玄関には高圧電流系のブービートラップでも仕掛けてあるのか？」

「祖父ちゃんの家じゃないんだから、んなわけないじゃん。玄関に危険物は何も……あ」

　――あった。今さっき僕が貼った御札が……。著莪も同じ考えだったのか、一度げんなりした顔をし、それからどこか投げやりに苦笑した。

　テトテトとかわいらしい足音がし、居間の扉を開けてフワフワの猫耳帽子に制服、季節感ゼロのマフラーと生地が厚めのニーソを履はいたあせびちゃんが現れる。その両手には、小柄な彼女にはかわいそうなぐらい大きなビニール袋が持たれていた。

　艶つややかなしっとりとした黒髪で右目が少し隠れているものの、泣きそうな顔をしているのが一目でわかる。

「ふぇ〜ん、痛いよ〜、静電気だよ〜」

　両手に荷物を持っていたせいで扉が閉められなかったのか、居間の扉は開け放たれており、ソファの上からでも玄関が見える。二枚の御札が粉こな微み塵じんとなって玄関に散っていた。

　あのたくましい神主が汗だくになって一生懸命作ってくれた御札が……あせびちゃんにかかっては静電気程度の効力しかないのか……。

　僕は隣で青い顔をしている著莪の手、そしてその手の中のお守りを一緒に握る。

　このまま掲かかげて『バルス！』と叫びたくなるが、さすがに堪こらえる。

　よいしょっと、と言ってあせびちゃんは両手のレジ袋をテーブルの上に置く。いろいろ入っているようだ。

「あ、ありがと、あせび」

　著莪の言葉で、今にも泣きそうだったあせびちゃんの顔がパッと花が咲いたように笑顔になる。目め尻じりに浮いていた少しばかりの涙も早朝の花々を湿らす朝あさ露つゆの滴しずくのように、彼女の笑顔を木和田輝エッセンス、違う、際きわ立だてるエッセンス。

「あっちが持ってきたのはね〜えっとね〜、これがあやめちゃんへのプリントで……」

　あせびちゃんはレジ袋の中に入っていたフォルダから大量のプリントを出し、それを皮切りにして次々と買ってきた物をテーブルの上に並べてくれる。

　カロリーメイト（メープル味）、生しよう姜が湯ゆの素もと、どん兵べ衛えのうどん・そば、レトルトご飯……じゃない、色がついている。

「あの、あせびちゃん。コレは……？」

「あ、それはね〜お赤飯のレトルトだよ。お赤飯は普通のご飯よりも栄養価が高いからいいかな〜って。あとは、安かったからケーキ！　新しいお店が出来ててね、今特別サービスやってたの。それで開店のお祝いで、紅白のお饅まん頭じゆうをね〜」

　ワーイ何か知らないけどテーブルの上がちょっとしたお祝いムードだぜ！　お見舞いにケーキはともかく、お赤飯と紅白饅頭はなかろうに……。これで植うえ木き鉢ばち入りの花とかが来たら、もう完全に嫌がら――、

「あとね、コレ！　これもそのお菓子屋さんで貰ったんだよ。お花の咲いたサボテンだよ〜」

　……違う、絶対に違う！　あの娘に悪気はないんだ！　あの屈託のない、世界の全てから祝福されたようなあの笑顔を見ろ。悪気があってやっているわけがないじゃないか！

　横の著莪を見やると、もう完全にふっきれたのか、普通に笑っている。ただ、手からお守りだけは離す気はなさそうだ。

「あとね、パパからビタミン剤と伝言で、辛くなったらいつでもうちにおいでって。お金なんていらないから、遠慮しないで〜って」

「うん、ありがとう。でも大丈夫だよ。えっと、ちなみにそっちの袋は何？」

「こっちはね、あやめちゃんに夕ご飯をご馳走しようと思って〜」

　どうやらあせびちゃんは買ってきた物は全部見てほしいらしく、食材もまた一つ一つテーブルの上に並べていく。途中で、さぁ、これからあっちは何を作るのでしょう〜？　とか、かわいらしくクイズを出してくるのだが、たいして食材数は多くない。長ネギに複数のキノコ、白だし、鶏肉、お米……そして。

「最後はね〜、たま……あっ」

　……六個入り卵パック・ザ・クラッシュド。もうなんつぅか、どこかにぶつけちゃったのか、半分ぐらいの卵が完全グシャっとなっていて、袋から取り出したパックはデロロ〜ンと糸を引いているわけで……。御札をぶち破った時だろうか？

「うっうぅ……割れてるよ〜、どうして〜」

　あせびちゃんがデロデロのパックを持ったまま、今にも大声上げて泣き出しそうな顔をしてしまう。猫耳帽子の耳までもシュンと元気なく垂たれているのは何故だろう。

「え、えっと、あれかな、和風炒飯チヤーハン？」

「違うよ〜、きのこ雑ぞう炊すいだよぅ……」

「あ、それじゃ、ほら、大丈夫じゃん！　ほら、まだ、えっと、ほら……割れてないのもあるし、割れてるヤツもザルか何かで殻からを除けばほとんど使えるよ！」

　僕の素早いフォローに著莪が小声でグッジョブと呟つぶやく。あせびちゃんはその瞳ひとみを涙で濡らしながら、上うわ目め遣づかいに僕らを見てくる。

「で、でも……せっかくあやめちゃんに……」

　もうかわいらしくて仕方がない。彼女に例のアレがなく、許可が出るなら今すぐ抱きしめて頭を撫なで撫でしてあげたくなる。ついでにそのまま僕の寮の部屋まで抱えて持っていきたい。

　著莪が苦笑しながら、あせびちゃんの頭に手を伸ばし、撫でた。当然片方の手にはお守りを握りしめたままである。

「全然気にしないから大丈夫。それにあせびがこうして来てくれただけで嬉しいしさ」

「……ホント？」

　ホントホントと、著莪は頷うなずく。すると見る見るうちにあせびちゃんは元気を取り戻し、「じゃ、ちょっとやってくるね」と言い残してデロデロのパックと、ネトネトの袋を持ってキッチンの方に走っていった。

「佐藤もわかってると思うけど……いい娘なんだよ、ホント」

「うん……わかってるよ」

「佐藤、きのこと鶏肉、あと桃缶も冷蔵庫に……あ」

　著莪が握っていた手の平を開く。気のせいかお守りからかすかに何かが焦こげる匂においが……。

　どうやら、このお守りは効きそうである。




　夕ゆう餉げまで時間があったので僕たちは当然のようにゲームをして遊んだ。以前あせびちゃんが準備までしていたものの、いろいろあって彼女だけ遊べなかった『桃もも鉄てつ』である。

　テレビの向かい側のソファーは二人用ではあるが、あせびちゃんが小さいので三人で問題なく座れた。……まぁ、問題があるとすれば、あせびちゃんは僕と著莪の真ん中に陣取ったので……当然、お守りを所持していない僕と常に密着しているわけで……。

　いやね。何かね。そりゃ女の子が隣に座っているっていう状況は凄く嬉しい。しかも学校の席や映画館の席のように、隣といえば隣だけど微妙に二人の間に隙すき間まがあるわけでもない、この状況。二人用に三人だから常にあせびちゃんの小柄な体を感じられる上、僕と著莪のターンの時、つまりあせびちゃんが待ちの間、彼女はいつもの笑顔を浮かべ、じゃれつく犬みたいに、僕と著莪の間を振り子のように交互に体を寄せてくる。その一挙一動、体に感じる温ぬくもりと柔らかさ、かすかに感じる優しくも清潔感のある石せつ鹸けんのような香り……その全てが愛らしい。膝の上に載せたり、抱きしめたりしたくなる。

　……が、同時に僕はこの上ない恐怖を常時味わい続けるのを余よ儀ぎなくされた。

　著莪の方は先ほどのでお守りの効力が確認できたのか、少し熱っぽい顔色と時折咳せき込こんでいるのを除けば、常時上機嫌である。

　ちなみに結果から言えば、不思議なことに僕にはあせびちゃんの例のアレが襲ってくることはなかった。まぁ、あったといえばあったのだけれど、それはゲームの中である。サイコロがまるで意志を持っているかのように僕にとって不利な目ばかり出続けやがったのだ。一の目が一三回連続で出るとか、もうサイコロプログラムがバグってるとしか思えない。貧乏神も何故か僕を運命の人と見定めたかのように常時ついて回り、佐藤社長の借金が尋常ではないケタにまで達していたり……と、いつものアレはゲームの中の方に集中していた。まぁ、実害はないし、著莪とあせびちゃんが楽しんでいたので別にいいのだけれど……でも、でもなぁ……うん。

　夕餉ではあせびちゃんが意外と料理が上手だということがわかった。家では母親と一緒に結構やっているらしい。

　どうでもいいけれど、あせびちゃんが持参したエプロン（猫の絵柄付き）を着けると、帽子とニーソ、そしてあせびちゃん自身の独特の雰ふん囲い気きと相まってアニメか漫画、またはギャルゲあたりのコスプレにしか見えないのは何故だろう。著莪の部屋にあった大きめの土ど鍋なべを一生懸命持つ様など、もう一々かわいらしくて仕方がない。

　さて、問題のきのこ雑炊だ。これ自体は、極端な話、材料を全てぶち込んで煮てしまえば一応は出来上がるので難しいものではない。けれど、鶏肉の臭くさみを取るために別鍋でサッと湯通ししたり、硬めに炊きあげた雑炊用のご飯を水で洗い、ヌメリを取ったり……と、細やかで、それでいて要領の良い調理の仕方から彼女の腕が窺うかがい知れる。そんな彼女の調理風景を見ていたので、ある程度予想はしていたが、やはり味は素晴らしかった。普段の弁当生活では食べられないタイプの料理だということもあるのだろうが、それを差し引いてもおいしいのだ。

　土鍋をテーブルの上に載せ、蓋ふたを開けた瞬間のあの香りといったらなかった。

　その瞬間はまるでプレゼントの箱を開けるようなワクワク感だったけれど、あせびちゃんの手料理はそれに十二分に応こたえるものだ。鰹かつおダシときのこの風味に鶏肉のシンプルな旨うま味みが効いた汁は香りからして良く、僕らの食欲を否いや応おうなく高めてくれるし、汁を多めにして作られた雑炊はサラサラと口に滑り込んでくるのだ。割れてしまっていた卵も全然問題なく、綺麗な黄金色でシンプルな色合いの雑炊を華やかに彩いろどってくれていた。

　……まぁ、不思議なことに僕が食した分には取り除いたはずの殻がいくつか紛れ込んでいたけれど……あせびちゃんのあの悲しい顔を見たくはなかったのであえて何も言わなかった。だが、どうやら著莪にはバレていたようで、食べ終わった時に、ご苦労さん、と耳元で囁ささやかれた。

　御札で先制の一撃を与えたおかげなのか、それとも新しいお守りの効力なのか、今日のあせびちゃんのアレは比較的おとなしめである。……普段からこれぐらいならいいんだけどなぁ。

　食後に洗い物を済ませ、ＤＣドリームキヤストの『パワーストーン』でしばし遊ぶと、あせびちゃんがソファから降り立つ。

「それじゃ、あっち、そろそろ帰るね〜」

　すでに時刻は午後九時を回っており、外は暗い。あせびちゃんを送りがてら僕も帰ろうかなと、考えていると、逃がさん、というように著莪に襟えり首くびを掴つかまれる。

「そっか。あせび、今日はホントありがとね」

「あやめちゃんのためだもん、当然だよ〜。それじゃぁ、お大事にね〜」

　玄関で彼女を見送るものの、僕の襟首は掴まれたままだ。扉の向こうからあせびちゃんがトテトテと歩いていく音が聞こえ、ドンガラガッシャンと、階段から転げ落ちる音を聞いてから、著莪は僕の襟首を離した。

　何だよ、と言ってやるものの、著莪は僕に背を向けて寝室の方に向かっていく。

「どうせ今日から夏休みなんだし、泊まっていけよ」

　著莪は何を思っていきなりそんなことを言い出したのか。後ろ姿からではその思惑は読み取れないが、アイツは僕と同時期から寝込んでいたということを考えるのなら……多分、相当暇ひまだったのだろう。槍水先輩のお見舞いに行った時も、寝込んでいる間は暇だったと言って延えん々えんと将しよう棋ぎの相手をさせられたし、実際僕も……あ、いや、僕は違うな。僕の場合は男子寮ってことで知り合いが常時半径数メートル以内に必ずいたし、内うち本もと君が『最強格闘術伝授シリーズ痴ち漢かん撃げき退たい編』とかいう一部ネットで話題のＤＶＤを僕の部屋で見始めていたせいで、正直ウザくてしょうがなかった。テレビの中で若い女性師し範はんが男の股こ間かんを蹴けり上げた時には「プホォー！　俺も蹴られてぇ！　尖とがったハイヒールの先を股またぐらにねじ込まれてぇ！」とか病人のすぐ横で股間を押さえつつエキサイトする彼はホントに邪魔で邪魔で……。

「まぁでも、遊ぶにしても体調悪いんだし、寝た方がいんじゃないの？」

「うん。もう寝るよ。今日はいろいろ疲れた。……体力落ちてるなぁ」

「だったら……」

「雑炊喰って汗かいたし、ちょっとシャワー浴びるわ。エアコンの設定温度上げておいて」

「シャワー浴びたら余計悪くなるんじゃない？」

「浴びたいの。大丈夫だよ、今結構体調いいし。あせびの手料理のおかげかな」

　寝室にある引き出しから下着類を取り出し始めたので、僕は仕方なく言われるがままに居間に行き、設定温度を少し高めにする。窓を開けて空気を入れ替えようかとも思ったけど、あの肌にまとわりつくような湿気も入ってきそうなので、やめた。

　いまいち彼女の真意が読み取れないまま、散らかっていたＤＣドリームキャストや、あせびちゃんからのお見舞いの品々をキッチンにしまっているとシャワーの音が聞こえてくる。

　しばらくの後、頭にタオルを巻いた風呂上がりの著莪がやってきて、手にはドライヤーを持ち、ソファーの上で胡座あぐらをかいて座った。

　ん、と実質一文字以下の声をかけられ、ドライヤーを手渡される。僕もまたソファーに胡座をかいて、実家暮らしの時では当たり前だったように、彼女の長く、ボリュームのある金髪にドライヤーを当てる。

「……あ〜、やっぱり佐藤にしてもらうのってすごい楽だなぁ。結構、久しぶりだよね」

「そうだなぁ、高校入ってからは当たり前として……え〜っと、最後はいつだったかな。憶えてないや」

「あの頃は、いちいち覚えることのないほど当たり前だった、ってことかな」

　言えてる、と苦笑していると、ほのかに花のような香りがする。……アレ、これは？

　僕は彼女の後ろ髪に顔を埋めるようにして香りを嗅かぐ。

「ん？　なんだよー」

「これって、実家でリタが使っているヤツ？」

　ちなみにリタ、というのは著莪ママのことである。おばさんとは絶対に呼ばせず、親類関係全員名前で呼ばせているのだ。

　彼女は昔からイタリアの実家、つまり著莪からすれば母方の祖父母の家から送ってくる地元の物を使用していたはずだ。優しい花の香りがほのかに、しかし長く続くヤツ。ずーっと嗅いでいたくなるような香りだった。

「そう。この前来た時置いてったんだ」

「そっか、どうりで。今、一瞬、凄い懐かしい気がしたんだよ。昔はずっとこの香りだったけど、高校入って以降はほら、違うの使っていただろ？」

「あ、わかった？　アレは引っ越しの時周りに配ろうと思っていっぱい買ったヤツの余り」

　笑うように著莪は言うと、クルリと体を僕の方に向け、僕の肩を掴むと覆おおい被かぶさるように顔を近づけてくる。そうしてクンクンと僕の頭を嗅ぐ。

　その時彼女の上着の大きく開いている襟首から……その、何だ。男なら誰もがそこを旅してみたい、夢と希望と浪漫の全てが混在する、深い峡きよう谷こくが思わず目に入ってしまう。

　著莪のサイズはある程度わかっていたものの、こうして生で見ると……思わず息が詰まる。
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　クッ……生意気に結構立派じゃないか！　しかも……多分、つけてないし……。

「少し、汗臭いなぁ」

「な、夏なんだから仕方ないだろ」

　僕はできるだけ平静を装って彼女の肩を押して、遠ざける。

　あれ以上見ていたら何か変な気分になりそうだった。

「佐藤も後でシャワー浴びてこいよ」

「そうしたいけど、着替え持ってきてないし」

「Ｔシャツとジャージぐらいは貸してやるよ。パンツは……アタシの使う？」

「アホか」

　僕らは笑い、また著莪の髪を乾かす作業に戻る。

　……大体いいぐらいだろうか。最後に手て櫛ぐしで髪をとかすようにして、確認する。

「よし、終わりっと」

　ポンっと軽く著莪の頭に手を置くと、彼女は体を反そらすようにし、え〜、というよくわからない不満の声を上げる。

「何の〝え〜〟だよ、それ」

「もっと」

「もう大丈夫だよ。あんまりやると髪って傷いたむんだろ？」

「いいから、もっと。今日のアタシは病人だぞ、しっかりやれよ〜。冷風で、もう少し」

　まるで撫でられていたのを急にやめられた犬のように彼女は「もっと」とせがんでくるので、僕は苦笑して再びドライヤーの電源を入れる。さっきの峡谷を覗のぞき見た罪悪感故というわけじゃないけど、今日は彼女の言うままに付き合うことにした。途中でドライヤーを持っている手が疲れてきたので、最後は両手で彼女の頭皮をマッサージをして、満足してもらった。

「ありがと。そんじゃ着替え用意しておくよ。パンツは……しょうがないなぁ、もう。ノーでいいよ」

「ノー？　あぁノーパンか。……ノーパン……何故だろう、この胸に湧き起こる背はい徳とく感は……。まるで悪いことをするかのような気分が――」

「んじゃアタシの使う？」

「アホか」

　あはは、と著莪は笑った。




　シャワーだけにしようかと思ったものの、どうせなら……と思い至り、勝手に浴槽にお湯を溜めて浸かった。実家や寮と違い、小さいが、これはこれでなかなか乙おつなものである。

　ゆっくりと入浴した後は、全裸のまま使い捨て歯ブラシで歯を磨き、著莪に用意してもらった服を着る。……うむ、何か、落ち着かない。下半身的な意味で。バンジージャンプ後の回収されるまでぶら下がったままでいる状態はきっとこういう感じなのだろうか。落ち着きがないというか、頼りになるものが何もない感覚というか。

　頭をタオルで拭ふきつつ居間に向かうと著莪の姿がない。トイレかと思ったものの、すぐにソファで横になっているのを見つけた。

「サンキュ。やっぱり、アレだ、下半身が落ち着かない。まるでバンジージャンプの……」

　僕の的確なたとえ話をしてみるものの、著莪のリアクションが薄い。言い終わっても「んじゃ、アタシの使う？」と返ってこない。アレ？　と思って著莪を見やると……妙に顔が赤い。

　慌てて手を当ててみると、明らかに熱が高くなっていた。

「……やっちゃったＺＥ☆」

　えへへ、とはにかむような顔で、親指をビッと立てて著莪は言った。

「言わんこっちゃない。だからやめとけって言ったのに」

「だってぇ……ブーブー」

　著莪はわざとらしく両の頬ほおを膨ふくらませるが、すぐにフッと空気を抜く。

「……ごめん。ちょっと調子乗ってた。久しぶりに遊んだから、はしゃいじゃった」

「ベッドまで行ける？」

「正直キツイかも。だっこして」

　そう言って彼女は僕の首に両腕を回してくる。僕は彼女をお姫様だっこで、寝室まで運び、ベッドに寝かせた。

　寝室は明かりをつけていなかったので薄暗いが、カーテンの隙すき間まから月明かりが差し込み、ある程度は物が見える。ベッド脇の棚の上に眼鏡めがねケースと並んで『冷えピタ』があったので、枕まくら元もとに座って、彼女の額ひたいに貼はる。

「……んっ」

「何か、飲む？」

「いい」

「薬は？」

「芸能界の一部で流は行やってるってヤツ？　いや〜、あぁいうのはやめた方がいいと思うなぁ、精神壊しちゃうっていうか、周りの人の人生も壊しちゃうみたいな、ね」

「……それはやめなさい。いろいろ危険だから」

「あはは、ごめんごめん。薬はいいや。解熱剤あるけど、使いたくない。あせびから貰ったビタミン剤はさっき飲んだから大丈夫だよ」

　無理にいつも通り振る舞おうとしているのが声こわ色いろでわかった。湯船にゆっくり浸かっている場合じゃなかったなぁ。

「そっか。……あ、桃缶冷えてると思うけど？」

「いい」

「それじゃ、もう寝た方がいいか」

「うん」

　僕は著莪の顔にかかっていた髪を指先で払い、眼鏡を取ると、ベッドの脇にあった眼鏡ケースの中にしまって、立ち上がる。……何故か著莪にシャツの裾すそを掴まれた。

「何だよ、どこ行くんだよ」

「いや、僕が横にいるのも邪魔かと思って」

　実家の時は僕か著莪の部屋のどちらかでまとまって二人して寝込んでいた。それで片方が回復しても大抵はもう片方が治るまで同じ部屋で寝泊まりするのだけれど、大抵先に治った方はゲームでずっと遊んでいたりするのが常だった。ただ、この部屋には何もない。かといって僕がずっと著莪の顔を凝ぎよう視しし続けていては彼女もさすがに寝づらいだろう。

　著莪もそれがわかったのか、それもそうか、とボソリと呟いた。

「んじゃ、もう佐藤も寝ちゃえよ」

「何だよ、寂しいのか」

　僕はふざけ半分で、挑発するように言ってやる。

「佐藤も今まで寝込んでいたんだろ。そん時は……何も想おもわなかったのかよ」

　意外と暗い声が返ってきて、逆に僕が慌あわてた。

　部屋が薄暗いので彼女の表情をはっきりとは窺えないが、ちょっとむくれているのが何となくわかる。わざとなのか、本気なのかは、ちょっとわからない。両方かもしれない。

　僕が体調を崩して寝込む時はいつも横に著莪の顔があったし、その逆もまた然しかり。それがこれまでの僕たちの生活だった。だから数日前まで僕が一人で寝込んでいた時は、妙な違和感があったし、ベッドの隣が何かスカスカしていた。

　その時に、ドラマや漫画で寝込んでいる人が「寂しい」だの「心細い」だの言う意味を初めて理解できた。それまでは演出上のセリフだとばかり思っていたぐらいで、いつだって側そばにアイツがいる、というのが当たり前過ぎた僕らの関係の方が案外特別なことだってことが初めてわかった。……ただ、それを素直に言うのは、やっぱり少し抵抗があるわけで……。

「そりゃぁ……まぁ、確かに、少しは」

　著莪は何も言わない。部屋が薄暗くて表情はよくわからないけれど、不思議と彼女の宝石のように透明感のある碧へき眼がんだけははっきりと見え、僕の顔を見つめているのがわかる。

　こうして暗くら闇やみの中で彼女の瞳を見ていると吸い込まれそうになるのと同時に、彼女が僕の中にするりと入り込んでくるような、そんな不思議な感じがする。

　もしかしたら僕の胸の内はとうに全て読まれてしまっていて、その上であえて彼女が黙っているのは僕を試ためめそうとしているからではないか、そんな気がしてしょうがなかった。

　少し追い詰められたような気がして、僕は自分でも意識せずに、ごめん、と呟つぶやく。

「まぁその……少しじゃない、かも……？」

　そ、と少し鼻で笑うように、著莪は呟くとコロンと横に一回転し、ベッドの脇にどけた。

　その空いたスペースに誘われるように、僕はベッドに横になる。当然だが、枕が一つしかないので、僕はなしだ。

　著莪が、体を僕の方に向けてくる。

「ねぇ、佐藤。アタシが眠るまで、何か話してよ」

　……来たぞ、無茶ぶりだ。まぁ、何か話して、というところに多少の良心は感じられるけど。もしここで「何か面白い話をして」と言われていたらと思うと冷や汗が出る。

　特に著莪は僕と常日頃から一緒だったせいもあって、親父や石岡君の話等は一切使えない。そうなれば魔法を封じられた魔法使い、醤油のない刺身の盛り合わせ状態である。

　ホント、危ないところだった。とりあえず何でもいいのだろう、ということで、僕は今日の逞たくましい神主について話をした。

　あの虎とら、龍りゆう、そして不ふ動どう明みよう王おうの刺いれ青ずみについて話が及ぶと、僕は著莪を寝かせようとしていたのに、彼女は笑いだしてしまう。しまったな、と思うものの、話をして笑ってもらえるっていうのは嬉しいもので、自然と僕も笑顔になる。

「ちょ、なんでそんな刺青なんだよ。絶対それリアル『龍が如ごとく』じゃん」

　笑いを堪こらえるようにして、著莪が言った。

「ホント、意味わかんなかったよ。あんな釈しやく然ぜんとしない組み合わせはダメだって。見てて笑いそうになると同時に、何か怖かったもの」

「多分その神主、大勢の人の生き死にに関わってきたんだろうね。それで霊能力が……」

「冗談キツイって」

「でも結構適切な組み合わせじゃない？　例えば宇宙に浪漫ロマン、人生に黒歴史――」

「ハンバーガーにフライドポテト、バターご飯に一振りの味の素、昼下がり人妻にクリーニング屋さん、みたいな？」

　そうそう、と著莪は笑う。目が暗闇に慣れてきたのか、こちらを向いている著莪の笑顔が見て取れた。彼女は続ける。

「他だとハンバーグに目玉焼き、歳としいったおばあちゃんに紫色の髪」

「バナナにチョコ、夏のキャンプ場にホッケーマスクの連続殺人犯」

「白身魚のフライにタルタルソース、あせびに不幸……えーっと後は、そうだなぁ。あっ、そうだ。病びよう床しように佐藤、とか」

「それだと僕が常時寝込んでいるみたいじゃない？」

「それもそうか、あはは」

　著莪は笑うと、身をくねらせるようにして体を寄せてくる。お互いの実家、そのシングルベッドで二人で寝ていた時を思い出す。あの頃は、転げ落ちないようにどちらからともなく身を寄せ合っていた。……その時のように、火ほ照てった彼女を、体に感じる。

「うーん、それじゃあ、アタシの病床に佐藤、かな。……やっぱり、こうしていると落ち着くよ。……今日は、よく眠れそうな気がする」

　そう言って、彼女は僕のシャツの胸元辺りを軽く握り、ようやく瞼を閉じる。

　二人ともヘバっている時はいいのだけれど、片方が先に治ってしまっていたりすると、こういう寝方は危険だった。翌朝には元気な方が眠っている間に熱のある相手の体が熱いと、ベッドから蹴り落としているのがパターンだった。このセミダブルベッドは少し余裕があるけれど、その分僕らの体も大きくなっているし……どうだろう？

　そんなことを考えていると、ふと、著莪の言葉が思い出された。

　――今日は〝よく〟ってことは……？

　あぁ、そうか。寝込んだ僕には内本君という最低のドＭをはじめとして、人として残念な友人がいつも近くにいたので、病気の不安なんてほとんど意識しなかった。けれど、著莪はそうじゃない。彼女は今までずっと親元で、そしてずっと僕が一緒だったのだ。それが三カ月前に一人暮らしを始め、そしてたった一人で今まで寝込んでいたのだ。

　だからきっと、今日は無理してはしゃいで、そして、さっきはらしくもなく甘えるようにせがんできて……。

　僕はなんだかんだで助けられていた内本君たちに感謝すると共に、著莪がこれまでどんな不安を抱いて、一人この部屋で夜を越えてきたのかを思い、胸が苦しくなった。

　僕は彼女の体を抱き寄せるように腕を回した。自然と著莪は僕の腕に頭を乗せる。

「著莪……次からは気、つかわなくていいから」

「……佐藤もね」

「うん」

　著莪の病床に僕、そして僕の病床に著莪。適切かどうかはわからないけれど、それが寝込んだ時の僕たちの組み合わせだった。

　これまでも、そして多分、これからも。

　今日だけは著莪を蹴り落とすまい。僕は彼女の温かい身体からだを感じながら、そう胸に誓った。




　――翌朝、僕が床ゆかで目を覚ました。
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　全ては一発の銃弾から始まった。

　朝八時、何者かの手によりタングステンを使用した徹てつ甲こう弾だんがビル屋上より発射。山やま手のて線のレール一本がこれにより完全に破壊され、通勤時の満員電車が脱線。すれ違っていた反対方向の車両を巻き込み、近隣のビル、住宅をことごとく破壊した。

　凄すさまじい数の死傷者と凄まじい額の被害を出し、なおかつ都心の主要交通機関が一部麻ま痺ひしたことにより日本経済には大打撃が与えられてしまう。

　たった一発の銃弾が、安全神話に胡座あぐらをかいていた日本社会の脆ぜい弱じやく性せいを露あらわにしたのだ。

　この事件を解決するため、警察は威信を賭かけて大規模な捜査を開始する。

　筋肉マツスル刑デ事カことガントウ刑事とそのパートナー、サイトウ刑事もまた捜査に参加していたが、ある時この件に関して重大な情報を有しているという二人の情報屋、アフロの男とその後輩の赤毛の男と接触する。

　これと同時期に圧力をかけ始める政治家、警察にまとわりつく自衛隊関係者、偽の情報を流す公安部、《プレイヤー》と名乗る男がネット上に流す都市伝説の域を出ない事件の真相……。

　誰もが嘘うそを吐つく、しかし誰かが真実を握っている。

　二人の情報屋に接触し、この激しい情報戦に揉もまれつつも真相に迫っていくサイトウだったが、ひょんなことから赤毛の男と必要以上の関係となってしまう。

　たった一夜の過あやまち……それは、事件解決まであと一歩というところまで迫った状況を再び暗あん澹たんたるものにしてしまうのだった。

　すれ違う熱き漢おとこたちの想おもい、入れ替わる〝受け〟と〝攻め〟、混じり合う汗、錯さく綜そうする情報、重なる肉体、信頼と裏切り……。

　誰が敵で、誰が味方か。誰を、何を信じるべきなのか。

　全てが真実のようで、全てが胡う散さん臭くさい。

　混乱するサイトウにガントウはただ一言だけ述べる。

「己の嗅きゆう覚かくを信じろ、サイトウ！　……胡散臭さの反対は、汗臭さだ!!」




　――日本の明日は、逞たくましき漢たちの芳ほう醇じゆんな汗の香りだけが知っている。







７章　白粉花の夏休み












　　　「……いいな、これ」
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※当作は『ベン・トー　４　花火ちらし寿司３０５円』から数日後の出来事です。




　夏の白粉おしろい家けの朝は早い。

　まず起きてすぐにするべきことは実家にて飼われている愛犬、アロエの散歩から始まる。アロエはニューファンドランドという超大型犬であり、その艶つややかな黒く長い毛並みに加え、お腹なか周りの贅ぜい肉にくによる無意味な耐寒能力が向上した四歳の女の子である。元々暑さには弱い犬種ということもあり、夏場は日中、エアコンの前かフローリングの上から動かないため、まだ気温の低い早朝と夜だけしか散歩に行けないのだ。

　しかし、その日、白粉花はいつもの散歩の時間よりかなり早く目を覚ました。

　夏休み、部活での合宿を終え、実家での自じ堕だ落らくな日々を送っていた白粉にとってそれは大変稀まれなことだった。いつもなら目を覚ましたアロエが彼女の部屋の扉をガリガリと爪つめを立てて引ひっ掻かくようにしてノックし、散歩へ連れていけと命じてくるまで寝ているのが日常だった。今日はその時間よりもずっと早くに白粉はベッドから起き、顔を洗い始めた。窓の外はいまだ暗く、東の空だけがかすかに夜の終わりを示し始めたばかりだ。

　天気予報をチェック。今日は比較的涼しげ。……ツいている。

　服を着替え、髪を整え、日焼け止めをつけ……身だしなみを整えた白粉は小柄な彼女が持つにはやや大き過ぎるショルダーバッグを肩から下げる。

　今日は大きめのＴシャツにプリーツスカート、そして鍔つば付きのキャップを目ま深ぶかく被かぶって、その後ろの穴から束ねた髪を外に出す。

　自室の姿見の前で何度も何度もくるくると回り、おかしなところがないか念入りに自分の姿をチェックする。彼女は特別可愛かわいくありたいとは思っていないが、普通に見えるように、変な奴やつだと指をさされて笑われないようには気をつかう。

　いつもなら最後に主しゆ夫ふをやっている父親にチェックしてもらうが、この時間はさすがにまだ寝ているので今日は洗面所にある大きめの鏡で、一人、最終チェックをした。

　居間に両親へ行ってくる旨むねの書き置きをし、キッチンで水筒の中に濃いめに作った麦茶と氷をたっぷり入れ、それをバッグに投入。玄関へ向かう。

　玄関前のフローリングではアロエが仰向けで大の字になって「ずぴずぴずぴ〜」と鼻を鳴らして寝ていたので、起こさないように慎重に横を通り抜けて白粉は表に出た。

　いまだ気温が上がりきらないこの時間帯、街中どこに行っても人ひと気けがないので白粉にとっては気が楽な時間だ。学校の制服を着ている時ならまだしも、私服姿で街中を歩くのは彼女にとってはなかなかに大変な行為なのだ。

　普段ならば駅までバスを使うが時間が時間なので、今はない。白粉は一人、少しばかり気の早い雀の声を聞きながら歩いていく。

　駅前のコンビニに寄り、朝食用のお握り二つ（梅・鮭）を購入し、ガラガラの始発の電車に乗る。人が増える前に、彼女はお握りをもしゃもしゃと頬ほお張ばった。

　電車に揺られ、乗り換え、徐々に乗客が増えてくるに従い、白粉は自分が今、目的地に近づきつつあるのを感じる。そして基本的に人気を嫌う白粉だが、この時ばかりは人込みの中に入ることにかすかな喜びを覚えた。

　果たしてたどり着いたのは東とう京きよう、新しん橋ばし駅。満員の車両からは男女の若者たちがまるで全員が何かしらの打ち合わせをしていたかのように、一様にゾロゾロと下車し、川の流れ、または蛇へびがうねりながら進むかのようにして歩いていく。

　白粉は歩きながら携帯で時刻を確認する。七時三〇分を少し過ぎたぐらいだが、すでに駅構内は人の熱気と湿気の嫌な空気で充ち満ちていた。

　途中、スタンドタイプのジュースバーを見つけたので白粉は人波から外れ、マンゴージュースを注文。そのバーの前では無表情に人込みを眺めている人が幾人もいたので、彼らに倣ならうようにして白粉もまた無表情に歩み行く人を眺めつつ、冷たいそのジュースを口にする。

　マンゴーのジュースとなると大抵はベットリと甘く、重い印象のものが多いが、ここのは注文を受けた後に氷と果物をミキサーにかけて作られるため、サラリとしていた。マンゴーの甘さとかすかな酸味、そして砕けた氷クラツシユアイスによるキンッと冷たい喉のど越ごしが、八月半ばのこの時期にはありがたい。特にこれから灼しやく熱ねつの舞台へ躍おどり込まんとする白粉にとってはなおさらだ。

　最後にグビっと紙コップの中身を飲み干す。冷たさにかすかな頭痛を覚えつつカップをゴミ箱に放り込む。よし、と気合いを入れ直した彼女は再び人込みの中に紛れていった。

　流されるようにして東京臨りん海かい新しん交こう通つう臨りん海かい線せん――いわゆる『ゆりかもめ』の車両に押し込まれた。ギュウギュウ詰めの中、彼女は夏の一大イベント、三日間にわたる世界最大の同人誌即売会、その二日目へと勇ましく向かっていくのだった。




　イベントが開催されるのは一〇時だが、白粉が現場に到着した八時過ぎの段階ですでに会場前にはとてつもない人が列を成していた。もはやそれは『長ちよう蛇だの列』という表現自体が陳ちん腐ぷに感じるほどで、中国大陸最大の川、長ちよう江こうの雄大な流れを白粉に連想させる。

　夏場の直射日光を浴び続けるその万を超える人々が発する汗のせいか、異様な湿気と獣けもののような体臭、香水や制汗スプレーなどの無数の香りが混じり合って、屋外だというのに嫌な空気が包み込んでいた。会場は海が近いせいもあって風が吹いていたが、それでもその空気は消え去らない。さすがの白粉とはいえ、こういった混合臭は苦手だった。

　悪臭、炎暑、そして微動だにしない行列の中だが、それでも白粉はどこか楽しい気分を感じる。この手の同人誌即売会の行列は如い何かにして目当ての同人誌やグッズを買うかという勝負師がほとんどだ。しかし、白粉はそういった目的で行列には並んでいなかった。

　イベント開始数分で売り切れたり、数百人規模の行列が出来る同人誌やグッズは白粉にとってはどうでもいいのだ。彼女が目当てとするのは比較的マイナーなジャンルであり、正直なところ、行列が解消される昼頃に訪れたとしても十分手に入る代しろ物ものばかりだった。

　白粉が欲するのは男同士の熱い関係の本だが、そうであれば何でも良いというわけではない。好みのジャンルは小説・漫画を問わず『オリジナル』、『ナマモノ』、『半ナマ』、『干ひ物もの』を少々という感じであり、大多数を占める人気漫画・アニメの男女の判別が困難な美形キャラの本は少し苦手だ。たとえその元の作品が好きだったとしてもイマイチ手が伸びない。皆、妙に小綺麗で、彼女が特別なこだわりを持つ肉感的なモノや、汗、体臭のようなものが誌面から伝わってこないものが多い。さらにいえば、それらにはキャラに頼り切った『やまなし、おちなし、いみなし』といった、まさに『ヤオイ』な作品が多いせいかもしれない。白粉としてはきちんとした物語の体裁を整え、山もあり、オチもあり、意味もあって、そしてハードな濡れ場がある……そんな作品が好きだった。

　その種のものはやはりオリジナル本が強い。またそういった作品には書き手の理想や、恐らく身近にいるであろう人物をモデルにしたせいで、妙に緻ち密みつな描写や、やたらに生々しい言動が多く、大変好みだった。

　白粉は眼鏡めがねを装着し、バッグの中に入れていた即売会会場のマップを広げる。赤ペンで行く予定のサークルをチェックしてあるが、数もそう多くはない。

　それでもなお彼女がこの時間、この場にいる理由……それはこの行列そのものにあった。早朝に家を出、真夏の太陽に焼かれてもなお、そこはとても居心地の良い場だと感じられる。それは自分のような人間が大勢に受け入れられたかのような、そこにいることを許されたような気分にさせてくれるのだ。どこにいても自分は嫌われ者だという意識が白粉の頭にはある。自分が触れた物は他人が嫌がるんじゃないか……という思いは何年経たっても変わらない。

　しかしそんな自分でさえこの場は受け入れてくれる。自分の趣味が、許される。白粉にとって、それはとても価値のあることなのだった。

　だからといって当然、誰彼ともなく喋しやべったりはしない。皆がそうするように白粉もただじっと伏ふく兵へいがごとくにイベント開始の一〇時を待ち続けている。その時に感じる不思議な一体感、何か大きなものに参加しているという喜び、小さな個ではなく、大きな群体の一部であることへの帰属意識。それが、気持ち良かった。楽しかった。

　白粉は眼鏡をかけたまま、やや俯うつむき加減に辺りを窺う。キョロリキョロリと視線を動かし、耳を澄まし、汗ばむ肌で気配を感じていると、例年通りだなという印象を覚える。

　白粉個人の見解ではあるが、彼女が数年この種のイベントに参加して思うのは、多くの男性参加者は、己の命を削けずりつつ戦っている劣れつ勢せい国こくの最前線兵士のようだが、逆に女性参加者の多くは生命力を倍増させてこの日に挑んできているように感じる。だからだろうか、辺りに耳を澄ませていると「うわっスプレーもう無くなったんッスけど（笑）」「年二回のコレだけが楽しみで拙せつ者しやは生きているようなもんで」「昨年に引き続き今年もイカ●ゴ×キ●アは押さえたいの。やっぱりあの触手で――」といった、元気な女性の発言ばかりを拾ってしまう。単に今日が女性向けサークルの多い日であり、女性参加者の方が比較的一人よりもグループで来場している人が多いせいかもしれない。だがそれを差し引いたとしても白粉にはそう思えた。実際、イベント終了時に通路の隅や路上でグロッキーになっているのは男性が大半である。

　額ひたいに浮いた汗が顎あごまで一筋流れた頃、列がざわりと蠢うごめき始める。地面に座っていた人たちが続々と立ち上がり始めた。

　白粉はハンカチで汗を拭いつつ、携帯で時刻を確認。一〇時寸前。バッグからマップを取り出し、目的のブース位置を最終チェック。全ての情報を頭に叩き込む。

　彼女の今日一番の狙いは二〇〇二年よりスタートし、現在はシーズン９まで続いている大人気刑事ドラマ『バディ』の半ナマ本である。特にこのシリーズに拘こだわりを持ち、毎回写実的なタッチのイラストを付けることでクオリティの底上げを行いつつも、それにばかり頼らず、匂い立つような肉感的描写で読者を魅み了りようする、あのハイクオリティな小説を書き続ける某ぼうサークルの本だけは何としてでも手に入れたい。二年前に初めて彼らの作品を見た衝撃は忘れられない。まるで男たちが目前にいるかのような描写力に、息をのむ展開。ページを捲めくるたびに白粉は思わず「はいぃ!?」と、主人公の口くち癖ぐせを真ま似ねてしまうぐらいだった。

　列が動き、白粉は人の波に押されるようにして前進していく。牛ぎゆう歩ほ、停止、また牛歩……そんなまどろこしい動きを数十分続けた末にようやく白粉は会場に突入する。当然そこも大勢の人がごった返しているが、列を乱すのが厳禁である先ほどまでとは違い、ここではある程度自由に動いて良いことになっている。白粉は己の小柄な体格と、普段の部活動で鍛え上げられた俊しゆん敏びん性を活いかして人と人との隙間を縫ぬって進んでいく。歩調は普通の徒歩の速度。しかし、大混雑の会場の中でそれを維持して進んでいけるのは並大抵の技術ではなかった。

　果たして白粉の目的のジャンルゾーンへ。彼女はキャップを深く被かぶり直し、眼鏡越しに長机に並べられている無数の同人誌を物色しつつ、一路『バディ』の半ナマ本を目指していった。




　――午後六時過ぎ。黄昏たそがれ空の下、白粉はテカテカとしたアブラっぽい顔に、ホクホクとした表情を浮かべて自宅最寄りのバス停に降り立った。

　彼女のショルダーバッグは出発時よりもずっと重く、厚みを増していた。予想以上に掘り出し物が多く、今回の収穫は上々だといえた。

　今夜は『バディ』本を皮切りとして一晩中ニヤニヤしようと彼女は決めていた。きっと長い夜になるだろう。今日、父は飲み会だと聞いていたし、出版社に勤めている母の帰宅はいつも遅いのに加え、週末なのでどこぞで編集部員同士で夕食も済ませてくるだろうから、自分が部屋に籠こもっていれば邪じや魔まをしてくることはないはずだった。自分の夕食はさっさと冷凍食品のピラフでも食べてしまえばいい。

「となれば、後は……」

　白粉は玄関の扉を開けようとするもガチャリと音がしただけで、開きはしない。ロックされている。財布の中から鍵を取り出して扉を開けると、ただいま、と声を投げ込む。玄関のロック、そしてお帰りの声がないところからするに、すでに父は出ていった後のようだ。代わりに玄関のフローリングで眠っていたアロエが「お？」というように瞼まぶたを開き、一応飼い犬の務めだとでも思っているのか、仕方なく、そして面倒臭そうに尻しつ尾ぽをパタパタと床に叩きつけるようにして振った。寝たまま。

　白粉はバッグを靴箱の上に置くと、代わりに太い綱リードを手にし、笑顔でアロエの前に垂らして見せた。

「アロエ、いつもよりちょっと早いけど、行くよ。ほら、散歩」

　この段階になってアロエは初めて首とその垂れた両耳をムクッと持ち上げ、マジマジと白粉の顔を見てくる。いつもなら散歩は完全に日が落ちた午後八時過ぎぐらいであり、規則正しい生活を好む犬にとって二時間近いズレは小さくない。それで少し混乱しているのだろう。

　アロエは白粉が言っていることがただのイタズラなのか、それとも本気なのか見極めようとしているようだった。しかし白粉がアロエの首輪にロープの金具を取り付けると、本気だとわかったようで、慌あわてて立ち上がり、前屈のような体勢で伸びをする。それが終わると口を開け、ハッハッハッと興奮した様子で尻尾を千切れんばかりに振り、白粉の出発を促す。

　まだ少し外は暑く、嫌がるかとも白粉は思っていたが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

「はいはい、ちょっと待ってね」

　アロエに先導されるようにして白粉は表に出ると、玄関の鍵かぎを掛ける。そのガチャリという音がした瞬間、アロエは一気に走り始めた。

　いってみれば重量級の四輪駆動車と、非力軽量な小型車ほどの体重及びパワーの差がある一匹と一人である。白粉はロープに引きずられるようにして黄昏たそがれの街の中に消えていった。




　即売会の疲れと相まって散歩からボロボロの状態で帰宅した白粉はまず熱いシャワーを浴びた。汗だくだった全身、特に自分のに加え即売会で接触した際に塗りつけられた誰のものかもわからぬ他人の汗でベタベタしてしていた肌が一気に洗われるのは快感だった。まるで芋いも虫むしが脱皮して蝶ちようにでもなったように、身も心も軽くする。

　半日以上歩き続けた両足を揉もんだりしつつ、少し長めにお湯に浸かる。バスルームから出ると着替えの用意をしていなかったので、バスタオルを体と頭に巻いた。散歩から帰宅した後、二階の自室に行って戻ってくるのがあまりに億おつ劫くうだったせいだが、家にはアロエだけなので良しとした。

　ダイニングルームに行くとソファーの上でエアコンの風を浴びているアロエがムクリと顔を上げ、何かを期待する顔で尻尾を振った。それは白粉が帰宅した時のような面倒臭そうな動きとは違い、激しくはないが、どこか軽やかだ。

「あ、もうご飯の時間か。長く入っちゃってたなぁ」

　白粉はタオルを巻いた姿のまま、キッチンでアロエの夕食の準備をする。乾燥ドッグフードに缶詰の生タイプドッグフード、さらに父親が事前に用意してくれているカットした生の大根やキャベツ、リンゴ、そして軽く茹ゆでたブロッコリーなどを金属性の大きな器うつわに入れていく。野菜類は栄養のためもあるが、ダイエットと夏バテ・便秘防止を意識したものだった。

　白粉が準備をしている間にアロエはソファーから降り、彼女の横に座って期待に尻尾を振り続ける。この時だけは普段は我わが儘まま三ざん昧まいのアロエとはいえ、愛あい玩がん犬けんのような振る舞いだ。

　多少食べ散らかしても片づけが楽なように、マットを敷き、その上にご飯の容器を置く。子犬の頃からの決まりで、食事前は『お座り』『お手』『おかわり』をアロエにさせるも、ほとんど命じる途中で座り、手を挙げ、間かん髪はつをいれずもう片方の手を上げる有様であり、命じられてやった、というよりは食前の一連の儀式のようになっていた。どうせ、ご飯を前にしないとやらないので、今更両親や白粉がどうこう言うつもりはなかった。

　アロエが勢い良く食べ始め、シャリシャリという大根やリンゴの小気味の良い咀そ嚼しやく音おんを聞いていると、白粉のお腹なかもつられたようにして、鳴る。朝はお握り、昼は会場内で売られていた極太なソーセージの入ったホットドッグを口にしただけ。そして今日はとにかく歩き続けたせいで、いつも以上に空腹になっていることに今更ながら気がついた。

　白粉は自室へ向かい、パジャマへと着替える。それから眼鏡を装着、本日の収穫物を机の上に雑に並べ、それを眺めつつ髪にドライヤーを当てた。自然と顔がニヤけてくる。今回もあのサークルの『バディ』本は表紙のイラストからして最高だった。白粉が好むマッチョタイプではないものの、主人公の熟成された男の魅力は彼女の琴きん線せんを刺激する。

　これを最後に読むべきか、いや、それとも最初に……。いっそ夕食の前、もう、今すぐにこれだけでも見てしまおうか。

「……うん、ちょっとだけ見ちゃおう。今ちょっと見ちゃおう！」

　ただその前に髪は乾かしておかないと、読んでいる最中に雫しずくが落ちて汚してしまうかもしれない。鼻息を荒くしつつ白粉は髪を急ぎで乾かすと、早速ページを捲めくる。

「ほぅ……これはこれは、冒頭から……ほほぅ！」

　耳まで裂けんばかりの笑みを口に浮かべつつ、白粉は次から次へとページを捲っていくが、中盤前で意識的に本を閉じた。これ以上読んでしまうとラストまで止まらなくなる。

　深く息を吐きつつ白粉は椅子の背もたれに体重をかける。眼鏡を外そうとするものの、その手が固まった。視界の隅に、同人誌の間からはみ出た一冊の冊さつ子しが目に入ったせいだった。

　その冊子を開く。冬の同人誌即売会の申込書セットである。生まれて初めて購入してきた。

　いつからか、白粉は自分でも実際に本を出したいと思うようになっていた。ネット上で公開している小説のアクセス数や貰ったコメントは多い。それだけで十分だとする気持ちが半分、自分の作品を本という紙媒ばい体たいにて発表してみたいという気持ちが半分だった。

　中学生まではやってみたいという気持ちはあったものの、申し込み及び製本する資金をはじめ、自分自身の覚悟がなかった。けれど、今は違う。経緯はどうあれ、ＨＰハーフプライサー同好会に入ったことにより、食費はかなり抑おさえられており、実際ちょっとした贅ぜい沢たくなら問題ないぐらい余裕がある。そして高校入学して早々に始めた『筋肉マツスル刑デ事カ』シリーズの人気を起爆剤として、白粉のホームページ『The novel of Four o'clock』での読者数は跳ね上がり、今では噂うわさを聞きつけた普通の小説読みの人までが訪れるほどに好評を得ていた。

　……かすかな自信が生まれていた。気がつくと、全ての準備が整っていたのだ。

　やってみたい気持ちはあった。でも、怖かった。売れないのはいい。それはたいしたことじゃない。問題は、自分の趣味を見知らぬ大勢の人の前にさらけ出すことだ。

　また、笑われ、バカにされ、拒絶されるんじゃないか。あの場でさえ……。

　そう思うと震えそうになる。以前は転校してきた白しら梅うめ梅うめが助けてくれ、支えてくれた。けれど、今回はそんなことは叶わない。

　ネットでは匿とく名めい性せいがあることに加え、人伝か、よっぽどその種のジャンルが好きでもない限り『The novel of Four o'clock』には辿たどり着けないようになっているので、ほとんど傷つく心配はなかった。だが、製本し、それを手にして現実の世界で頒はん布ぷするとなると話は違う。

　先ほどまでの興奮は薄れ、空腹だったはずの胃は何だか重苦しく感じる。白粉は萎なえていく気持ちのまま、机の上に散らかしていた同人誌を片づけ始める。すると机の上に何やら覚えのないぶ厚い封筒があることに気がついた。

　達筆な文字で書かれた宛あて名なは自分、送り主は槍やり水ずい仙せん。

　どうやら自分が留守中に届いていたものを父が机の上に置いてくれてたらしい。その上に同人誌を置いてしまったのだ。

「……先輩から？　なんだろ？」

　封を切ると中から現れたのは大量の写真、そして一枚のＤＶＤ‐Ｒ。ＨＰハーフプライサー同好会強化合宿の時、槍水が撮影していた写真だった。ＤＶＤは恐らくそのデータだろう。わざわざきちんと写真仕上げにプリントアウトした上、データまで同封してくるあたりに槍水のマメな性格が感じられた。普段は粗そ野やというか大おお雑ざつ把ぱな印象のだが、変なところだけ細やかだったり、心配性だったり……不思議な人だな、と白粉は少し笑う。

　同人誌を一山にして片づけると、その写真の束を手に取る。一枚目は川で佐藤と白粉が滝に打たれている写真だ。少し、ブレている。

「確か、先輩、妹さんから借りてきたんだったっけ。だからかな？」

　最初こそブレているのが多かったが、徐々に慣れてきたようで、白粉が神み輿こしを担かついでいる写真ともなると、夜なのにきちんと写っていた。

　いろんな写真があった。主に写っているのは佐藤と白粉だ。いろんなところでの、思いがけないものまである、たくさんの写真。それらは自然と白粉に微笑みを浮かべさせた。

「……あ」

　ゆっくりと、白粉の笑みが濃くなる。それは二日目の昼過ぎ、あのお婆ばあちゃんがやっている漬つけ物もの屋やの前のもの。デジカメが珍しいというので、お婆ちゃんにカメラを渡して撮とってもらった一枚だ。白粉と佐藤を中心に、槍水と著莪が両脇にいて、四人がギュッと肩身を寄せ合い、全員が笑って写っている一枚だった。

　確か、お婆ちゃんがかなり近い距離でファインダーを覗いたので、被写体である白粉たちの方がカメラのレンズに収まるように無理やりに体を寄せ合ったのだ。その時の、笑顔だった。
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「……いいな、これ」

　自分が誰かと一緒にこんなにも楽しそうに写っている写真は果たしてどれだけあるだろう。一人だけで写っているものなら、白梅がいっぱい撮ってくれている。けれど片方が撮り役なのでどうしても一人の写真が多い。誰かと写っている写真となると、家でアロエと撮ったものか、あとは学校の集合写真ぐらいしか思い浮かばなかった。

　不思議と即売会での一体感と似た、しかし何かが決定的に違うものを白粉は感じる。

　白粉にとって、あれは集団の中の一つになれる、それこそあの行列の中で歩いていたように、流れの一部になることの喜びだった。

　しかし今彼女が感じるのはそれとは少し違う。共に受け入れてもらえることの喜びだが、こちらはもう少しウェットで……特別な気がする。

　彼女は微笑んだまま、少しばかりの恥ずかしさに頬ほおを赤らめながら、しばらくその一枚を眺めていた。気がつくと重苦しかった胃は軽くなっていた。空っぽだ。きゅるぅ〜、と鳴り、締め上げられるような強烈な空腹感が襲ってくる。

　白粉は小さく苦笑しながらお腹なかを撫なでた。

「先輩や佐藤さんの顔を見ると……うん。条件反射なのかな」

　時計を見る。七時五〇分――急げば、間に合うかもしれない。

　白粉は慌ててパジャマを脱ぎ捨て、ハーフパンツにチュニックを適当に取り出して着る。髪を大おお雑ざつ把ぱに後ろにまとめると、一度姿見の前でクルリと回って確認する。

　時間がないので、今回は一度だけ。

　財布と携帯を手にすると、白粉は今一度机の上の写真と同人誌の山、そして即売会申込書セットを見る。不思議と不安な気持ちは湧いてこない。鼓動が速まり、胸が熱くなる。

　四カ月前、スーパーで佐藤と槍水に出会った。そこから高校生としての自分が始まり、何かが変わったような気がする。白梅以外にも、特別な理由がなくても自分を受け入れてくれる人がいる……それを知った。いや、知ったとか、気づいたとかいう以前に、いつの間にかそれに馴な染じんでいた自分がいる。中学生まではとても考えられなかったことだ。

　あの時、スーパーに行ったから。叩かれて、蹴られて、床を転がって……それでも、興味が、好奇心が、空腹が、スーパーに足を運ばせた。それが今に繋つながっている。

　白粉は一人頷き、申し込み冊子を手に取った。

　――やってみよう。もちろん笑われ、バカにされ、拒絶されるかもしれない。けれど……。

「……そうじゃないかもしれない」

　足を踏み入れなければ、何もわからない。夜のスーパーで日常的にあんな戦いが繰り広げられているなど、中学生までの自分は知る由よしもなかったのだ。だから――。

　冊子を机の上に置くと、彼女は携帯を取り出し、素早くメールを打った。相手は槍水。

『写真、届きました。ありがとうございました！』

　何だか無性に槍水や佐藤に会いたかった。しかし今はそれぞれの実家だ。叶わない。

「よし、行こう！」

　携帯をポケットにしまうと、部屋を、そして家を出る。

　白粉は彼らに会いに行くような気分で、近所のスーパー、そして半額弁当を目指した。







８章　電話の後で












　　　「……おまえ……」





佐藤 洋











　著しや莪がとの電話を切った僕は、携帯を放り投げ、ベッドの上で膝ひざを抱いて座った。何だか無性にわびしかった。みんなのためを思って障害物レースに参加し、警備員のオッちゃんにグイグイと股こ間かんを押しつけられ、炎の中に飛び込み、あせびちゃんの弁当を食べて生死を彷徨さまよい、かろうじて生き残ったと思ったら約束されし大人への階段はすでになくなっていた……もう、もう、何か、全てが嫌になる。悲しくなる。

　しかも重要な話があるから連絡しろと書かれたメールが来て、コールしたら即行で始まる著莪の夢の話。僕が心の弱い子だったら今頃窓から飛び降りているところだ。

　うにゅぅ……と、何だかわからない呻うめきを漏もらしながら、ベッドの上で俯うつぶせで寝ているあせびちゃんが眠ったまま蠢うごめく。彼女はうにうにと蠕ぜん動どうし、僕が捲り上げていた掛け布ぶ団とんの下に潜り込んでいくと、器用に体を動かし、布団をうまいこと体に巻きつけ、大きな蓑みの虫むし状じように丸くなった。どうやらまだまだ起きる気はないようだ。

　僕もまた寝てしまおうかな、とか思ったものの、何だかやたらに空腹なことに気づいてしまう。よくよく考えてみれば昨日、あせびちゃんからお弁当を食べさせてもらったのが最後の食事なので、半日以上何も口にしていないのだ。

「……お腹減ったなぁ」

　果たして病院の朝食は何時からなのだろう。というか、僕に朝食は出るのだろうか？

　うーん、あせびちゃんを起こして尋ねるのも何か悪い気がするしなぁ。

　僕は部屋を見渡し、窓際に紙袋があるのを見つける。ベッドから降りて中身を覗のぞいてみれば、やや焦こげ臭くさい僕の服と財布があった。……うむ、中身は減っていない。

「軽く売店でお菓子でも……あ、今の時間って売店は開いてるのかな？」

「まだ開いてなかったよ」

「やっぱそうだよね、大体九時ぐらいからとかかな。それまで我が慢まんかぁ」

「佐藤がそう言うだろうと思って、ちゃんとコンビニで買ってきたよ」

「さっすが著……」

　そう言って振り返った僕は、ベッドに腰掛けてレジ袋をガサガサやってる著莪の顔を見て、一瞬思考が停止する。彼女はいつものように眼鏡をかけて、ボサボサの金髪をポニーテールにして、Ｔシャツにジーンズ穿はいて、さも当たり前のようにそこにいて……てってってー♪

「……何でいるんだよ……」

「なんだよ、アタシがいちゃマズイのかよ」

「さっきの電話が終わってからまだ五分経たってないぞ、来るにしても早すぎるじゃん……っていうか、いつこの部屋に……」

「今。この病院のスライドドアってムチャクチャ静かに開くよね。スルーって」

「ノックぐらいしようよ。もし僕が年頃の男の子にありがちな大変プライベートな時間を過ごしていたら……いやそれよりも、おまえさっきまで自分の部屋にいたんじゃないのか」

「うんにゃ、隣の休憩所で『こち亀かめ』読んでた」

　はっ！　まさか、やっぱり著莪の奴、僕のことが心配で一晩中看病してくれていて……いや、だが待てよ。そうなるとさっきの真ま希き乃のたちの寝起き写真はどうなる？

「あ、ちなみにさっきの写真は今朝の六時ぐらいのね。えりか、起きるの早いんだ、ホント」

　著莪曰いわく、僕が病院に運ばれたすぐ後に病室には来ていたらしいのだが、真希乃たちのこともあるので早めに帰宅、就寝、そして今朝方のファンタジードリームを体験。六時頃に淡あわ雪ゆきに起こされたものの、彼女たちは来年自分たちが住むであろう街を探索がてら散歩してくるというので、寝ぼけ眼まなこの先輩をほったらかしてまた病院に来たのだという。

　……つまり僕が起きた時点でもう大人の階段はなかった、という夢も希望もない話だった。

「面会時間前だったけど、アタシの顔覚えられててさ。おはようございます、って言ったら素通りだったよ」

「……何ですぐ近くにいたのに、僕にあんなメールを……」

「いや、だって……すんげー悲鳴が聞こえたからさ。あ、死んだかなーって思って」

「……普通、むしろそういう時は助けに来るとかさ。というか身内が一人死にかかっているんだから、もっとこう……」

「そう言うなって。普通の怪我や病気ならずっと横にいたけど、あせびのアレじゃね。それにアタシに出来ることは昨日のうちにやっちゃったし。ホレ、その服の下にあるだろ」

　そう言って著莪は僕の首もとを指し示す。手でその部分に触れてみると何やら紐ひもが僕の首に……あ、そういうことか。

「わかった？　あせびが看病する、って言ってたから念のためお守りを下げといたんだよね。それでダメならアタシに出来ることは何もないじゃん。……むしろあせびに対して何の防御もない状態じゃミイラ取りがミイラになる可能性も、ね？」

　うーん、不思議だ。納得できるような言い分じゃないのに、そこにあせびちゃんという要素フアクターが入ると不思議と頷うなずいてしまう自分がいる。

　それにしても今朝方のアレといい、本当にこのお守り、効力あんのかな。あの逞たくましい神主がこしらえてくれたお守りだからまったく効果がないってわけはないとは思うんだけど。

　僕は首にかかっていた紐を手た繰ぐってお守りを取り出すのだが……そこで僕と著莪は絶句する。何かね、お守りが、しおしおになってた。何て言うんだろ、どこぞの歴史博物館とかでこんな感じのあるよねーっていうぐらい、枯葉みたいに風化しているというか、強く握ったらバラバラになって風に飛ばされちゃいそうな……。

　……そりゃ、こんな状態になってりゃ効果も切れるわ……。

「……ま、まぁ、佐藤も無事で良かったじゃん。そう思おうよ。ほら、これでも食べてさ」

　そう言って著莪がレジ袋から取り出したのは……『馬肉ジャーキー（醤しよう油ゆ風味）』だ。

　何故彼女がジャーキーを買ってきたのか、その理由は何となく察しはつくものの……この際文句は言うまい。ジャーキーは喉のどが渇かわく問題こそあれ、空腹時には悪くない。

　著莪がパックを開けると香辛料と醤油の香りが漂う。それに刺激され、ジャーキーという乾物に備えるかのように、僕の口の中に唾だ液えきが湧き出てきた。

　僕は再びベッドに昇り、彼女の横に座った。そんな僕の顔を見る著莪が得意げにニヤリと笑うと……ジャーキーを自分の口に咥くわえ、両手を差し出してくる。

　一瞬、意味がわからなかったものの、先ほど電話で彼女が語った夢に似たような場面があったことを僕は思い出した。

　……こいつ、ひょっとしてコレがやりたくてここに来たんじゃないのか。

　何か、それをやるのは人間として大変屈くつ辱じよく的な気はするものの、売店は開いていない、朝食は出るかどうかわからない、腹の虫は鳴いている、口の中と腹はすでにジャーキーを受け入れるつもりでいる……となると、やはり……くそぉ。

　僕は自分の顔が不満に歪ゆがむのを感じつつ、著莪が差し出した左右の手にそれぞれタッチしていく。彼女の夢の中でサトウが行った〝お手〟と〝おかわり〟である。トントントン、と何度かそれを繰り返すと、うむ、と著莪は頷き、僕の〝お手〟と〝おかわりの手〟をそれぞれ両手で握った。そして、口に咥くわえたままジャーキーを差し出してくる。

「……ふうん？　ほどした？　いららないの？」

　ほれほれ、というように著莪は咥えているジャーキーを上下に揺らす。

「……おまえ……」

　何だろう……たいしたことじゃないといえばそうなのだけれど……これを食べることは、とてつもない勢いで僕の人間としての尊そん厳げんが損そこなわれてしまうような……。

　し、しかし……いやでも……ムム……く、くそぉう！

　僕は自分が顰しかめっ面つらになったのがわかった。多分、ブルドッグっぽくなったのだろう、眼鏡越しの著莪の目が楽しそうに細められる。

　数秒、待ってみたものの著莪は僕の手を離す気も、ジャーキーをただで渡してくれる気もなさそうだ。何か僕がやらなきゃこんな感じでずっと続きそうだったので……そう、うん、状況を変えるために僕は、仕方なく、あくまでやむを得ず……腹の虫に従って、著莪に両手を掴まれたままジャーキーに齧かじりついた。

　……しかし、なかなか著莪も口を離そうとはせず、僕たちは犬同士がおやつを取り合うように「うぬぬぬ……」と二人して唸うなり、引っ張り合う。

　しかし、その途中で著莪が笑う。彼女の口からジャーキーが離れた。

「今の佐藤の顰めっ面、ホントに夢の中のサトウとそっくり」

　あははは、と笑う彼女は僕の頭をぽんぽんと叩き、そして撫でてくる。

「そうそう、サトウと言えばさ。あの町に戻った後にオルトロスの宿で――」

　再び始まる著莪の夢話。どうやらとにかくその話をしたいらしく、やめる気配がない。

　僕は諦あきらめ、ジャーキーを齧かじりながら、彼女につきあうことにした。……それにまぁ、噛かめば噛むほどに旨うま味みが滲にじむジャーキーと同じで、聞いているうちにだんだん楽しくなってきたし。

「ホント、サトウはダメダメで、アタシがアイツを抱きかかえてね。その川を――」

　今夜は僕も夢を見よう。彼女が犬で、僕が飼い主の……そんな夢を見てやろう。

　そんなことを考えながら僕は口の中のジャーキーを飲み込んだ。

　……けれど不思議だ。仮にそんな夢を僕が見れたとしても、今のこの状況とたいして変わらないような気がするのは何故だろう？

　……飼い犬に振り回されてる哀れな主人の姿がアリアリと目に浮かぶ……。

「あ、それ！　今のその佐藤の目つきがサトウにそっくり。なんて言うか、人生に疲れた中年サラリーマンの哀あい愁しゆうっていうか、何かを諦めたような感じかな。もうそれがたまらなくかわいくって、いじめたくなるんだよね。……うりうり」

　著莪の細く長い指が僕の上うわ唇くちびるをぐにぐにといじってくる。

　僕は目で不満を訴えるも、それは彼女をより一層笑顔にさせるだけだった。





〈了〉
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